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は し が き 

 

本報告書は、外務省より平成 24年度国際問題調査研究・提言事業費補助金を受けて、「『ア

ラブの春』の将来」というテーマのもとで、1 年間当研究所が行ってきた研究活動の成果

をまとめたものです。 

2011年 1月から 2月にかけて、長期間にわたって続いてきたアラブ諸国の権威主義体制

を大規模な民衆デモによって打倒しようとする運動、いわゆる「アラブの春」は、チュニ

ジアとエジプトの独裁的な大統領を短期間のうちに退陣に追い込みました。その後、同様

の現象がリビア、シリア、イエメンへと広がりましたが、これらの国々では短期間で権威

主義体制が倒されることはありませんでした。リビアは一時的に内戦状態に陥り、国際部

隊の軍事介入の果てにカッザーフィーを殺害するに至ったものの、国内の安定の回復と民

主的な新体制の構築は未だ完了していません。イエメンにおいては、反体制派と政権の衝

突が長く続き、湾岸協力会議（GCC）の調停案を受けて騒乱は一応の終息を見ましたが、

混乱の火種は消えていません。シリアにおいては、反体制デモとアサド政権の抗争が泥沼

の内戦となり、約 2年にわたって大量の犠牲者と難民を出してきました。 

一方、権威主義体制の打倒に成功したチュニジアとエジプトにおいては、選挙によって

政権に就いた穏健イスラーム主義勢力に対して、世俗派と厳格なイスラーム主義勢力の双

方が批判を強めており、安定した民主的政権の樹立や社会改革・経済再建が順調に進んで

いるとは言えません。潤沢な原油収入を持つ湾岸諸国は、バハレーンとオマーンで発生し

たデモを協力して抑え込み、表面的には平穏を保っていますが、国内に様々な矛盾や不満

を抱え、君主・首長体制に対する反対運動が起こる可能性は否定できません。 

カリスマ的指導者に従うのではなく、衛星メディアやインターネットを活用して普通の

人々の共感が広く結びつくことで独裁者を打倒しようとする運動は、確かに、民意を無視

した抑圧的な権威主義体制の存続を不可能、あるいは、困難にしました。その一方で、様々

な主義主張と利害をとりまとめ、安定的な民主的体制を築くことも容易ではありません。

民衆デモによる権威主義体制排除の動きは、中東地域に民主主義と安定を両立させ、多く

の人々が公正と感じられる社会の構築に向けた長い道のりの出発点に過ぎなかったのです。 

本研究プロジェクトは、上述の問題意識に基づいて、「アラブの春」と呼ばれる一連の

政治変動が中東地域にどのような影響を与え、なお進行中の変動がどのような現状をもた

らしたか、加えてその将来を展望することを目指して実施されたものです。その中では、

「アラブの春」の舞台となっている諸国の中から、エジプト、シリア、イエメンの現状と

背景を分析するだけでなく、これらの諸国に様々に関与しているトルコと湾岸諸国の動向



や、中東地域における最大の懸案であるパレスチナとイスラエルの和平問題に及ぼす影響

もあわせて考察しました。さらに、アラブ諸国と同様に住民の大半がイスラーム教徒であ

り、1990年代にやはり民衆運動によって民主化を成し遂げたインドネシアの事例にも目を

向け、比較政治学的な観点からの分析も試みました。その成果は、「アラブの春」と一括さ

れながら、実は非常に複雑な内情を持つ諸状況を実証的・総合的に描き出し、世界と日本

の安定と経済的繁栄にも大きな影響を及ぼす中東地域が向かう方向を示すことで、日本の

中東地域に対する外交政策の策定に有益な知見を提供するものになったと言えます。 

なお、ここに表明されている見解は全て各執筆者のものであり、当研究所の意見を代表

するものではありません。しかし、この研究成果が日本の外交政策を考える上で意義ある

一助となることを心から期待します。 

最後に、本研究に終始積極的に取り組まれ、本報告書の作成にご尽力頂いた執筆者各位、

その過程でご協力頂いた関係各位に対し、改めて深甚なる謝意を表します。 
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報告書要旨 

 

本報告書は、2011年から続くアラブ諸国における政治変動、すなわち、民衆運動によっ

て権威主義的独裁体制を打倒しようとする「アラブの春」と呼ばれる運動が、その始まり

から 2年あまりがすぎる中でたどった経緯と、中東地域全体と国際社会に投げかけてきた

問題を分析することで、「アラブの春」の現状と背景を考察し、その将来を展望するもので

ある。 

具体的には、実際に民衆運動による政治変動を経験してきたエジプト、シリア、イエメ

ン、オマーンにおける事態の進展を追い、湾岸協力会議（GCC）諸国の動向を分析する。

GCC 諸国は、これまでのところ大規模な政治変動を被ってはいないものの、国内に様々な

不安定要因を抱え、同時に上記各国の政治変動に深く関与してきた。また、アラブ諸国に

は含まれないが、中東地域にあって同地域への関与を強め、「アラブの春」にも様々に関わ

るトルコの対応も取り上げる。こうした中東地域内部からの視点に加えて、比較政治学的

な視点としてインドネシアを取り上げる。インドネシアは、中東・アラブ諸国と同様に、

ムスリム（イスラーム教徒）が国民の大半を占め、1990年代に民衆運動によって権威主義

体制から民主体制へと移行した経験を持つ。これらの国単位の分析とともに、「アラブの春」

が中東地域全体の国際関係に及ぼす影響と、国際社会に投げかける問題として「保護する

責任」について考察する。各分析・考察項目に関する議論の概要は以下の通りである。 

まず、序章において 2011年以降のアラブ主要国の動向を概観する。この概観の中で重点

を置くのは、「アラブの春」の舞台となった国々の中で、本報告書が章を立てて取り上げな

い国々、すなわち、チュニジアとリビアである。また、GCC 諸国と同じ君主制体制下にあ

りながら、非産油国であることで経済的により困難な問題を抱えているヨルダンとモロッ

コにも言及する。ヨルダンについては、シリア危機とパレスチナ問題との関係においても

難しい立場に立たされている。 

「アラブの春」の 2年間を概観することから浮かび上がる問題は、（1）イスラーム主義

勢力の台頭、（2）中東地域内部の各アクター間の関係の変化、（3）より良い暮らしを求め

る民衆の大きな期待と経済の低迷のギャップ、の 3点である。（1）イスラーム主義勢力の

台頭については、チュニジアやエジプトにおいて、権威主義体制崩壊後にムスリム同胞団

系のイスラーム主義政党が選挙を通して政権与党となったことに象徴される。しかし、そ

れらのイスラーム主義政党が安定した民主的政体を実現するかは不透明である。イスラー

ム主義政党の政権運営に対して世俗派から強い反発があり、同時に、イスラーム主義の中

でも国民国家体制の解体や武装闘争を前面に押し出した過激な勢力の活動を抑えることが
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困難な課題となっているからである。（2）中東地域内部のアクター間関係については、シ

リア危機をめぐる GCC 諸国、エジプト、トルコ、イランの間の駆け引きがもたらす変化

と、エジプトの同胞団系政権がパレスチナ－イスラエル和平やイランの核問題に及ぼす影

響が指摘される。（3）民衆の期待と経済の低迷のギャップとは、権威主義体制を打倒し、

民主化への移行プロセスに入ることができたチュニジアやエジプトにおいて、多くの国民

が経済の好転を期待している一方で、実際の経済は革命の混乱から立ち直る見通しが未だ

に立っていないことである。アラブ諸国に安定して民主的な政治体制が定着するか否かは、

チュニジアやエジプトの新政権が国民の高い期待にどこまで応えられるかに大きく左右さ

れるのである。 

以上の序章で示される問題意識のもとに、各章では以下の分析と考察がなされる。第 1

章では、ムバーラク政権崩壊後のエジプトにおいて、政治的な混乱が続き、社会がイスラー

ム主義勢力支持とリベラル勢力（青年勢力、左派、リベラル）支持の間で二極化する方向

に向かっていることを論ずる。1952 年のクーデター（7月革命）で権力を掌握したナセル

を中心とする自由将校団は、王制下の憲法を停止するために「憲法宣言」という超憲法的

な宣言を発表した。2011 年に民衆デモの高まりを受けてムバーラク大統領を退陣させた軍

最高評議会（SCAF）も、この「憲法宣言」によって憲法を停止して実権を掌握した。SCAF

とムルシー新大統領は、その後も、重要な局面で憲法宣言を公布してきたが、法的な根拠

を持たない憲法宣言を権力闘争の道具として用いることで、民衆運動を担ったリベラル勢

力を政治過程から排除し、イスラーム主義勢力の影響力の増大と軍の影響力の温存が図ら

れた。このことが、イスラーム主義勢力支持とリベラル勢力支持にエジプトの社会が二極

化される原因となったと指摘する。 

第 2 章では、混迷と暴力の応酬が激しさを増すシリア情勢を取り上げ、トルコで活動す

るシリア人反体制活動家への面会調査の成果などを基に、2012年のシリア「内戦」を通し

た反体制諸派の変質と、反体制諸派の内部におけるスンナ派イスラーム主義勢力の存在感

の増大を分析する。そして、シリア情勢の現状と背景を考察するとともに、「アラブの春」

の全体を通して重要な政治的・社会的変数となっているイスラーム主義について論じる。

これらの分析と考察を通して、シリアの反体制運動が意思と組織の統合に苦慮し、民衆デ

モから武装闘争へと重点を移していくなかで、反体制運動が地元性を強めることで、民主

化などの理想が背景化し、宗派や民族といったシリア在地の複雑な統合と分断の原理が前

景化していることを描く。スンナ派イスラーム主義については、独裁体制の打倒という目

標のみで様々な主義主張を持つ人々が結びつき、明確なビジョンや強力な指導者を持たな

い「アラブの春」において、現行の国民国家体制を受容する穏健なイスラーム主義が宗派
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的多数派を占めるスンナ派ムスリムの宗教感情に訴えることで、当面は支持を広げていく

であろうことを指摘する。同時に、政権との激しい戦闘が続くシリアにおいては、国民国

家体制の解体を訴えるような過激なイスラーム主義武装勢力が、その果敢な戦いぶりに

よって人々の人気を集めていることも指摘する。 

第 3 章では、GCC 諸国を取り上げる。GCC 諸国に対する「アラブの春」の影響は一様

ではない。オマーンでは、国内で大規模な反体制運動が発生し、12名の閣僚を解任するに

至った。バハレーンでは、半島の盾軍の派遣を受けてデモを鎮圧しなければならなかった。

サウジアラビアは、デモの危機に晒されたものの、大規模な経済対策と部分的な政治宗教

改革によって当面の危機を乗り切った。以前から政治的論争が激しいクウェートについて

は、どこからが「アラブの春」の影響かを見極めるのが難しい。そして、カタルとアラブ

首長国連邦では、デモや抗議行動がほとんど起きていない。こうした違いは、政府による

石油収入の国民に対する配分の適切さと、その結果としての国民の総体的な豊かさの違い

によって、ある程度説明できると考えられる。他方、「アラブの春」を経験している他のア

ラブ諸国への関与については、GCC 域内の安定、君主制の正統性の確保、スンナ派支持の

3 点で一定の方向性を有しているように見られるが、サウジやカタルは、体制転換が起き

たアラブ諸国において経済的利益をつかもうという意欲も看取される。GCC 諸国は、「ア

ラブの春」によってイスラーム主義勢力が勢力を拡大していることに警戒感を抱きつつ、

「アラブの春」をビジネスチャンスとも捉えていると考えられるのである。 

第 4 章では、GCC 諸国の中で大きな政治変動を被ったオマーンと、GCC 諸国の南隣に

あって国家統合に様々な問題を抱えてきたイエメンの政治変動を概観する。その上で、オ

マーンを他の GCC 諸国と、イエメンをチュニジア、エジプト、リビアと比較することで、

両国の政治変動に対する考察を深め、「アラブの春」全体に関わる問題点を指摘する。イエ

メンにおいては、首都のサナアでサーレハ大統領の退陣を求めるデモが発生し、部族勢力

も巻き込んでサーレハ支持派との衝突に発展した。一方、南部では AQAP（アラビア半島

のアルカーイダ）とサーレハ政権の戦闘が起こった。こうした事態を受け、AQAP の勢力

伸長を警戒するアメリカと難民の流入を恐れるサウジの主導によって GCC の調停案が示

され、サーレハが訴追免除と与党党首の地位を保証されたまま副大統領のハーディーに権

力を委譲するという「中途半端な」幕引きが図られた。チュニジア、エジプト、リビアと

比べて「中途半端な」な事態の経緯の背景には、「サウジアラビアの隣国」というイエメン

の位置とともに、イエメンにおいては、1990年代までイスラーム主義勢力が存在しなかっ

たという事情が指摘される。イエメンのイスラーム主義勢力は、ここ 20 年あまりに外部か

ら入り込み、アメリカとの直接対決を志向する「国際派」であった。それが、「アラブの春」



報告書要旨 

 －4－

によってイエメン国内に地盤を得たことで、イエメンのイスラーム国家化を主張するよう

になった。こうしたイスラーム主義勢力の「在地化」は、「アラブの春」によってイスラー

ム主義勢力の勢力伸長が見られるチュニジア、エジプト、リビアなどにおいても、今後起

こりうると考えられる。 

オマーンについては、汚職を非難し生活改善を訴えるデモが発生し、政府は国民に経済

的利益を供与する「ばらまき」によって対処した。こうした「ばらまき」は GCC 諸国で

共通して行われてきたが、オマーンの場合は、国王側近の大物政治家の退場や諮問評議会

への立法権の付与が行われた。大物政治家の退場は、国王による人事の刷新と捉えられる。

また、諮問評議会への立法権の付与は、国王や首長に権力が集中する GCC 諸国内にあっ

ては画期的なことである。それは、国王の権力委譲というより、様々な新規立法が必要な

状況を、行政府の立法能力だけでは処理できないという現実的な判断である。GCC 諸国は、

いずれも同様の問題を抱えており、オマーンをさきがけに、そうした現実的判断から立法

権の分散という形での民主化が進む可能性も指摘される。 

第 1 章から第 4 章にかけて、アラブ諸国内部の視点から「アラブの春」を論じてきたの

に対して、第 5 章と第 6 章は、非アラブ諸国の事例から「アラブの春」を考察する。第 5

章においては、「アラブの春」と様々に関与してきたトルコを取り上げ、同国のチュニジア、

エジプト、リビア、シリアに対する対応を概観し、トルコをアラブ諸国の民主化のモデル

としようという「トルコ・モデル」の有効性と、「アラブの春」が公正発展党の外交政策に

与える影響を考察する。まず、トルコの「アラブの春」に対する対応としては、チュニジ

ア、エジプト、リビアに対する対応が限定的であったのに対して、隣国シリアに対しては

深く関与し、アサド政権と反体制諸派の交渉仲介から反体制諸派の積極的支援に切り替え

た経緯を分析する。「トルコ・モデル」の有効性については、トルコの公正発展党は、親イ

スラーム政党であるものの世俗主義を国是として堅持している点で、チュニジアやエジプ

トのイスラーム主義政党とは大きく異なり、経済や政治環境も異なることから直接的な有

効性はないと考えなければならない。ただし、大衆政党の組織や宗教的規範の保守的価値

観への読み替え、福祉政策と親自由主義的経済政策のバランスといった点で示唆を与える

ことはできるとも考えられる。公正発展党の外交政策は、人権重視や善隣外交、地域の安

定への貢献を謳ってきた。しかし、「アラブの春」によって、権威主義体制と良好な関係を

維持してきたことの倫理的問題が浮き彫りにされ、シリアの反体制諸派への積極的支援が

地域の安定化に結びついていないことで、地域の安定に向けて具体的な政策が展開できな

い状況になっている。この状況を打開するためには、イスラエル、イラン、イラク中央政

府などの、これまでの外交政策によって関係が悪化した諸国・アクターとの交渉を続けて
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いくことが重要であると考えられる。 

第 6 章では、中東地域を離れて、インドネシアにおける民主化の経験とイスラームと政

治の現在を分析し、エジプトの政治変動プロセスとの比較と、中東のイスラーム主義／親

イスラーム政党、特にトルコの公正発展党とインドネシアのイスラーム系政党の比較を行

うことで、中東・アラブ諸国の現状を見返す視座を提供する。また、「イスラームらしさ」

をめぐる争点を分析することで、現代のインドネシアにおけるイスラームと政治の関係を

論じ、イスラーム主義に関する考察を深める材料を提供する。ここで指摘されることは、

インドネシアとエジプトでは、権威主義体制下における権力と富の大統領一族への集中や

経済状況などに類似性が見られるものの、大統領と与党と軍の関係の違いが収束局面での

差異を生んだことである。また、インドネシアにおける民主主義体制は、表向きの民主主

義の裏側で植民地期以来のオリガーキー（寡頭制）が維持されている点で、新興ブルジョ

アジーなどを取り込んで大衆政党として成功したトルコの公正発展党や凝集力を持つムス

リム同胞のような組織によって支えられているわけではない。さらに、世俗系政党もイス

ラーム的なキャンペーンを行うようになったことで、イスラーム系政党の独自性が薄れ、

イスラーム系政党の支持が低下し、トルコやエジプトのように世俗系とイスラーム系の間

に大きなイデオロギーや社会階層間の亀裂がないことも指摘される。その一方で「イスラー

ムらしさ」のイメージの演出は重要な政治的動員手法となっており、メディアにおけるイ

スラーム性という点で中東地域との有効な比較研究の素材を提供している。 

ここまでの国ごとの分析を踏まえて、第 7 章と第 8 章では、「アラブの春」が中東地域

全域に及ぼす影響と、国際社会に投げかける問題を論ずる。第 7章では、権威主義体制へ

の異議申し立てというアラブ諸国を横断するベクトルが、各国の事情に由来する垂直的ベ

クトルによって遮断されてきた状況を概観し、明確な組織や指導者を持たない大衆運動に

よって旧体制が打倒された後、組織力を持つイスラーム主義勢力などの旧来の政治勢力が、

組織や指導理念を持たない新世代の大衆運動にどのように向き合っていくかという問題を

提起する。こうした新しい状況が中東全体にどのような影響を及ぼすかをイスラエルの視

点からアプローチし、イスラエルをはじめとする中東地域の現状維持を望む勢力と、イラ

ンなどの現状打破を望む勢力が、アメリカの中東地域からの「撤退」などと絡めて、とも

に国民国家的な権益の維持拡張をアラブやイスラームといった越境的な回路によって達成

しようとしている状況を分析する。そして、越境的な性質を持つ宗派や民族に基づくアイ

デンティティ政治が各国内部で前景化することで各国内部の軋轢を噴出させるだけでなく、

国家の領域を超えた越境的な混乱を創出させつつある事実に注目する必要性を指摘する。 

第 8 章においては、中東における混乱の二つの深刻な事例、すなわち、リビアとシリア
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の内戦状況に対する国際社会の対応の違いから、「保護する責任」をめぐるジレンマを議論

する。リビアとシリアにおいては、大規模な民衆蜂起に直面した政権が、本来保護すべき

国民に対して凄惨な暴力を加えるという点で共通している。しかし、この深刻な人道危機

に対して、国際社会は全く異なった対応をとった。すなわち、リビアにおいては「保護す

る責任」を掲げて NATO を中心とする軍事介入を行い、結果的にカッザーフィー政権を転

覆させて体制転換を引き起こした。他方シリアにおいては、国際的なコンセンサスを形成

することができず、シリア国内の暴力を停止させシリア国民を保護するために有効な手段

を講ずる目処が立っていない。この背景には、リビアへの介入が体制転換をもたらしたこ

とに対して、ロシアや中国、BRICS 諸国の強い警戒感が指摘される。ここに、内政不干渉

を原則とする「保護する責任」論において、国家自体が国民に暴力を加える場合、国家体

制を転覆させることなく国際社会が「保護する責任」を果たすことができるのかというジ

レンマが突きつけられるのである。また、シリアへの軍事介入に関しては、混迷を深める

同国に軍を派遣するだけの積極的な意思と能力を備えた国家、あるいは、国家連合を見い

だすことが難しいという問題もあって、「保護する責任」をめぐるジレンマはより深いもの

となるのである。 

以上が、本報告書の要約である。これらの分析と考察を基にした政策提言については、

この要約の後ろに付されている。分析と考察の詳細については、政策提言に続く序章以下

の本論を参照されたい。 
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「アラブの春」の将来：政策提言 

 

１．現在の状況 

１－１ チュニジア、エジプト、リビア 

① 旧体制が崩壊したこの 3 カ国は現在、体制移行期にあり、民主化への道を歩み始め

たばかりだが、その先行きは極めて不透明である。 

② エジプトではムスリム同胞団を中核とするイスラーム主義勢力、革命の原動力と

なったリベラル勢力、それに軍がそれぞれの主張実現や利益擁護のために、三つ巴

の対立を繰り返している。しかし、これまでの経緯を見ると、ムスリム同胞団（自

由公正党）と軍の間には一定の協力関係があるように見え、リベラル勢力が疎外さ

れた状態が続いている。 

③ チュニジアでも同様にイスラーム主義勢力とリベラル勢力の対立が顕著だ。しかし、

軍は主要なアクターでなく、イスラーム主義勢力内では、政権を握っているアンナ

ハダと暴力的なサラフィー主義勢力とが対立関係にある。エジプトとは異なるこの

三つ巴の状況は、2013年 2 月初めの野党党首暗殺事件を契機にいっそう混迷してい

る。 

④ リビアでは、イスラーム主義勢力は移行体制で中心的なアクターになっていない。

しかし、武器の蔓延や国民国家としての凝集性が希薄であることから、国内各地で

武装グループが活動している。その一部は過激なイスラーム主義勢力と見られるが、

地域的・地縁的な色彩が濃い集団の存在も指摘されている。 

⑤ 上記のように同じ移行過程にあるといっても、これら 3 カ国はそれぞれ異なった状

況にあり、非産油国であるチュニジアとエジプトは経済・財政面でも問題を抱えて

いる。いずれにしてもこの３カ国は今後、長い移行過程を歩まなければならない。

それだけに長期にわたる民主化支援を必要としている。 

 

１－２ シリア 

① ほぼ丸 2年に及ぶ武力対立の結果、死者は 2013 年 2月中旬現在、7万人台に迫って

いると見られている（国連人権高等弁務官）。内戦状態を長引かせている要因は、ア

サド政権側も反体制側も相手を圧倒するまでの十分な軍事力を有さず、かつ反体制

勢力が統一を欠いているからである。さらに外部勢力がさまざまなかたちで介入し

ていることも、内戦をより複雑にしている。その結果、国連などによる政治解決の

試みはまったく功を奏していない。 
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② 暴力の応酬が激化、長期化する中で、宗派間対立の様相も強まっており、国外から

流入したスンナ派ジハード主義武装集団の存在も宗派対立を煽る要因となっている。

また、シリア国内のクルド人問題も顕在化しつつある。これら宗派・民族問題がイ

ラクとレバノン両隣国における同種の問題と連動する恐れも危惧されている。 

③ 2012 年 11 月に発足した反体制派の連合組織「シリア国民連合」は、依然として内

部統一がとれていないという問題を抱えている。それでもスンナ派内の現実主義的

な勢力を中核としており、2012 年 12 月に開催された第 4 回シリア・フレンズ会合

で同連合を「シリア国民を代表する正統な組織」と認める議長総括が出された。 

④ 我が国もシリア・フレンズ会合の参加国であり、また 2012 年 11 月には第 5回シリ

ア制裁ワーキング・グループ会合を東京で開催した。 

⑤ 内戦がさらに激化した場合、シリアの国家としての現在の枠組みそのものが揺らぐ

恐れがある。加えて大量破壊兵器や高度な兵器が周辺国や非国家主体に流出する危

険が高まっており
1
、難民のさらなる流出も懸念されている。 

 

１－３ その他アラブ諸国 

① イエメンでは大統領ポストのいわば「禅譲」が行われ、ハーディー新大統領が権力

基盤を徐々に固めつつある。しかし「アラブの春」に伴う治安維持能力の低下もあ

り、「アラビア半島のアル・カーイダ（AQAP）」、北部のザイド派、南部分離運動が

活動をいっそう活発化させている。 

② バハレーンでは議会の権限拡大などの政治改革要求と宗派対立とが連動し、一部は

反体制運動にまで発展した。政府は「湾岸の盾」軍の協力も得ながらこうした動き

を力で抑え込んでいるが、デモが散発的に続き、治安部隊との衝突が絶えない。 

③ モロッコ、ヨルダン、サウジアラビア、オマーンの王制諸国は、いずれも部分的な

政治改革やばら撒きにより事態を鎮静化させることに成功した。しかし、各国とも

政治参加は限定的で、若者の失業率が高いなどの構造的な問題を抱えており、いず

れまた同じような政治改革要求運動が火を噴く可能性は十分に考えられる。 

 

１－４ 地域全体の問題：不安定さの拡大 

① リビアとシリアの内戦や、その他諸国での治安維持能力の減退を反映し、イスラー

ム過激派の活動や武器の蔓延などの問題が顕在化している。これらの問題の背景と

なっているのは、国家の統治能力の揺らぎに加え、国境を越えた伝統的な人の移動

（北アフリカからサヘル地域にかけてのトゥアレグ人など）や、イスラーム過激派
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の相互触発や移動といったトランスナショナルな動きである。同様にシナイ半島の

治安悪化もガザ地区の情勢と連動している。 

② 非産油アラブ諸国はいずれも厳しい経済状態に置かれており、「アラブの春」の結果、

経常収支の赤字や若者を中心とした失業問題はいっそう悪化傾向にある。他方、産

油国は高い水準で推移する原油価格の恩恵を受け、経済の見通しは明るい。しかし、

サウジアラビアやオマーンなどでは依然として、非産油国と同様に若者のための雇

用創出問題が解決されていない。 

③ イランの核開発問題は元来、「アラブの春」とは無関係である。しかし、イスラエル

による対イラン武力攻撃の可能性は必ずしも排除できず、もし実行された場合、ペ

ルシャ湾周辺のみならず中東全域をさらに不安定化させることは必至である。 

④ 中東和平交渉は全く行われておらず、イスラエル、パレスチナ双方の相互不信感は

さらに深まりつつある。そうした中、「アラブの春」の影響を受け、ガザ地区を拠点

とするハマースは存在感をさらに強めている。 

⑤ エネルギー資源、交通の要衝など中東が有する地政学上の重要性から見て、中東は

依然として米国にとって死活的利益が存する地域であり、米国の対中東関与が近い

将来、大幅に減退することは考えられない。しかし、国内でのシェール・ガスの開

発やアフガニスタンからの 2014年までの米軍の撤退完了の動き、国防費の大幅削減、

アジアへの関心の高まりなどによって、結果として中東への関与が相対的に減少す

る可能性は高い。 

 

２．政策提言 

２－１ 安定的な民主化移行プロセスに向けて 

① 中東の主権国家体制の安定が我が国にとって極めて重要なことはいうまでもない。

特にすでに体制移行過程にあるチュニジア、リビア、エジプトの 3 カ国における民

主化定着の試みが一定の成功を収めるか否かは、中東の安定にとって重大な意味を

持っている。他方、我が国をはじめ先進各国は厳しい経済・財政問題に直面してお

り、大規模な経済援助は望むべくもない。 

② よって我が国としては専門家派遣や日本国内での研修などの取り組みを通じ、我が

国の経験に基づいた民主化定着、「良い統治（グッド・ガバナンス）」の確立、イン

スティテューション・ビルディングに向けたきめ細かい支援を幅広く行うべきであ

る。例えば以下のような分野を含む支援の必要がある。 

� 選挙制度整備 
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� 警察・司法制度改革（裁判・法執行実務の改善、法曹の人材育成など） 

� 各種法制度の整備（経済や地域開発、公害防止など） 

� 財政制度の確立（税法体系の整備、徴税制度の改善など） 

� 初・中等教育の普及・改善（識字率の向上、教員の養成、教育内容の充実など） 

� 人権教育の普及 

� 報道の自由確立と質向上 

� 社会的セイフティーネットの確立（社会保障制度の充実など） 

③ 上記②に示した民主化定着などの支援は体制移行期にすでに入った３カ国以外でも、

対象国のニーズを勘案しながら適宜実行する必要がある。特にオマーンやモロッコ、

ヨルダンは議会を重視する方向に動き始めており、こうした動きを後押しする支援

の可能性を検討すべきである。 

④ 加えて民主化定着などの支援を行うに当たっては、すでに始められているが、ムス

リム国であるインドネシアなど東南アジア諸国の民主化プロセスの経験を踏まえ、

三角協力による支援の取り組みを拡大すべきである。 

 

２－２ シリア内戦への取り組み 

① シリア内戦を早期に収拾させるとともに、周辺諸国への飛び火を防ぐことは喫緊の

課題である。そのために「シリア・フレンズ会合」へのいっそうの積極的参加など

を通じ、シリア問題の政治的な解決に向けた国際的協力体制作りに貢献する必要が

ある。 

② シリア周辺諸国との連携を強化するとともに、周辺諸国におけるシリアからの難民

支援を拡大する。エジプト、トルコ、サウジアラビア、イランからなるシリア問題

に関するコンタクト・グループは今のところまったく成果を出していない
2
。しかし、

シリア問題に直接影響力を持つ地域主要アクターの意見調整の場として今後、重要

性を持つ可能性もある。我が国としては同グループの取り組みを注視し、必要に応

じて協力できる体制を作っておくべきであろう。 

③ アラブ・中東地域におけるシリアの重要性を考慮すれば、内戦収束後のシリアの復

興に向けた我が国の支援の可能性を今から検討しておく意義は大きい。その際、対

シリア支援も民主化移行プロセス支援と同様、財政的理由から大規模復興支援を行

うことの困難さを勘案すれば、例えば以下のようなきめ細かな支援の可能性を検討

しておくことが望まれる。 

� 戦災復興都市計画の策定：戦災の被害を受けた都市の復興計画の速やかな策定
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を支援する。この目的で世界遺産地域を含むダマスカスやアレッポの市街地の

戦災状況についての情報収集の取り組みが、日本の都市計画専門家の手ですで

に行われていることは注目に値する
3
。この取り組みは、1960年代以降現代まで

我が国がシリアの都市計画を支援してきた歴史と経験を踏まえたものであり、

かつ内戦勃発前に築かれたシリア人との人的なネットワークを活用して行われ

ている。現在はまだ試験的な作業であるが、本格的な取り組みとすることが期

待される。 

� 紛争後の国民和解支援：シリア反体制運動関係者の間には、シリアをはじめ中

東との歴史的なしがらみがない日本が、紛争終結後の国民和解のための仲介や、

内戦中の犯罪を裁くための法廷の組織・運営で主導的な役割を期待する声があ

る4
。紛争後の国民和解は必須であり、そのために我が国としても専門家派遣な

どの支援を行うことは十分に検討・実行されてよい。 

� 上記の他、DDR（Disarmament, Demobilization, Reintegration：武装解除・社会復

帰）や SSR（Security Sector Reform：治安分野改革）などの分野における支援の

可能性を検討する。 

 

２－３ 中東不安定化への対応 

① 今後ともより広範な地域で活動を活発化させると思われるイスラーム過激派など越

境的勢力に関する情報の収集・分析の体制を構築・強化するとともに、欧米および

中東諸国との間で情報共有に向けた体制を作る必要がある。 

② 特に北アフリカからサヘル地域におけるイスラーム過激派の活動や武器の蔓延にど

う対処するかは、優れて国際的な問題であり、関係国と十分な協力体制を築くこと

が望まれる。 

③ 現時点において二国家解決案に基づくパレスチナ問題の解決はきわめて困難である

が、和平プロセスへの積極的な取り組みを続けていくことは、ヨルダン内政を含め

中東の安定を確保するために不可欠である。停滞状態にある中東和平プロセスを活

性化するために、アラブ諸国と連携して「アラブ和平構想」の実現を改めて我が国

が呼びかけることも一案である。また、すでに６年にわたりガザを実効支配してい

るハマースの存在を無視することは出来ず、同組織との何らかの関係構築の可能性

を探る必要がある。 

④ イランの核問題の政治的解決もまた、中東の安定に必須であり、国連や IAEA（国際

原子力機関）、P5+1（国連安全保障理事会常任理事国 5カ国＋ドイツ）などによる政
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治的な解決に向けた取り組みに積極的に協力するともに、イスラエルに対し武力行

使の危険を絶えず伝達する必要がある。 

⑤ 中東地域の重要なアクターであるトルコとの連携は、シリア内戦やイラン核問題の

政治的解決の努力にとっても有益である。「トルコ・モデル」については議論がある

ものの、トルコ自身は近年、積極的な地域外交を展開するとともに、日本国際協力

機構（JICA）と協力関係にあるトルコ国際協力調整庁（TIKA）を通じた対アラブ諸

国支援により、外交の幅を拡大している。我が国とトルコとの歴史的に良好な関係

を踏まえ、両国が手を携えてアラブ諸国における民主化移行を支援することは、ト

ルコ自身の民主化定着にも資するであろう。 

 

２－４ イスラーム主義に関する知見の拡大 

① 「アラブの春」以降、イスラーム主義勢力の台頭は著しい。しかし、我が国のみな

らず欧米でもイスラーム主義に関する知見は決して十分とはいえない。加えてイス

ラーム主義といってもきわめて多様であり、文脈や地域により異なった思想や活動

が見られる。 

② それ故、長期的な視点に立ち、イスラーム主義の思想や組織、活動状況に関する知

識や情報を収集・蓄積する必要がある。そのためにはアラブ諸国でのイスラーム主

義運動はもとより、アジア諸国などにおけるイスラーム主義運動についての研究を

活発化させる。また、さまざまなイスラーム主義組織関係者の我が国への招聘など、

人的交流を活発化させることが望ましい。 

③ 加えてイスラーム主義のみならず、中東におけるさまざまな思想潮流や政治・社会

動向についての知見を深めることは危機管理面からも望ましく、研究者と外交実務

者、さらに民間事業者を含めた幅広い意見・情報交換の場を作る必要がある。 

④ 以上のような問題意識から、学術交流や情報交換・蓄積を促進する場として、以下

のような「日本中東学術交流会」（仮称、以下「交流会」）を設立することも一案で

ある。 

� 交流会は各国の情勢について語れる現地の知識人と恒常的に連絡を取り合え

る場の創出を目的とする。 

� 当面の活動としては研究者（大学、シンクタンク、政府系研究所）、活動家／

NGO 関係者、メディア、ウラマー等に関するデータベースの構築を目指ざす。 
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� また、現地知識人との間で定期・不定期の意見交換の機会を設け、「アラブの

春」が提起した政治・社会問題などについて意見の聴取を行い、我が国中東外

交の立案・展開に資する。 

 

 

 

－注－ 

 
1
  2013年 1月末にイスラエルはシリア領内を空爆したとされるが、事実であれば兵器流出に関するイラ

エルの強い懸念の帰結である。 
2
  サウジアラビアはこれまでのところ協議に参加していない。 

3
  この取り組みは筑波大学システム情報系社会工学域の関係者によりなされている。 

4
  2012年 12月にトルコで行ったシリア反体制運動関係者の聞き取り調査で。 
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序章 「アラブの春」2年目の動向 

 

立山 良司 

 

はじめに 

いわゆる「アラブの春」が始まってから 2年以上が過ぎた。体制転換が起きたチュニジ

ア、エジプト、リビアの 3カ国では新体制移行への取り組みが続けられている。その中で

一つの焦点となっているのは、あるべき体制の姿をめぐり各国で生じている深刻な亀裂を

どう乗り越えるかだ。特に台頭するイスラーム主義の影響を受け、イスラームと政治や社

会との関係をどのように規定するかで意見対立が激化している。また、リビア内戦の影響

もあり、北アフリカでは相当量の重火器が出回っていると見られ、イスラーム過激派の活

動活発化とあいまって治安情勢をいっそう不安定にしている。 

一方、シリアの内戦はいっこうに収まる気配を見せず、国連人権高等弁務官は 2013年 1

月初め、死者が 6万人を超えたと発表した。内戦の激化はシリアという国家の枠組みその

ものを崩壊させるのではないかという強い懸念を引き起こすとともに、外部からの介入を

拡大させ中東の域内関係に重大な影響を及ぼしつつある。2012 年 11 月にイスラエルとガ

ザ地区を拠点とするハマースなどパレスチナ勢力との間で発生した武力衝突も、「アラブの

春」以降の中東域内情勢の変化を反映している。 

本報告書の構成は目次に示したとおりである。以下ではまず「アラブの春」以降のアラ

ブ主要国の動向を、本報告書の各章で取り上げない国に力点を置いて概観する。その上で、

地域横断的な問題として過激主義を含むイスラーム主義勢力の台頭、中東域内関係をめぐ

る主要アクターの動向、さらに経済問題と国民の期待値とのずれの拡大を取り上げる。 

 

１．全体の概況 

（１）エジプト、チュニジア、リビア 

中東の変動の中で、最も台頭が著しい政治潮流はイスラーム主義である。2011年末から

2012年初めにかけて行われたエジプト人民議会選挙では、ムスリム同胞団の政党自由公正

党、およびサラフィー主義政党が合計で全体の 3 分の 2 以上の議席を得た。さらに 2012

年 5～6月の大統領選挙でも自由公正党候補のムハンマド・ムルシーが当選し、ムスリム同

胞団は立法と行政の両府を握ることとなった。同国では 2012年末に新しい憲法が発効した

が、解釈によってはイスラーム主義勢力の主張が過度に重視される可能性があるとの懸念

も強く、国論は必ずしもまとまっていない。イスラーム主義勢力主導の政治運営にリベラ
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ル派が反発を強める中、2013年 1月下旬にはカイロなど各地でデモ隊と治安部隊とが衝突

するなど、ムルシー大統領にとって厳しい情勢が続いている。 

チュニジアでも 2011年 10月の制憲議会選挙で、イスラーム主義政党アンナハダが 40％

強の議席を獲得し、第 2党の「共和制会議（CPR）」と第 4党の「エタカトル（労働と自由

のための民主フォーラム）」と暫定連立政権を発足させた。制憲議会は当初、2012年 10月

までに新憲法を制定するとしていた。しかし制定作業は遅れ、2012年 9月には暫定政府が

憲法草案作成期限を2013年年2月まで延期すると発表した。制定作業が遅れている要因は、

司法の役割、大統領と議会との権力配分、女性の権利、言論や信教の自由などをめぐり、

なかなか合意が得られないためである1。 

他の非産油アラブ諸国と同様、経済的にもチュニジアはきわめて厳しい状況にあり、政

治プロセスの遅れとあいまって暫定政権と制憲議会への国民の不満が高まっている。制憲

議会選挙実施 1 周年の 2012年 10月 23 日にはチュニジア各地でデモがあり、「国民は政権

交代を望む」「雇用、自由、尊厳」など、革命時のスローガンが叫ばれた。また 2012年 11

月末から 12月初めにかけては、経済状態が特に悪い内陸部のシリアナなどいくつかの都市

で暴徒化したデモ隊と治安警察が衝突する事件が相次いだ。さらにチュニジア労働総同盟

（UGTT）が全国規模のゼネストを呼びかけ、首都チュニスで UGTT 関係者とアンナハダ

支持者が衝突する事件も発生した。結局、ゼネストそのものは回避されたものの、観光客

や投資の減少の結果、失業率はベンアリ体制が崩壊した 2011年初めの 13％から 2012年後

半には 18％にまで上昇したといわれ2、暫定政権、さらに 2013年中には発足する予定の本

格政権にとって経済の立て直しは非常に重たい課題となっている。 

一方、約半年間にわたる内戦を経て新体制への移行プロセスを歩み始めたリビアでは、

2011年 11月に発足した国家暫定評議会の下、2012年 7月に国民議会（制憲議会）選挙が

行われた。大きな混乱はなかったものの、チュニジアなどと同様、投票率は約 60％とそれ

ほど高くなかった。選挙という行為そのものに国民がまだ慣れていないためかもしれない。

政党間で争われた比例区（200議席中 80議席）では暫定政権の前首相マフムード・ジャブ

リル率いるリベラル派の国民勢力連合が 39議席と第 1党となり、同胞団系の正義発展党は

17議席にとどまった。正義発展党がそれほど伸びなかった理由について、カッダーフィ政

権下で徹底的に弾圧された同胞団は国内に十分な下部組織を持っていなかったためで、今

後はリビアでも同胞団系が支持基盤を拡大するとの指摘もある3。 

2012年 8月に国家暫定評議会から権力の移譲を受けた制憲議会は 9月にムスタファ・ア

ブーシャグルを新首相に選出した。しかし、アブーシャグルは組閣することができず、10

月に改めてアリー・ジダンが首相に選出され新内閣を発足させた。ジダンはカッダーフィ
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政権で外交官を務めていたが、1980年に亡命し反体制グループの一員として活動していた。 

リビアにおける最大の問題は各地で武装グループ跋扈
ば っ こ

していて、武装勢力同士による対

立や治安部隊責任者に対する暗殺などが続いていることだ。これに対し中央政府の関係機

関は手を打つことができないまま傍観者の状態にあり、部族間対立の調停も中央政府では

なく地域の名望家が行っているといわれる4。これらリビア国内で活動している勢力が暴力

的なイスラーム過激派か、内戦の最中にリビア各地に生まれた武装集団であるかは見方が

分かれている5。なお、チュニジアとリビアでは 2012 年 9 月に、それぞれ米大使館（チュ

ニス）と米領事館（ベンガジ）が襲撃される事件が発生したが、これについては第 2節で

述べる。 

 

（２）その他のアラブ諸国 

モロッコでは、2011年 7月、政治改革を求める動きに対し国王ムハンマド 6世が国民投

票により憲法改正を行い、議会による首相選出が成文化された。改正憲法に基づいて行わ

れた 11 月の下院選挙で、イスラーム政党で野党だった公正発展党が第 1 党となり、2012

年 1月には同党を中核とする連立政権が発足した。公正発展党は自らの役割を「第三の道」

と呼び、王室と公正発展党とのパートナーシップによってより大きな改革を実現するとし

ている6。このように「アラブの春」へのモロッコの対応は成功しているかに見える。しか

し、王室が依然として絶対的な権力を握り、基本的人権が十分に保障されておらず、経済

状態が改善しないことなどから、国民の不満はかなり高いとの見方も多い7。 

モロッコと同様、王制で非産油国のヨルダンでも難しい状況が続いている。同国でも

2011年春以降、政治改革を求めるデモなどが相次ぎ、アブドッラー国王は改革に取り組む

姿勢を示し、首相を繰り返し更迭することで対応してきた。さらに同国王は 2012年 10月

に国会を解散し、選挙を 2013年 1月下旬に前倒し実施した。新議会には初めて首相を選出

する権限が与えられた。しかし、最大野党であるムスリム同胞団系のイスラーム行動戦線

は、改正された選挙法に基づく議席の割り当てが、王室支持が多い部族出身候補に偏重し

すぎているとして選挙への参加をボイコットした8。 

第 4 節でみるように、ヨルダンを含むアラブ非産油国はいずれも厳しい経済状態に置か

れている。ヨルダンの場合、厳しさにさらに拍車をかけているのが、シリアからの難民の

流入である。国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）によれば、2013年 1月 25日現在、ヨ

ルダンに流入したシリア難民は UNHCRに登録している者だけで 20万人に達しているが、

ヨルダン政府は非登録を含めると 30万人以上の難民がいると推定している9。そうした中、

アンマンやその他の主要都市で 2012年秋以降、燃料代値上げなどに抗議するデモが拡大し、
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一部では王制反対のスローガンが公然と叫ばれたと報じられている。なお、ヨルダンを含

む周辺諸国におけるシリアからの難民数は表 1のとおりである。 

 

表 1 周辺諸国における UNHCR 登録シリア難民数（2013年 1月 25日現在） 

  難民数 備考 

トルコ 162,329 都市部の 7 万人（推定）を含む 

レバノン 223,231 登録待ちの難民を含む 

イラク 77,415   

ヨルダン 204,303 登録待ちの難民を含む 

エジプト 14,156   

  （出所）UNHCR 

 

湾岸アラブ王制・首長制諸国の中では、依然としてバハレーンで不安定な状況が続いて

いる。バハレーン政府は反政府運動の動きを力で抑え込んでいるが、デモが散発的に続き、

治安部隊との衝突が絶えない。サウジアラビアは 2011年以来、多額の補助金を出すなどし

て、改革要求運動の鎮静化にほぼ成功した。しかし、2011年 10月と 2012年 6月に立て続

けに皇太子が死亡した結果、後継者問題がいっそう重要性を増した。また、サウジ国内に

も立憲君主制など政治改革を求める動きがある。 

このほかクウェートでも 2012年 12月 1日に国民議会選挙が行われたが、選挙方法をめ

ぐる対立から野党が選挙をボイコットし、政府との対立が続いた。クウェートの政府と国

民議会との対立は歴史的なものであり、「アラブの春」を契機に始まったわけではない。し

かし、「アラブの春」を背景に地域全体で高まっている政治改革を求める要求が、クウェー

トにも影響していることは否定できない。オマーンでも 2011年春から高まった政治改革の

要求を受け、オマーン議会に立法権を付与するなどの改革が行われた。湾岸協力会議

（GCC）加盟国で議会に立法権が付与されたのはクウェート、バハレーンに次いで 3カ国

目である。ただ、オマーンの改革はきわめて漸進的であり、オマーン議会はクウェートや

バハレーンの議会ほど重要な役割を果たしていないとの見方もある10。 

いずれにしてもアラブの王制 8カ国は「アラブの春」が引き起こした困難な状況をある

程度、乗り切りつつあるのかもしれない。特に産油国の場合、高めに推移している原油価

格の恩恵を受け、ばら撒きと部分的な政治改革によって事態の鎮静化に成功したかに見え

る。しかし、「アラブの春」の背景となった政治・社会的な構造要因に変化はなく、とりあ
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えず「時間稼ぎをしている」だけの状況かもしれない11。 

 

２．イスラーム主義勢力の台頭 

2011年以降の政治変動の中で明確なことの一つは、イスラーム主義勢力が各地で台頭し

てきていることである。イスラーム主義とは一般的に政治や社会が直面している問題の解

決をイスラームに求め、イスラームの教えや規範を現実に適用すべきだとのイデオロギー

や運動を指している。ただ、イスラーム主義といってもさまざまな流れがあり、一括りに

論ずることはできない。 

「アラブの春」以降、最も注目を集めているのはエジプトのムスリム同胞団とその政党

の自由公正党に代表される潮流である。チュニジアのアンナハダやモロッコの公正発展党

も同様の潮流である。彼らは政治や社会の漸進的な改革を目指すという立場をとっている

ため、穏健派と呼ばれることが多い。 

同様に注目を集めているのがムスリム同胞団などよりイスラーム的原理を重視するサ

ラフィー主義勢力である。ただ、同じようにサラフィー主義と呼ばれる潮流でも、エジプ

トの場合は政党を結成し選挙に参加することで自分たちの主張を政治に反映させようとし

ているが、チュニジアのサラフィー主義者は選挙を通じた政治参加を否定しているとの指

摘もある12。実際、2012年 9月 14日にチュニスの米大使館とアメリカン・スクールが暴徒

に襲われた事件はサラフィー主義者の仕業との見方が支配的だ。例えばチュニジアのモン

セフ・マルズーキ大統領は、大使館襲撃事件の犯人はサラフィー主義者であり、彼らは極

めて少数派で実際的な脅威ではないが、連立与党の中核政党アンナハダにとって最悪の敵

であると断じている13。 

K. デラクーラはイスラーム主義者を①暴力に訴える過激派、②サラフィー主義勢力（イ

スラーム的原理の重視）、③穏健イスラーム主義勢力に 3分類しているが14、上記のように

サラフィー主義者もまた文脈によって使われ方が違うことは留意する必要がある。 

このようにイスラーム主義にはさまざまな潮流がある上、イスラーム主義に反対する勢

力もいる。この点で G・ゴーズは、「アラブの春」により政治体制の移行期に入ったアラブ

諸国が冷戦終結後の東欧諸国と大きく異なる点は、イスラームと政治や社会との関係をい

かに規定するかをめぐり、イデオロギー上のコンセンサスが存在しない点にあると指摘し

ている15。アラブ諸国の多くの国民は「イスラームが解決」というスローガンに代表され

るイスラーム主義を支持しているが、その一方で少数派ながらイスラーム主義の流れに強

く抵抗している勢力も存在しており、二つの立場の対立が深まっているというのだ。確か

にエジプトでもチュニジアでも憲法制定過程において、両派の対立が深刻化している。 
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A・ステパンはチュニジアにおいて、「双子の宗教的寛容性（twin tolerations）」が機能し

ている故に、民主化への移行を成功裏に進めていると論評している16。彼が言う二つの寛

容とは、宗教の政治に対する寛容（宗教に基づいた主張で国家の権威を否定しない）、およ

び政治の宗教に対する寛容（国民の宗教的な権利を国家が制限しない）の双方向の寛容で

ある。しかし、チュニジアにおいてもサラフィー主義者による暴力事件が相次ぐ中、世俗

的な勢力からアンナハダを中核とする連立暫定政権は彼らの暴力をきちんと取り締まって

いないとの批判が強まるなど、イスラームをめぐる国民の間の亀裂は簡単には埋めること

ができないようだ。 

イスラームと政治や社会との関係をめぐっては「トルコ・モデル」が一時、盛んに言及

された。この場合のトルコ・モデルとは、イスラーム政党と軍が対立していた時期を経て、

すでに 10年以上にわたり公正発展党が政権を握っているトルコでは、イスラームと政治と

の調和が実現しているとの評価に立つものだ。しかし、公正発展党自身は自らをイスラー

ム政党とは規定しておらず、実際に非イスラーム主義者を傘下に擁している。かつトルコ

の国是である世俗主義17を受け入れた上で行動している。その点でアラブ諸国におけるイ

スラーム主義政治勢力とは前提が異なっており、「トルコ・モデル」の有効性にも疑問が提

示され始めている。 

「アラブの春」が高揚する中、トルコとともにインドネシアのケースも注目された。人

口面で世界最大のムスリム国である同国では 1998年の政変以降、民主化が定着している。

イスラーム系政党は存続しているが、いずれも民主主義制度の枠内で行動しており、移行

期における一つのモデルを提示していると考えられたからである。ただエジプトやチュニ

ジアとの決定的な違いは、インドネシアにおけるイスラーム系政党はその勢力を拡大する

ことができず、少数派にとどまっていることである。ここにも現在の国家とイスラームと

の関係の多様性を見ることができる。 

ジハード主義者のような暴力に訴える過激派の拡大も、「アラブの春」の移行期におけ

る混乱がもたらした負の側面である。2011年にリビアのカッダーフィ体制が崩壊する過程

で大量の武器が流出し、それを手にしたイスラーム過激派がマリ北部を拠点に活動を活発

化させているとの報道は多かった。さらに 2012年 9月 11 日には、リビアのベンガジの米

領事館が襲撃され、滞在中の駐リビア米国大使ら 4人が殺害される事件が発生した。この

直後にチュニスでも米大使館などが襲われた。この前後、預言者ムハンマドを侮辱したと

される米国製の映画に対する抗議活動がアラブ諸国などで発生し、各地の米国大使館前で

抗議デモが行われていた。 

しかし、前述したチュニジアのケースと同様、リビアのケースも単に激高したデモ隊が
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大使館内に乱入したのではなく、イスラーム過激派による計画的な犯行とみられ見られて

いる。例えば米上院の国土安全保障・政府問題委員会は 2012年 12月末、ベンガジ領事館

襲撃事件に関する調査結果を出した。それによると、ウサマ・ビンラーディンの死亡を受

けてアル・カーイダの中核グループが弱体化する一方で、アル・カーイダと直接のつなが

りはなくてもジハード主義という共通のイデオロギーを持つ暴力的なイスラーム主義過激

組織が過去 2，3年の間に出現しつつあり、それが事件の背景になっていると指摘している18。 

また 2012 年 2 月の大統領交代以降も政情不安定が続くイエメンや、さまざまな武装勢

力が流入しているシリアでも、イスラーム過激派が活動を活発化させている。エジプトの

シナイ半島においても、イスラーム過激派が繰り返しテロ事件を引き起こしており、ガザ

地区の動向との関連も指摘されている。さらに 2013年 1月、アルジェリアで天然ガス・プ

ラントがテロリスト集団により襲撃され、人質となった日本人を含む多数が犠牲者となる

不幸な事件が発生した。 

 

３．中東の域内関係の変化 

（１）シリア情勢をめぐる駆け引き 

シリアのアサド体制が崩壊の危機に瀕していることで最も警戒感を強めているのはイ

ランであろう。このことを端的に示しているのは、イランの国家安全保障最高評議会書記

サイード・ジャリリの 2012年夏の発言である。彼は「シリアで起きていることはシリア国

内問題にとどまらず、抵抗の枢軸とそれに敵対する中東域内および国際的な勢力との闘い

だ」「シリアは抵抗の枢軸の不可分の要素であり、イランはこの枢軸が破られることを容認

しない」と述べ、イランとシリアが「抵抗の枢軸」を形成していることを強調した。「抵抗

の枢軸」とはイスラエル、さらに米国に対抗する枢軸との意味である。2013年 1月にはハー

メネイ最高指導者の外交顧問で元外相のアリー・ベラヤティが「アサド大統領（体制）が

崩壊すれば、イスラエルに対する抵抗ラインが破られてしまう」と同趣旨の発言をしてい

る。 

イラン自身は否定しているが、イランがシリアに対し武器を供与していることは確かな

ようだ。イランに対する国連制裁監視委員会専門家パネルは 2012年 5月、イランが過去 1

年にわたりシリアに不法に武器を送っているとの報告書をまとめ、同監視委員会は 12月に

武器を輸送したとしてイランの 2企業を制裁対象に加えた。また、イラン革命防衛隊司令

官のムハンマド・ジャアファリは同年 9月、初めて公式に革命防衛隊アル・クドゥス部隊

メンバーがシリアに駐留していることを認めた。ただ同司令官は「知識や助言」面での支

援を行っているだけで、「軍事的なプレゼンスには当たらない」と述べている。 
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こうしたイランの動向に対し、周辺諸国は警戒心を強めている。ただ、トルコやエジプ

ト、サウジアラビアなどのスンナ派諸国が一致してイランと対決しているとの見方はあま

りにも一面的に過ぎるだろう。シリア問題などを協議するため、サウジアラビアのアブ

ドゥッラー国王の呼びかけで 2012年 8月にメッカで開催されたイスラーム協力機構（OIC）

臨時首脳会議にはイランも招待され、アフマディネジャード大統領が出席した19。また同

会議でエジプトのムルシー大統領が呼びかけたシリア問題協議のための地域主要国による

コンタクト・グループ会合はエジプト、サウジアラビア、トルコとイランからなっており、

その後も協議を続けている20。ムルシー大統領は 9 月下旬のエジプト国営テレビとのイン

タビューで、イランを協議に加えた理由について「イランは地域の主要なプレーヤーであ

り、シリア問題の解決のために活発で有効な役割を果たし得る」と説明している。さらに

2013年 2月にはアフマディネジャード大統領がカイロを訪問した。OIC 首脳会議出席のた

めだったが、イラン大統領のエジプト訪問は 1979年の革命以来、初めてだった。 

だが、これらの取り組みはシリア問題の解決に向けた統一的な対策を打ち出せていない。

それは同問題に対するイランと他の諸国との立場が大きくかけ離れているからだ。8 月末

にテヘランで開催された非同盟諸国首脳会議で、ムルシー大統領がシリアのアサド政権を

「正当性なし」と非難し、反体制派支持を訴える演説をして、開催国イランを慌てさせた

ことは、両国の立場の相違を如実に示している。さらに同大統領は 9月のコンタクト・グ

ループ会合でイランのアリー・アクバル・サーレヒ外相に対し、イランのアサド政権支援

がエジプトにとってイランとの関係改善の阻害要因になっていると述べたと報じられてい

る。 

シリア問題への対応の違いは、トルコとイラン関係にも影響を及ぼしている。2012 年

12月にはアフマディネジャード大統領がトルコ訪問を突然キャンセルした。キャンセルの

明確な理由は説明されていないが、その直前にはイラン軍司令官がトルコのシリア国境地

帯におけるパトリオット・ミサイル配備計画を「脅威」と非難する発言をしており、シリ

ア問題に対する両国の立場の相違が両国関係を難しいものにしている。 

 

（２）エジプトの外交的役割の拡大とガザ孤立策の崩壊 

前節で述べたシリア問題への対応でも見たように、エジプトのムルシー大統領は外交活

動で活発な動きを見せている。特に国際的な評価を受けたのは、2012 年 11 月に発生した

イスラエルとハマースなどパレスチナ勢力との武力衝突の仲介工作だった。ムルシーは衝

突が始まった直後から、イスラエル、ハマース、米国などと連絡をとり、8 日目に停戦合

意を発効させることに成功した。エジプトが停戦合意成立に重大な役割を果たしたことは、
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停戦合意にエジプトは合意の「スポンサー」であり、各当事者から合意順守状況について

の報告を受けると明記されていることにも示されている。オバマ米大統領も停戦発効直後

のムルシー大統領との電話会談で、仲介努力に対する謝辞を述べたという。さらにエジプ

トはその後も、ガザの封鎖緩和など停戦合意の履行に関するイスラエルとパレスチナ双方

の協議の仲介役を務めている。 

ムバーラク政権時代のエジプトも、パレスチナ問題では仲介者の役割を果たした。しか

し、ガザ封鎖政策に全面的に協力するなど明らかにイスラエル寄りの姿勢をとっており、

ハマースはエジプトの「中立性」に強い疑問を抱いていた。その意味でムルシー政権下の

エジプトは、パレスチナ問題で新たな役割を果たす可能性を示したといえる。 

いずれにしてもムバーラク体制崩壊以降、ガザ封鎖政策の基盤は失われつつある。2012

年 10月にはカタールのハマド・ビン・ハリーファ・アル・サーニー首長がガザを訪問し、

復興のための 4億ドルの援助をプレッジした。国家元首によるガザ訪問は 2007年のガザ封

鎖開始以来、初めてだった。また 12月には、ハマースのハーリド・メシャアル政治局長が

ガザを初訪問した。停戦合意ではイスラエルによるパレスチナ側指導者個人を狙った標的

殺害攻撃の停止も盛り込まれており、同政治局長のガザ訪問もこの停戦合意によって可能

になったといえる。 

他方で、ムスリム同胞団が率いるエジプトがアラブ外交の表舞台に登場したことに、サ

ウジアラビアなど GCC諸国は警戒を強めているとの指摘もある21。それによれば、GCC 諸

国はエジプトが持っている戦略的な重要性、特にシリア問題やイランの核開発問題での重

要性を十分に認識している一方で、ムスリム同胞団のイデオロギーが自国に波及すること

を懸念しているという。 

 

４．非産油国における経済の低迷：期待値をどう埋めるか 

第 1 節でも触れたが、アラブの非産油国は経済や財政で極めて厳しい状態に置かれてい

る。国際通貨基金（IMF）のデータによれば22、エジプトの GDP 実質成長率（年率）は 2010

年には 5.1％だったが、2011年には 1.8％に落ち込み、2012年も 2％にとどまると予想され

ている。チュニジアも同様で、2011 年はマイナス 1.8％となっている。また、観光客の減

少などから経常収支の赤字も急速に拡大しており、2012 年予測でエジプトが 87 億ドル

（2010 年 43 億ドル）、チュニジア 36 億ドル（同 21 億ドル）、ヨルダン 44 億ドル（同 19

億ドル）、モロッコ 76億ドル（同 39億ドル）と、2年間で 1.5～2倍になっている。 

この結果、エジプトの 2012 年末の外貨準備高は 156 億ドルと、2010 年末の半分以下に

落ち込む見込みだ。エジプトは 2012年 11月、IMFから 48億ドルを借り入れることに原則
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合意している。しかし、IMFが求める財政健全化策導入などの問題があり、最終合意には

達していない。 

財政や経常収支の赤字とともに、雇用も各国政府にとってきわめて重大な課題だ。国際

労働機関（ILO）によれば23、北アフリカ諸国の全体の失業率は 2011年で 10.9％と 2010年

の 9.6％を 1ポイント以上増加した。特に失業率が高いのは若年層（15～24歳）の 27.1％、

女性の 19%で、若年女性に至っては 41%にも達している。背景にあるのはいうまでもなく

人口の増加で、北アフリカの 2011年現在の労働力人口は 7240万人と 20年前の 1.7倍にも

増えている。 

一方で、「アラブの春」により体制が転換した 4 カ国では、将来に対する国民の期待は

きわめて高い。表 2はギャラップ社が 2012年 2月から 5月にかけて北アフリカ 5カ国とヨ

ルダン、イラク、イエメン、およびパレスチナにおいて行った意識調査の結果である。こ

の表で明らかなように、体制が変わったチュニジア、リビア、エジプト、イエメンの 4カ

国では治安・安全面、経済、さらに統治の 3分野に関し、「良くなる」との回答がいずれも

70~80%超もあり、「悪くなる」を大きく上回っている。他方、体制に変化がなかった 5 カ

国・地域では、いずれの分野でも「良くなる」と「悪くなる」がほぼ拮抗しているか、国

によっては「悪くなる」と悲観的な見方が多い。結局、政治変動があった 4カ国ではいず

れも国民が楽観的で、将来に対する期待度が非常に高いことを意味している。 

 

表２ 「アラブの春」と各国国民の期待度 

（出所）Dalia Mogahed, "Opinion Breifing: Arab Nations Differ on Uprisings' Upside," U.S. 

Foreign Policy Opinion Briefings, Gallup, 2012.9.12 

治安・安全 経済 統治 
  

良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる 良くなる 悪くなる 

チュニジア 80 13 67 21 69 17 

リビア 78 12 87 3 84 3 

エジプト 74 20 76 16 81 13 

イエメン 77 11 77 8 79 6 

モロッコ 31 38 30 32 34 29 

アルジェリア 41 43 41 41 42 38 

ヨルダン 19 68 23 59 23 60 

イラク 45 26 41 26 46 20 

パレスチナ 38 47 39 45 44 41 
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その分、エクスペクテーション・ギャップは相当大きい。まだ混乱が続き、経済の立ち

直りに時間を要する移行プロセスにあって、新体制が国民の高い期待にどこまで応えられ

るかは、移行プロセスを左右する根本的な課題である。 

 

むすび 

「アラブの春」が始まった 2011 年の後半ごろには早くも、体制移行に伴う混乱やイス

ラーム主義者の台頭を目の当たりにして、「アラブの春は終わった」、さらに「アラブの冬」

「イスラームの冬」が到来したとの論評がマスコミを中心にかなり流布した。現在もその

状況に変わりはなく、多くの論評は悲観的な見方であふれている。 

本稿もその点では例外ではなく、体制移行期にあるアラブ諸国が直面している多くの障

害を指摘している。ただ本稿、さらに本報告書の基本的な視点は、これほど構造的な変化

を伴う政治変動が 1年や 2年で終息するはずもなく、成功したか否かの評価を現時点で下

すことはあまりにも拙速すぎるというものである。体制移行期を経て民主主義が定着した

か否かを評価するには少なくとも 10年ほどの時間が必要だろう。このことは本報告書第 6

章で扱っているインドネシアの例からもうかがえる。また、2000年にミロシェビッチ体制

を倒したセルビアでは現在も、欧州安全保障協力機構（OSCE）などヨーロッパの地域機

構が民主化支援を行っている。 

問題は本稿でも概観したように、移行期にある各国は実に多くの課題や障害を抱えてい

ることだ。あるべき政治や社会のあり方に関しさまざまな議論があり、特にイスラームを

どう位置づけるかについてイデオロギー的な対立がある。政軍関係や武器の流出といった

問題も克服しなければならない。加えて国民の期待は高いが、パイは限られている。この

ような多くの障害に直面する中で、中央アジアやコーカサス地域の旧ソ連のイスラーム諸

国が権威主義体制に逆戻りしてしまった事例は、決して遠い過去の歴史ではない。さらに

中東では、シリア内戦の周辺諸国への拡大、イランの核開発問題への対応、シナイ半島の

治安の悪化とガザ情勢など軍事・安全保障上の問題が 3年目を迎えた「アラブの春」の今

後に暗い影を投げかけている。 

このような状況を踏まえれば、「アラブの春」の将来が決して楽観できるものでないこ

とはいうまでもない。だからこそ移行プロセスという長期的な視点に立った上で、個々の

国および地域全体の動向を注視する必要がある。さらに中東の安定は日本を含めた国際政

治や経済に重大な影響を及ぼす。日本も拙速な評価を戒めるとともに、移行期にあるアラ

ブ諸国で民主主義をどのように定着させるかに関し、長期的なビジョンを持って取り組ん

でいく必要がある。 
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第１章 エジプト社会の二極化にみる移行プロセスの考察 

－憲法宣言を中心に－ 

 

鈴木 恵美 

 

はじめに  

2011年に始まるアラブ地域における政変で、長期政権が崩壊したチュニジア、エジプト、

リビアでは、明確なモデルのないまま新体制への移行が始まった1。これらの国の移行パ

ターンはそれぞれ異なるが、エジプトでは軍最高評議会（以下 SCAF）が「全権」を掌握

して上からの民主化が進められた。1 年半にわたった SCAF の指導する民主化では、議会

選挙や大統領選挙が公正に実施されるなど、プロセスそのものは進行した。しかしその過

程では、ムスリム同胞団（以下同胞団）やサラフィー主義者などイスラームを基盤とした

勢力と、青年勢力、左派、リベラル（これらを総称してリベラル勢力といわれる）との間

に大きな亀裂が生じた。都市部を中心に両者の間では大規模な衝突が頻発し、民政移管の

後は、社会は二極化する方向に向かった。 

この混乱の背景には、ムバーラク政権の崩壊の形、つまり大衆による大規模な抗議運動

が体制を瀬戸際に追い詰めたが、ムバーラクの治世に終止符を打ったのは SCAFであった

ことが影響していると思われる。国民民主党による事実上の一党支配は崩壊したが、移行

プロセスはやがて SCAFと同胞団の権力抗争の場と化し、自らが血を流して政権を倒した

という意識を持っているリベラル勢力が公式の制度から排除されたことが、社会を二極化

させた要因の一つになっているのである2。そして、SCAFが表面的には政治から撤退した

現在、権力の掌握を進める同胞団と、革命の正当な継承者を自負する革命勢力の対立が、

政治を混乱させ、経済の回復も遅らせている。 

本稿では、ムバーラクの辞任から新憲法制定までの約 2年の間に社会が二極化する方向

に向かった背景を、移行プロセスにおける憲法宣言に着目して考察する。なお、本稿では、

ムルシー大統領は同胞団の支援と意向を受けて行動しているとみなして考察する。大統領

就任後のムルシーは、少なくとも表向きには政治アクター間のバランスを取りながら政権

運営に努める姿勢を見せているが、個人としてはイスラーム的価値観を重視し、反イスラ

エル的傾向が強いなど、両者は同じ理念を共有しているように思われる。また、新憲法の

制定過程からも、ムルシーは同胞団の強い影響を受けているように思われ、同胞団の政策

と矛盾する点は見られないからである。 

本稿の構成は以下の通りである。第一節では、エジプトの歴史的文脈の中に憲法宣言を
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位置づけ、それが1月25日革命以降、権力闘争に利用されるようになった経緯を考察する。

第二節では、SCAF と同胞団がお互いに対して用いた二つの憲法宣言を検証する。そして

第三節では、憲法制定過程に見るムルシーの司法掌握の試みについて考察する。 

 

１．憲法宣言を巡る考察 

エジプトの民主化は、ムバーラク大統領が法的な手続きを経ずに SCAFに「国務の運営」

を託すという超憲法的な形で始まった。そして、移行プロセスにおいては、新たに制定し

た法律や決定に対して各方面から相次いで訴訟が起こされるなど、法の解釈を巡って社会

や政治が大きく混乱した。その中で最も注目を浴びたのが、SCAFが発表した「憲法宣言」

である。 

 

（１）憲法宣言の歴史的背景と法的根拠 

憲法宣言は、1952年のクーデター（7月革命）でファールーク国王を追放した革命評議

会によって発表されたのが最初である3。SCAFによって発表された憲法宣言と比較すると

多くの共通点がある。第一は、最初の憲法宣言は、クーデター時に憲法を停止するために

公布されたという点である。1952年の 7月革命は、ナセルを中心とする青年将校が王制を

廃止した紛れもないクーデターであったし、1月 25日革命についても、大衆による大規模

な抗議デモの末に SCAF が全権を掌握したという、クーデター的な側面がある4。第二は、

憲法宣言を公布できる期間を、憲法が停止されている間（すなわち新憲法が制定されるま

で）に限定していることである。このような歴史的な背景を見ても、第一共和制の支配エ

リートの根幹であった軍事エリートである SCAFが、ナセル期と同様に憲法宣言により新

たな国家体制を構築しようとしたのは自然なことであったかもしれない。 

憲法宣言の法的な根拠については、そもそも宣言はクーデターによって実権を掌握した

主体が憲法を停止するために宣言したものであるため、法的な裏付けはない。SCAFによっ

て出された最初の憲法宣言の事例を見てみよう。最初の憲法宣言は、ムバーラクが辞任し

て二日後、2011年 2月 13 日に出された。内容を見ると、第 1 条において 1971年にサダト

が制定したいわゆる恒久憲法の停止が宣言され、第 5 条において移行期間の間は SCAFが

法令を出すことができると定めている。この時 SCAFによって停止された憲法では、SCAF

についての規定や、軍部が大統領権限を掌握することができることを定めていない。つま

り、SCAF は憲法や法律に沿った規定なしに憲法宣言という名の超憲法的宣言によって憲

法を停止し、同時に自身に法令を出す権限を与えたのである。以上のことからも明らかな

通り、SCAFが発表した憲法宣言には法的な根拠はないといえる。 
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では、国民はこの憲法宣言をどの程度受容しているのだろうか。エジプト人の共通認識

として、憲法宣言は憲法が不在の時のみ、当時の最高指導者が他の機関との協議を経ずに

出すことができると理解されている。実は、憲法宣言のような超憲法的な宣言であっても、

国家としての危機など特定の状況においては、国民はある程度受け入れる傾向があること

を指摘できる。また、これにはイスラームに起因する理由も考えられる。預言者の言行を

集めたスンナでは、政治が混乱に陥ることを諌めているが、これは SCAFが憲法宣言を発

表する理由とも合致している。イスラームを重んじる社会であれば、特に国家の混乱期に

は国民から信頼を得た者による宣言であれば、超憲法的であっても受け入れる土壌がある

ことは否定できない。しかし、たとえ暫定的であっても、法律の専門家などは憲法宣言に

批判的であった。とはいえ、この宣言を発表したのがムバーラクに引導を渡して政変を終

わらせた SCAF であったため、その法的根拠の不在を公の場で指摘するものは多くはな

かった。 

なお、SCAF は民政移管するまでの約 1 年半の間に憲法宣言を合計 5 回出しているが、

大統領の代行として行う通常の業務は、SCAF 議長令（Qarār Ra’īs al-Majlis al-A‘lā 

lil-Quwwāt al-Musalla∆a）の枠内で行っていた。移行プロセスの中で制定した法律を改正す

る必要が生じた場合や、以下に述べる特殊な場合に限定して、憲法宣言を発表したようで

ある。 

 

（２）移行プロセスと憲法宣言の関係 

憲法宣言は、混乱を最小限に留め確実に移行プロセスを進めるためというのが表向きの

理由であるが、実際は必ずしもこの通りではなかった。憲法不在時に最高権力者が一方的

に発表するものであるため、恣意的に利用されやすいことは明らかである。表 1は、ムバー

ラク辞任後の体制移行期に出された憲法宣言の一覧である。「＊」で示したものは、宣言が

明らかに権力闘争のために利用されたものである。特に 2012年に発表された憲法宣言は、

すべてが為政者による抵抗勢力の抑圧のために利用されていた。 
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表 1 ムバーラク辞任後の体制移行期に出された憲法宣言 

【2011年】 

  発令日 発令者 宣言の概要 

 憲法宣言 2月 13日 SCAF 移行プロセスの概要（憲法停止、議会選

挙、大統領選挙など） 

＊ 憲法宣言 3月 30日 SCAF 63 条から成る暫定的な憲法 

 憲法宣言 9 月 25日 SCAF 選挙法の改正 

 憲法宣言 11月 19日 SCAF 大使館員による在外投票の監視 

【2012年】 

＊ 追加条項 6月 17日 SCAF SCAF による立法権と憲法起草委員会の

人事権の掌握など 

＊ 憲法宣言 8月 12日 ムルシー大統領 6月 17日に SCAFが発令した追加条項の

無効化 

＊ 憲法宣言 11月 22日 ムルシー大統領 大統領令と憲法宣言の司法に対する優

位の確保 

＊は為政者が特定の組織や勢力に対する権力闘争に勝利するための手段として発表したと
思われる憲法宣言。 

出所：筆者作成。 

 

当初は新しい政治体制を構築するためのものであった憲法宣言が権力闘争に用いられ

るようになったのは、新憲法の草案を巡る SCAFと同胞団の思惑と、民主体制への移行プ

ロセスが内包する問題が背景にあると思われる。当初 SCAFはどのようなプロセスを思い

描いていたのか、SCAF の発表した声明を整理してみよう。ムバーラク時代を通して政治

に介入することのなかったSCAFは、ムバーラク辞任目前の 2月 10日になると独自にSCAF

声明を発表し、政治へ介入する姿勢を明確にした。ムバーラクが辞任する直前の 2 月 11

日に出された声明第二号では、第 1 項において、“改正憲法のもとで自由で公正な大統領選

挙を実施する”と述べられている。この時点では、SCAFは新たに憲法を制定せず、改正憲

法で民主化を進めようとしていたといえる。そして翌日の 13 日には最初の憲法宣言が発表

されたが、この中でも新憲法の制定については何も触れられていない。移行プロセスに関

係する条項は、第 2条の SCAFは今後 6カ月以内に人民議会選挙、諮問評議会選挙、大統

領選挙を実施するまで国事を司ると、第 6条の憲法改正を審議する委員会を立ち上げ、憲

法の改正について国民投票にかける、のみであった。 

声明第一号と最初の憲法宣言では、取り組むべき作業の手順は言及されていないが、こ

れら二つの宣言を見ても、当初は新しい憲法を制定することは予定していなかったと思わ

れる。というのも、SCAF は移行期間を 6 カ月と設定しており、この間に憲法改正、両議

会選挙、大統領選挙に加えて、草案の起草に時間を要する新憲法の制定を行う時間は全く

ない5。また政権を引き継いで以来 SCAFは要求を出し続ける各勢力をなだめるのに苦慮し

ており、当時の SCAF メンバーの発言と態度には、早期に民政移管しようという姿勢が明
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確に表れていた。さらに、自らを誇り高き集団と認識している SCAFにとって、移行プロ

セスの不手際から国民に批判され貶められることは耐えがたいからである。長期に軍政を

敷く意図のない SCAFにとって、大統領に関する権限のみを改正する部分改正であれば、

文民統制の否定など前憲法で保障されていた利権を確実に温存することができ、望ましい

と考えるのは当然といえよう。 

しかし、このような SCAFの思惑がある一方で、移行プロセスの手順を巡っては当初か

ら二つの勢力が異なる主張を展開していた。一つはムスリム同胞団やサラフィー主義者ら

の主張で、選挙で確実に第一党あるいは第二党を確保できる宗教を基盤とする勢力は、最

初に議会選挙を実施したうえで、その議員を中心に構成される憲法起草委員会を組織する

ことで自らに有利な体制を築こうとしていた6。一方、1 月 25 日革命で中心的な役割を果

たした青年勢力、リベラルや左派などの勢力は、まずは民主主義国家のあるべき姿として、

新しく憲法を制定したうえで、議会選挙や大統領選挙を実施すべきと主張した。青年勢力

は、部分改正ではなく、革命の精神を全面に反映させた新憲法を制定すべきだと強く主張

した。同胞団の台頭を警戒する者は、民主化プロセスの性急な進展はすでに全国に組織基

盤を持っている同胞団とサラフィー主義勢力にのみ有利であり、青年勢力が政党を結成す

るまで時間を稼ぐべきと主張した。このような意見を持つ者たちは、ムバーラクの辞任直

後に「憲法が最初」運動を結成し、憲法改正国民投票に反対票を投じるキャンペーンを実

施した。 

 

表 2 各勢力の主張する移行プロセスの順序 

ムスリム同胞団・サラフィー主義勢力 青年勢力・リベラル・左派 

人民議会選挙、諮問評議会選挙 

↓ 

国会議員を中心に構成される憲法起草委員会

の結成 

↓ 

新憲法の制定 

↓ 

大統領選挙 

各方面の代表者で構成される憲法起草委員会の結成 

↓ 

新憲法の制定 

↓ 

人民議会・諮問評議会選挙 

↓ 

大統領選挙 

出典：筆者作成 
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民主体制に向けたプロセスは異なるものの、この二つの勢力はともに一時的な部分改正

ではなく新憲法の制定を主張していた。このような流れになったのは、改正条項の検討が

具体化する過程においてであった。2月 13日に憲法を停止した SCAFは、マフムード・マ

レイ司法長官、ファールーク・スルターン最高憲法裁判所長官、中央銀行総裁などと協議

したうえで、ムバーラクの辞任からわずか4日後の15日には、自ら発表した憲法宣言に従っ

て「エジプト憲法検証委員会」を設置した。この委員会の人選はエジプト国民を驚かせた。

この委員会は、著名な学者でイスラーム主義勢力に理解のあるターリク・ビシュリー判事

を委員長に、憲法学者、裁判所判事、法律家計 8 名で構成されていたのだが、この中に同

胞団の主要なメンバーで、2005年に同胞団員でありながら無所属で国会議員に当選した法

律家、スブヒー・サーリフが含まれていたのである。サーリフは、与党と同胞団で熾烈な

選挙戦が展開されることで知られるアレキサンドリア県ラムル地区選出で、政治的に躍進

するムスリム同胞団の象徴的存在でもあった。これらのことから、SCAF が非常に同胞団

に配慮して憲法改正を行おうとしていたことがわかる。ところが、国民の期待を背負った

ビシュリーは、憲法改正は暫定的なもので、議会選挙の後に憲法の起草委員会が組織され

るだろうと発言した。また、青年勢力などを中心とする新憲法制定派が連日タハリール広

場に陣取り、憲法改正反対運動を展開するなど、世論は部分改正ではなく新憲法の制定へ

と向かっていった。このように両勢力や世論の圧力に屈する形で、SCAF は新憲法の制定

へ修正を余儀なくされていった。 

 

（３）2011年 3 月 30日憲法宣言 

ここで重要になるのが、新憲法をいつ制定するのかという問題であった。先述の通り、

2月 13日の憲法宣言では SCAFは 6カ月以内あるいは議会選挙と大統領選挙の後に民政移

管すると述べていた。また、軍政の長期化を懸念する国民の声に対しては、国防大臣補佐

で憲法・法律問題担当のマムドゥーフ・シャーヒーン少将をはじめとする SCAFのメンバー

が、できる限り早期の民政移管を繰り返し強調してきた。つまり、宣言を修正しない限り、

時間を要する新憲法の起草に SCAFが関与するのは難しいことは明らかであった。 

SCAF にとって回避したい事態は、民政移管後に自由公正党の国会議員が主体となった

起草委員会によって、軍の利権が保障されない新憲法が起草されることである。このよう

な問題を抱えながら、3月 19日には予定通り大統領の権限を大幅に縮小した憲法改正の是

非を問う国民投票が実施され、約 77％の賛成票を得て改正憲法が成立することとなった。 

ところが、国民投票から 10 日ほど経った 3 月 30 日、SCAFは改正された憲法条項を含

む 63条からなる 2回目の憲法宣言を発表し、それを暫定的な憲法とするという驚くべき行
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動に出た。SCAF のこの行為はさまざまな議論を呼んだが、第一共和制以来の軍に有利な

体制の維持を望む SCAFにとって、他の選択肢は残されていなかったと思われる。タンター

ウィー議長が改正憲法に署名して憲法が発効すると、SCAF は憲法宣言を出すことができ

なくなり、憲法より下位に置かれる SCAFの発表する法令（省令に該当する）では、民主

的な手続きを経て権力を掌握するであろう同胞団に対峙することは困難だからである。 

この憲法宣言以降、SCAF は同胞団との権力闘争に露骨に憲法宣言を利用するように

なっていった。新憲法の制定を議会選挙の後としたことで、その後の国家運営に好ましく

ない影響を及ぼす事態を引き起こしたといえよう。イサーム・シャラフ内閣で副首相を務

めたワフド党出身のアリー・スィルミーは副首相を辞任して 1 年後に出版した著書『ア

リー・スィルミー：民主的移行と憲法原則文書の曖昧さ』の中で、エジプト国民が二派に

分かれて争うようになったのは、最初に新憲法を制定せずに議会選挙と大統領選挙を優先

したこと、つまり SCAFが進めた民主化プロセスの手順に問題があったと述べている。そ

して、SCAFが憲法を停止した 2011年 2 月 13日を、「歴史的過ち」の日であると断じた7。 

新憲法の起草を最後にしたことで、移行プロセスが SCAFと同胞団の権力争いの場と化

し、1 月 25日革命の立役者を自認するリベラルな青年勢力が街頭の政治に留まり続けるな

ど、国民が二分される結果を招いた。この勢力は、憲法改正を巡る国民投票を機に民主化

の行程表を書いた SCAFと激しく対立するようになり、民政移管後は同胞団と対立を深め

た。 

 

２．権力闘争の道具としての憲法宣言 

SCAF と同胞団は、自身に有利な体制づくりを巡って争っていたが、自由公正党が人民

議会と諮問評議会で第一党となり、大統領選挙への立候補者の擁立を表明してからは、両

者の水面下の権力争いは一層激しさを増した。そして、ムルシーが大統領に当選する直前

の 6 月 14 日から、SCAFに奪われた大統領としての権限を回復した 8 月 12 日の約 2 カ月

で頂点に達した。 

 

（１）2012年 6 月 17日憲法宣言追加条項 

大統領選挙の決選投票が、ムルシーとムバーラクに任命された最後の首相で空軍出身の

アフマド・シャフィークの間で争われることが決定し、ムルシーの当選が目前となると、

SCAFは憲法の起草で同胞団に主導権を握られないための最終手段に出た。 

決選投票直前の 6 月 14 日、突如最高憲法裁判所は選挙法の中で総議席の三分の一の選

出を定めた小選挙区制が違憲であるとの判決を下した。そして SCAFはこの判決を受け、
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この選挙法によって選出された人民議会に解散命令を下した。この選挙法は 2011年 9 月に

同胞団を中心とする政党の連合体と SCAF副議長サーミー・アナーンが交渉を重ねた末に

合意して制定されたもので、総議席数の三分の二を比例代表制、残りの三分の一を小選挙

区制で選出すると定めたが、交渉の最終段階で、SCAF が同胞団の主張に譲歩する形で政

党所属者でも小選挙区から立候補できるよう決定された。しかし、当初から政党所属者が

政党に所属した身分で小選挙区に立候補できることは、立候補できるのが小選挙区に限ら

れる無所属にとって不当に不利になるという批判があり、訴訟が起こされていた。有力政

党に所属するものが有利な選挙法であることは明らかであるため、判決そのものが不当で

SCAF の圧力があったとは言えないものの、判決が下された時期については SCAF の意向

が強く働いたと思われる。 

SCAF が議会を解散させた理由として考えられるのは以下の二点である。一つは、立法

府が存在していると、SCAF が憲法宣言あるいはその追加条項を発表することが難しくな

るからである。ムバーラクの辞任によって軍は行政権と立法権を掌握したが、議会選挙後

は立法権を人民議会へ、そして大統領選挙後には完全に行政権を大統領に移譲することを

表明していた。SCAF は同胞団出身の大統領の誕生という事態を前に、憲法宣言を出す条

件を整えようとしたといえよう。二つ目はムルシーが党首を務めていた自由公正党が 4割

以上を占める人民議会を解散させて、立法という手段を用いた同胞団の権力固めを阻止し

ようとしたというものである。 

憲法宣言を発表するための障害を取り除いた SCAFは、決選投票の最終日である 6 月 17

日の深夜に憲法宣言への追加条項を発表した。これは、2011年 3 月 30 日に SCAF により

発表された 63 条から成る憲法宣言を一部改正し、新たな規定を付加したものである8。新

たに加えられた内容をまとめると、1）新大統領は最高憲法裁判所の総会で宣誓する、2）

SCAF が立法権を握り、憲法起草委員会が新憲法案を起草するまでは新たな議会選挙を実

施しない、3）憲法起草委員会が機能不全に陥った場合、SCAFが１週間以内に新たな委員

会のメンバーを任命する権利を持つ、4）大統領は SCAFの承認なくして戦争を宣言するこ

とができない、などである。つまり、SCAF は形式的には民政移管を行いながら、憲法の

起草においては自らの利権を確保するための主導権を握るという意思が強く表れた内容で

あった。 

 

（２）2012年 8 月 12日憲法宣言 

ムルシーは、SCAF に権限を奪われた状態で大統領に就任したが、奪われた権限を取り

戻す機会はまもなくやってきた。8 月 5 日、ムルシーはイスラエルとエジプトの国境付近
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で、イスラーム武装主義者の掃討作戦中にエジプト軍兵士 16 名が死亡すると、その責任を

取らせる形で、8 月 8 日にはムバーラクに任命されたムラード・ムワーフィー諜報庁長官

を解任して引退させ、同庁でイスラエル・パレスチナ交渉を担当してきたムハンマド・シャ

ハータ少将を新長官に任命した9。そして 8月 12日、今度はムルシーが憲法宣言を発表し、

ムルシーが大統領に当選する直前に発表された追加条項を無効とした。ムルシーが追加条

項を無効とすることができると主張した根拠は、追加条項は法的には軍の省令に当たり、

大統領令により無効とすることが可能というものであった。これにより、タンターウィー

議長とサーミー・アナーン副議長を解任することが可能となり、タンターウィーの後任に

は、SCAF のメンバーであるが軍によるデモ隊への人権侵害に批判的であるといわれてい

たアブドゥルファッターフ・アル・スィースィー准将、アナーンの後任にはスィドキー・

スブヒー少将が任命された。また、タンターウィーとアナーンの解任が名誉ある退任であ

ることを示すため、両名を大統領顧問とし、タンターウィーにはエジプトの最高位の勲章

であるナイル勲章が与えられることとなった10。軍の情報筋は、この解任がムルシー大統領

と SCAFが事前に話し合いを持った結果であるとしたが、ムルシーが軍内部の権力闘争を

利用したなどの指摘も多く聞かれた。事実は明らかにされていないが、いずれにしても、

SCAF に立法権を認めた憲法宣言の追加条項を無効としてタンターウィーとアナーンを排

除したことは、ムルシーや同胞団が SCAFとの権力争いに勝利したことを意味するもので

はない。この宣言が出される前後に SCAFとムルシーの間で、憲法草案を含む新体制にお

ける軍の位置づけについて、何らかの合意が成立していたと思われる。それは、8 月 12日

以降の憲法草案の起草過程と、新憲法の内容からも明らかである。新憲法に関する議論の

争点は、憲法におけるイスラームの位置づけであり、文民統制の問題はほとんど議論には

ならなかった。草案は 9月以降段階的に公表されたが、当初軍に関して議論された内容は、

軍に危害を及ぼした場合を除いて民間人を軍事法廷で裁くことが禁止されるという条項の

みであった。そして軍そのものに関する条項は、起草委員会が裁決を実施する直前に盛り

込まれたのだった。このような、軍に特別に配慮した状況は、事前に SCAFと同胞団との

間に合意がなければ成立し得ない11。軍に関する規定は憲法の第 193 条から 198 条に記載

され、中には旧憲法にはない規定も盛り込まれたが、全体として軍の権益が確保された内

容であった12。たとえば、第 197 条では大統領が委員長を務め、首相や両院議長も参加す

る国民軍事委員会が創設され、安全保障や軍事予算に関して軍幹部と話し合いを持つこと

となったが、軍事予算が議会で審議されることは定めていない。解釈によっては、話し合

いが持たれる以外には何も規定していないともいえる。むしろ、旧憲法と同様に、元帥が

国防大臣（軍事産業大臣兼務）を兼ね、国防予算も議会では審議されないなど文民統制の
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否定が宣言されており、軍が望む形の憲法となったといえるだろう。 

また、8月 12 日の憲法宣言の際に SCAFと同胞団の間でどのような合意があったかを示

唆するものに、憲法草案が起草委員会で可決された後に全土で発生した暴力的な抗議運動

に際してのスィースィー国防相の行動がある。激しい抗議運動が長期化すると、スィー

スィーは軍のフェイスブック上で、具体的な日時と場所を指定したうえで大統領や野党指

導者、判事らが一堂に会して対話をすることを呼び掛けた。この呼びかけはムルシーが応

じなかったことで実現しなかったが、軍が大統領と国民の間を仲裁する姿勢を見せるなど、

政治への介入とも取れる行動であった。以上のことから、8 月 12日の憲法宣言による軍の

政治からの退場は、軍がムルシー（あるいは同胞団）に対して優位な状態を維持したまま

行われたことを示していると思われる。 

 

３．憲法制定過程にみるムルシーと司法の関係 

エジプトの司法は、行政府や立法府に対して比較的自律を保っているといわれてきた。

国民もまた、時折権威主義政権に都合の悪い判決を出す司法に対して、篤い信頼を寄せて

きた13。2000 年代になり民主化運動が活発化すると、判事クラブを中心に議会選挙の不正

を告発するなど、司法は民主化運動の一翼を担うようになった。ムバーラクの辞任以降は、

SCAF は民主化プロセスにおいて司法を尊重するという趣旨の発言を繰り返した。エジプ

トの司法の最上部に位置づけられる最高憲法裁判所、全国の行政裁判所、それを統括する

国家評議会など、司法の果たす役割が大きくなり、司法の政治機関化が顕著となった。SCAF

から大統領としての権限を取り戻した後のムルシーにとって、たびたび同胞団に都合の悪

い判決を下す司法の掌握が直近の課題であった。 

 

（１）ムルシーによる司法への挑戦 

ムルシーが大統領に就任した 2012年 6 月 30日から新憲法が制定された同年 12 月 26 日

までの約半年間に、ムルシーあるいは同胞団が司法に挑戦する姿勢を見せたのは、少なく

とも 3回確認することができる。 

第一は、ムルシーの大統領就任時である。通常、新たに大統領が選出された場合や新た

な任期を迎える場合は、立法議会において就任の宣誓を行うが、前述の通り人民議会は 6

月 14日の最高憲法裁判所による選挙法違憲判決により解散させられていた。ムルシーの当

選が確定する直前の 6月 17日に SCAFが発表した憲法宣言の追加条項では、議会が解散状

態にある場合、大統領は最高憲法裁判所の総会において宣誓すると規定していた（2011年

3月 30日憲法宣言第 30条の部分改正）。しかし、当初ムルシーの出身母体である同胞団は、
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SCAF の影響下にあると思われる最高憲法裁判所で宣誓を行うことは、後の行動に支障が

出ることを警戒してか消極的な姿勢を見せた。しかし、司法との関係の悪化を懸念したた

めか、まもなく同胞団は最高憲法裁判所における宣誓を受け入れた。 

第二は、ムルシーの大統領就任後まもなくの 7 月 8日である。ムルシーは大統領令第 11

号を発令して人民議会の再開を宣言し、SCAF が命じた議会解散命令を無効とした。最高

憲法裁判所の判決ではなく、それを根拠とした SCAFの議会解散命令を無効としたことは、

最高憲法裁判所との真正面からの対決を避ける意図があったと思われた。しかし、この大

統領令は実質的には司法の判断に異議を唱えたものであり、法曹界を上げての批判が巻き

起こる結果となった。そして 7月 10日には、今度は最高憲法裁判所がムルシーの大統領令

は無効であるという判断を下した。最高憲法裁判所だけでなく法曹界全体の激しい抵抗に

ムルシー大統領は発言を撤回し、裁判所の判断に従うことを表明した。三番目は 2012 年

11 月 22 日に、今度はムルシー大統領が突如発表した憲法宣言である。これについては以

下で述べる。 

 

（２）11月 22日憲法宣言 

SCAF が民政移管して以降、憲法宣言を出すことができるのは大統領に限定された。ム

ルシーが 11 月 22 日に発表した憲法宣言は、憲法草案を同胞団の強い影響下にある起草委

員会の採決で可決し、国民投票にまで持ち込むことを目的に出されたものであった。この

憲法宣言の中で国民から激しい批判にさらされた条文は二つある。一つ目は第 2条で、2012

年 6 月 30日の大統領就任から新憲法が発効し、新たに人民議会が招集されるまでの期間の

すべての憲法宣言、大統領令や決定は最終的なもので、如何なる手段を用いても覆すこと

はできない、というものである。二つ目は第 5 条で、如何なる裁判所も諮問評議会あるい

は憲法起草委員会を解散することはできない、である。 

憲法宣言の発表は唐突であった印象を周囲に与えたが、実はこれまでの起草委員会の経

緯を見れば、十分に予測が可能であった。ムルシー政権下で憲法を起草していたのは、6

月 7 日に再結成された委員会であり、最初の起草委員会は 3 月 26日に結成され、その後ま

もなく裁判所命令により解散させられていた。最初の起草委員会が解散となった経緯は以

下の通りである。起草委員会のメンバーは、2011年 3月 30 日の憲法宣言第 60条に従って

100名、うち半数の 50名は国会議員であった。しかし、2012年に実施された議会選挙では、

自由公正党とサラフィー主義政党であるヌール党が議席の約 7割を占めたため、必然的に

起草委員会のメンバーとなった議員の大半（50 名中 38名）が両政党に所属する議員となっ

た。すると、リベラルな志向の委員は同胞団が強い影響力を持つ委員会に抗議して、辞任
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あるいは出席を拒否するなどし、四分の一近いメンバーが不在となっていた。このような

事態に対し、4 月 10日にはカイロ行政裁判所によって委員会の無効判決が下され、最初の

起草委員会は解散させられた。 

その後は喧々諤々の議論の末、ようやく 6月 7 日に起草委員会が再結成されたが、現実

的な範囲での国家体制のイスラーム化を主張するムスリム同胞団系委員と、更なるイス

ラーム化を主張するサラフィー主義系の委員が協調しながら委員会を主導したため、再び

リベラル志向の委員の離脱が相次いでいた。起草委員会は 6 カ月以内に草案をまとめるこ

とが規定されており、その期限が 12月上旬に迫っていたが、それを前に行政裁判所により

再び解散命令が出される可能性が高い状態となっていた。仮に、起草委員会に対し再び解

散命令が出されれば、再度委員を選定し、さらにもう 6カ月間、草案作成に取り組まなく

てはならない。国内の混乱は必至であり、経済もさらに低迷することが予測された。その

ため、ムルシー大統領は委員会の設置期限が終了する直前に、同胞団の影響が強く反映さ

れた新憲法を制定し、民主化プロセスを推し進めようとしたのだった。 

この宣言に対し、激しい批判と抗議運動が発生した。ムルシーが発表した憲法宣言では、

起草委員会の設置機関を延長して 8 カ月、すなわち 2013年 1 月末とするとしていたが、11

月 29日に審議を打ち切る形で、連続 19時間にわたる最終会合の末、草案の裁決を強行し

た。 

その後、カイロやアレキサンドリアなど都市部を中心に、この憲法宣言に対する激しい

デモや武力衝突が発生した。そして、これまで議会選挙や国民投票など投票に立ち会って

きた判事らが立ち会いをボイコットすることを宣言する事態となった。ムルシーの憲法宣

言には、国民からの批判を予期してか、第 1条においてムバーラク退陣デモの最中に発生

した「駱駝戦争」を含む政変時の殺害行為やデモ参加者に対する殺傷行為などの究明と裁

判のやり直しという「飴」が盛り込まれていたが、その効果は見られなかった。国内を二

分した激しい抗議に、ムルシー大統領は 12 月 8日には憲法宣言を撤回したが、国民投票の

実施は撤回せず、12 月 15 日には新憲法の是非を問う国民投票が実施され、賛成票 63.8％、

反対票 36.2％で新憲法の成立が決定し、12月 26 日に発効した。 

 

おわりに 

ムルシー大統領や同胞団は、革命の正当な後継者を自認するリベラル勢力や、権力を温

存した SCAFと、今後もあらゆる局面で対峙することになるだろう。街頭の政治を繰り広

げるリベラル勢力に対しては、政府は 2013年 2月に入ってデモ規制法の制定に着手するな

どして本格的な取り締まりに乗り出した。軍が国家の屋台骨となる体制は、新憲法の制定
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により第二共和制にも受け継がれただけでなく、むしろムバーラク期よりも積極的に政治

に関与する姿勢を見せている。 

ムルシーや同胞団は、SCAF やそれを財政的に支えるアメリカも含めて、長期的な国家

像をどのように描いているのか。それを判断する十分な材料はないが、それをうかがわせ

るインタビューが報道された。インタビューが収録されたのは、2012年 9月にムルシーが

国連総会で演説するために大統領就任後初めて渡米する直前である。この中でムルシーは、

「（エジプトが）国家の自立と安全を維持し、大国であることを証明するため、以下のもの

を自前で調達できる国になることを目指す。それは、食糧、医薬品、武器である」と述べ

ている。ムルシーは就任以来、強いエジプトを強調しており、経済的にも政治的にも特定

の国や組織に依存しない、真の自立した国家を理想とすることを述べている。上記のムル

シーの言葉の中にある、武器を自前で調達するというのは、毎年 13億ドルもの軍事援助を

提供し SCAFを経済的に支えているアメリカと軍の関係を断つことで、アメリカにもエジ

プト軍にも依存しない、本当の意味での文民体制の樹立を意味しているのではないだろう

か。しかし、現実はそう簡単ではない。暴力的なデモによって不安定化する治安と長期化

する経済の低迷で悪化する一方の雇用状況の改善に助け船を出したのは、他ならぬエジプ

ト軍であった14。 

また、イスラーム色の濃い憲法の起草という共通の目的のもとでこれまで協調関係に

あった同胞団とサラフィー主義者は、今度は具体的な政策を巡って対立する兆しもある。

議会第一党と第二党の対立は、更なる政治の混乱を招きかねないだろう。同胞団政権は理

想と現実の乖離に対し、イスラーム法に合致した国家運営をどのように模索するのか。第

二共和制の行く先は、依然不透明である。 

 

 

－注－ 

 
1  トルコの政治体制が、アラブ諸国のモデルになるかについてはさまざまな議論がある。チュニジアの

ナハダ党の幹事長ハマーディー・アル・ジバーリーはトルコの政治体制はチュニジアのモデルになり

うると述べているが、エジプトはチュニジアのように言明はしていない。 
2  リベラル勢力が周辺化した経緯については以下の文献を参照。鈴木恵美「エジプト革命はいかに宗教

勢力に奪われたか―革命青年勢力の周辺化と宗教勢力の台頭」『中東政治変動の研究―「アラブの春」

の現状と課題』財団法人国際問題研究所、2012 年 3 月。 
3  7 月革命時の憲法宣言は、1952 年から 53 年にかけて、少なくとも 4 回出された。 
4  鈴木恵美「エジプト革命」『現代エジプトを知るための 60 章』明石書店、2012 年、pp.140-145。 
5  当初、15 日かけて改正案を完成させ、その後 2 カ月月以内に憲法を改正すると発表していた。 
6  新たに制定する選挙法について SCAF と諸政党の交渉が重ねられていた 2012 年 8 月から 9 月にかけ

て、当時自由公正党の党首を務めていたムルシーは、起草委員会のメンバーは新たに選出される人民

議会が中心となることを主張していたという。Al-Silmī, ‘Alī, ‘Alī al-Silmī al-Ta∆awwul al-Dīmqurāªī wa 

Ishkālīya wathīqa al-Mabādī’ al-Dustūrīya, al-Qāhira, Dār al-Kutub al-Mi≠rīya, 2012, p 60. 
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7  Al-Silmī, ‘Alī, op.cit., p55. 
8  元諜報庁の少将で軍最高評議会の非公式な報道官ともいわれるサミーフ・セイフルヤザールによると、

この追加条項は SCAF が最高憲法裁判所の判事 5 名と事前に合法性を確認したうえで作成されたもの

であるという。その際、最高憲法裁判所の判事らは、憲法宣言の追加条項を作成することは、裁判所

の役割ではないという理由で拒否したという。http://english.alarabiya.net/articles/2012/06/19/221580.html 
9   シャハータの宣誓は初めてテレビ中継された。また宣誓の際にコーランの上に手を置いて宣誓を行っ

たことも議論となった。 
10  敵対する人物を大統領アドバイザーなどの名誉職に「格上げ」して実権を奪うのは歴代の政権が行っ

てきた政敵を排除する常套手段であり、ムバーラク政権下の 80 年代に長く元帥兼国防大臣を務めた

アブー・ガザーラもまた、1989 年にムバーラクにより大統領顧問に任命され更迭されている。 
11  起草委員のメンバーには軍人代表として、SCAF のメンバーで憲法・法律問題担当のマムドゥーフ・

シャーヒーン少将が加わった。 
12  Mashrū‘ Dustūr Jumhūrīya Mi≠r al-‘Arabīya, 2012. 
13  ナセル期に司法の体制翼賛化が進んだが、サダトがインフィターフ（経済の一部開放）政策を導入し

た際に、国際資本を呼び込む目的で司法の自律を促進したと言われている。Moustafa, Tamir, The 

Struggle for Constitutional Power: Law, Politics, and Economic Development in Egypt, Cambridge University 

Press, 2007. 
14  2012 年 12 月 29 日付けのドゥストゥール紙は、軍がカイロ郊外のシッタ・オクトーバル市において、

民間企業 40社と軍が合同で 3000居住単位の都市建設を行うと報じた。Al-Dustūr, 2012 年 12 月 29 日。 
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第２章 シリア「内戦」とイスラーム主義 

 

森山 央朗 

 

１．本章の目的と情報源をめぐる問題 

シリアにおける、アサド政権と反対制諸派の衝突は、2012 年を通して激しさを増して

いった。また、反対制諸派は、スンナ派やドゥルーズ派という宗派、あるいは、クルド人

やトゥルクマーン人といった民族など、様々な要素を統合原理とする数多くの集団から成

り立ち、非常に錯綜した状況を呈している。本章では、混迷と激しさを増していく 2012

年のシリア「内戦」を通した反対制諸派の変化と、その中で存在感を増しているスンナ派

イスラーム主義を分析する。それを通して、シリア情勢の現状と背景を考察するとともに、

エジプトやチュニジアをはじめ、他の中東・アラブ諸国でも政治や社会における重要な変

数となっているイスラーム主義について論じることとする。 

シリア情勢を分析する上で、無視できない問題に情報源の偏りがある。今回の研究プロ

ジェクトの一環として行ったトルコにおけるインタビュー調査の中で、中東工科大学のメ

リハ・アルトゥンウシュクMeliha Altunışık教授は、現在のシリアについては、誰の話を聞

くかによって全く異なる状況が描き出されてしまうと指摘した。2011年 3月から本格的に

始まったアサド政権と反対制諸派の衝突に関して、ジャズィーラ（Al-Jazīra）やアラビー

ヤ（Al-‘Arabīya）といった国際メディアは、当初から反体制派の立場で報道を続けてきた。

一方、アサド政権のメディアは、民衆デモの広がりを否定し、全てを外国から侵入した「武

装テロ集団の犯罪」に帰してきた。こうした対照的な報道を相互に批判的に検証し、シリ

ア国内の現状を実証的に描くことは容易ではない。2011年 3月から 9月頃までの、非武装

を標榜する民衆デモとアサド政権の治安機関・軍、および、政権支持派との衝突が全土に

拡大していった時期においては、アサド政権が外国の報道関係者や国際機関の調査員の活

動を厳しく制限していた。2011 年 10 月頃からは、政権の弾圧に対してシリア国内の反体

制活動が武装闘争を中心とするようになり、政権と反対制諸派の暴力の応酬が激化して「内

戦」と評される状況が現在まで続いている。こうした状況の中で、外国の報道関係者や国

際機関の関係者、あるいは研究者といった人々が、中立的立場から自由に取材・調査する

ことは難しい。シリアに入国し、ある程度の安全を確保するためには、どうしても、政権

か反体制諸派のいずれかの集団・組織の庇護を得なければならないからである。 

とはいえ、シリア国内でアサド政権と反体制諸派の間で激しい暴力が続き、多数の死傷

者と難民を出し続けていることは事実であるし、様々なスンナ派イスラーム主義勢力が支
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持を拡大していることも看取される。本章では、報道1
とイスタンブルを拠点に活動してい

るシリアの反体制運動関係者とのインタビューを主要な情報源として2
、反体制運動の変化

とイスラーム主義勢力の伸張を追う。したがって、本章で描かれるシリア情勢と反体制運

動の現状と展望が、反体制運動に参加している人々、その中でも、イスタンブルを拠点と

する「穏健な」3
スンナ派イスラーム主義的思潮を持つ人々の言説に強く規定されたもので

あることには留意しなければならない。しかし、それでもなお、それがシリア情勢の一面

であることは間違いない。また、チュニジアやエジプトにおいて「穏健な」スンナ派イス

ラーム主義勢力が政権を担い、より「過激な」イスラーム主義勢力や世俗派との間に様々

な軋轢を生じていることが大きな問題になっている状況を考えれば、シリア危機における

イスラーム主義勢力の存在感の増大とその背景を分析することは、そもそもイスラーム主

義とは何かという問題の考察を通して、「アラブの春」と呼ばれるアラブ諸国における一連

の政治変動を見通すことにも貢献すると言えよう。 

 

２．シリアの 2012年 

シリアにおけるアサド政権と反体制運動の衝突は、2011年 3月に南部の都市、ダルアー

で本格的に始まったとされる。その 2カ月前の 2011年 1月に、チュニジアとエジプトにお

いて、権威主義的独裁政権が大規模な民衆デモによって短期間のうちに打倒された。2 代

約 40年間にわたって権威主義的統治を続けてきたアサド政権は、同様の事態がシリアに及

ぶことを警戒して、警察と治安機関に住民とのトラブルを避けるように指示していたとい

う。しかし、ダルアーの治安当局が反政権的なスローガンを落書きしていた少年を逮捕・

拷問し、これに抗議するデモを激しく弾圧した。このデモと弾圧の模様が、ネットや国際

メディアを通して広く配信されたことで、シリアの各地にダルアーとの連帯を叫ぶデモが

拡散し、国外においても、アサド政権の人権侵害や圧政に対する非難が拡大していった。 

こうして始まったアサド政権と反体制運動の衝突は、当初、国内におけるデモと弾圧と、

国外のメディアとヴァーチャル空間における宣伝戦という二つの側面で進行した。このう

ち、メディア・ヴァーチャル戦においては、国際メディアが反体制運動の側に立ってアサ

ド政権を非難し、欧米に暮らす移民シリア人若年層を中心とした様々なグループが、ネッ

ト上で反政権キャンペーンを効果的に繰り広げた結果、反体制側の圧勝となった。一方、

国内のデモと弾圧においては、「モグラ叩き」的状況が持続することとなった。すなわち、

ある地域でデモが発生すると、アサド政権側は、その地域を封鎖してライフラインを遮断

し、軍と治安部隊に加えて、シャッビーハ（shabbī∆a）と呼ばれる政権支持派の非正規武

装組織を投入して、暴力によってデモを鎮圧する。そうするうちに、また別の地域でデモ
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が発生し、アサド政権はその地域に軍・治安部隊・シャッビーハを転戦させるという状況

が、数カ月にわたって続いたのである4
。 

明確な指導者や組織が存在しない中で、それぞれの思惑・不満を持つ多様な人々が、政

権打倒を共通の目標として結びつき、「民主化」を大義名分に掲げつつ、メディアと連動し

て反体制デモを起こすという構図は、チュニジアとエジプトと同様の状況であったと言え

よう。それが、シリアにおいては一気に政権打倒へと至らなかった要因については、上述

の経緯自体の検証も含めて、今後の詳細な研究を待たなければならない。現時点で言える

ことは、シリアにおける反体制デモは、ダルアー、ダイル・アッ＝ザウル（日本のメディ

アでは「デリゾール」と標記されることが多い）、ハマーといった地方都市で点々と発生し、

面的な広がりを持てなかったことと、首都のダマスカス都心部において大規模なデモを組

織することができなかったことである。その背景についても、今後検討しなければならな

い要素が多いものの、シリア国民の間にアサド政権への支持が意外に強かったことは指摘

されなければならないであろう。 

もちろん、アサド政権は、自由な選挙などを通した国民の自発的な支持に基づいて統治

を行ってきた政権ではない。前大統領のハーフィズ・アル＝アサド≈āfi√ al-Asad（在任

1971-2000年）と、その次男で現大統領のバッシャール・アル＝アサド Bashshār al-Asad（在

任 2000 年-）が、軍と治安機関の幹部へ利権を配分することで暴力装置の忠誠を私的に確

保し、それに基づいて、国民の監視と反体制派への弾圧を行う強権的支配を行ってきた。

この利権と忠誠の私的な交換は、大統領と軍・治安機関の幹部の間にとどまるものでなく、

地縁、血縁、宗派などの様々なチャンネルを通して、あるいは、それらのチャンネルを横

断して、社会の隅々にまで行き渡っていた。例えば、末端の警察官や軍人は、公務員とし

ての給料の他に、軍や警察のコネを通して、雑貨屋のような小さな商店の経営権や不動産

などの権益を獲得し、それらの収入によって家族の生活費や子供の教育費をまかなってい

た。特に、農村部や都市下層民の出身者で、そうしたコネによってより良い生活を手にし

てきた人々は、宗派や出身地に関わりなく、アサド政権への強い支持感情を持ってきた。

あまり多くの利権配分に預かれず、それほど積極的にはアサド政権を支持しない人々の間

にも、同政権に対する消極的な支持は根強かったという。この消極的な支持とは、40年以

上続いてきた警察国家に慣らされ、また、警察国家であることで維持されてきた非常に良

好な治安の恩恵もあって、アサド政権の抑圧的な統治に様々な不満を抱いていても、アサ

ド政権がなくなった場合の治安の悪化や混乱をそれ以上に恐れ、アサド政権以外にシリア

を安定的に統治できる政権を想像できないということである5
。 

アサド政権に対する消極的な支持がシリア国民の間に広く浸透していたことを筆者に
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指摘したのは、1982年のハマー事件の際に家族とともに逮捕され、釈放後にトルコに出国

して反アサド政権の運動を続けてきた人物である。彼は、その長い反体制運動の経験に基

づいて、シリアの人々は、アサド政権打倒の呼びかけに呼応するよりも、むしろ、混乱を

恐れてそうした呼びかけを忌避する傾向が強かったと語った。そして、2011年のチュニジ

アとエジプトにおける革命の後でも、政権打倒の呼びかけへの反応は鈍く、もし、ダルアー

の治安当局が少年を逮捕・拷問することがなければ、大規模な反体制デモが発生すること

もなく、ダルアーの事件が発生した後でも、政権が治安当局の関係者を厳正に処罰してい

れば、ダルアーでのデモも早期に終息したであろうと述べた。しかし実際には、アサド政

権は、治安当局の関係者を処罰することもなく、民衆デモに対して放水や催涙弾で解散を

図ることも少なく、実弾を以て応じた。こうした穏当さを欠いた対応が、国民の激しい反

発を引き起こし、デモが全土に拡大していくことになったという。 

民衆デモがシリア全土に波及していった直接の原因として、アサド政権に対する国民の

不満や民主化要求ではなく、ダルアーでの事件に対する政権の「愚かな」対応を指摘した

のは、上述の反体制活動家ばかりではない。別の反体制活動家や筆者と意見交換を行った

イギリスの専門家も同様の指摘をした。それでは、なぜ、アサド政権は、ダルアーでの事

件に対して、「愚か」と評される対応を取ったのであろうか。この問題については、ダルアー

事件の経緯の検証と、アサド政権の支配構造の実態や秘密警察をはじめとした治安機関関

係者の心性などを検討しなければならず、やはり、今後の研究を待たなければならない。 

いずれにしても、ダルアーでのデモと弾圧に続いて、各地で反体制デモが発生し、軍・

治安機関・シャッビーハ、および、政権支持派のカウンター・デモとの間で激しい衝突が

「モグラ叩き」的に続いていった。それらの衝突の中で、非武装民衆デモを標榜していた

反体制運動は武装闘争へと重点を移し、政権側も反体制活動に対する弾圧を強めるととも

に、潜在的な反体制派と目される人々を明確な根拠を示さずに逮捕したり、暴行を加える

ことを頻繁に行うようになった。また、政権の弾圧に抗議して政権の指揮下から離反した

軍人たちが「自由シリア軍（Al-Jaysh al-Sūrī al-≈urr）」と称する武装集団を各地で結成し、

政権側の軍・治安部隊・シャッビーハと交戦を繰り返すようになっていった。暴力の応酬

によって反体制側と体制側の双方に多数の死傷者が発生し、双方の復讐心と憎悪が増幅さ

れることで、さらに暴力の応酬が激しくなり、犠牲者の数と憎悪がさらに増大するという

悪循環が現在まで続いている。 

シリア国内における暴力の応酬が激化し、治安が極度に悪化していく中で、アサド政権

の支配力は徐々に減じていると思われる。2012 年 12 月の時点で、北部のトルコとの国境

地帯はほぼ反体制諸派の支配下にあり、イスタンブルを拠点とする反体制活動家たちも、
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トルコの出国スタンプと「自由シリア軍」の入国スタンプによって、比較的容易にシリア

北部とトルコの間を往復していると説明した。また、イスタンブルでインタビューを行っ

たある反体制活動家は、2012年前半までしばしば行われたアサド政権支持の「官製デモ」

も、同年後半にはあまり行われておらず、政権の動員力が衰えているとの観測を語った。 

この活動家は、反体制運動に参加するようになった経緯を、ダマスカス新市街中心部の

病院に勤務する医師であったが、勤務中に秘密警察によって突然逮捕され、3 カ月ほど投

獄された後に釈放されて、トルコに脱出してイスタンブルで反体制運動に加わったと語っ

た。投獄中に、妻と娘も逮捕され、彼女たちの消息は未だに知れないという。彼によれば、

ダマスカスに残っている元同僚などとも連絡を保持しているとのことで、アサド政権の支

配地域に留まっている公務員や軍人なども、その多くが、家族の安全が確保でき次第、反

体制諸派の支配地域や国外に脱出する機会をうかがっている由である。この話からは、シ

リア国内でもアサド政権の崩壊が予見され、追い詰められた政権と心中を余儀なくされる

前に政権から離れたいという考えが広まっていることが看取される。もちろん、反体制活

動家によるこの話をそのまま事実と即断することはできないし、どの程度のシリア国民が

アサド政権を支持しているのかを確実に評価することもできないものの、政権の支配力が

徐々に衰えていることは想定される。装備と練度で勝る政権軍が「自由シリア軍」などの

反体制武装集団を掃討できない背景にも、優先的に利権を配分され、アサド家と強固に利

害を共有するエリート部隊を除いて、軍人の相次ぐ離反を止められないことがあると思わ

れる。また、暴力の応酬の中で疑心暗鬼にかられた秘密警察やシャッビーハが、確信的な

反体制派ではない人々に危害を加えることで、政権に対する消極的支持を政権自ら掘り崩

していると言うこともできる。 

そうした政権の失策もあって、反体制諸派は、2012年を通して、その力を拡大させ、シ

リア北部を中心に支配地域を広げている。ただし、反体制諸派の支配地域は、面的に広がっ

ているわけではなく、点在する形で広がっている。そのため、北部に支配地域を広げてい

るといっても、特定の地域一帯を一元的に支配しているわけではなく、様々な反体制派武

装集団の支配地点が、政権の支配地域と入り交じって存在している。また、反体制諸派の

支配地域は、農村部や農村地域の中小都市に点在し、アレッポ、ハマー、ヒムスといった、

人口の多い中部の大都市を掌握できていない。特に、トルコとの国境地帯からシリア中部

の平原に出る交通の要衝を扼すアレッポは、反体制諸派とアサド政権の抗争の主要な舞台

となり、街区ごとに反体制諸派の武装集団とアサド政権側の軍部隊が割拠して、激しい市

街戦が続いている。反体制諸派とアサド政権の双方が軍事力で相手を圧倒することができ

ず、シリア国内の戦闘は膠着状態に陥っているのである。 
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こうした事態の原因として、政権側については、先述のとおり、軍人の離反を押さえる

ことができないことがあげられる。反体制側については、内部の不統一が最大の問題になっ

ている。反体制諸派の中には、マルクス主義から「過激な」イスラーム主義に至る様々な

主義主張が混在し、地縁や宗派、民族などで結びついた無数の集団が含まれる。「自由シリ

ア軍」と総称される離反軍人部隊も、それぞれの活動地域で別個に戦闘を続けており、単

一の司令部の下で完全に統制されているわけではない6
。さらに、「自由シリア軍」以外に

も様々な武装集団が政権軍との戦闘を行っており、それらの武装集団相互の連絡・連携も

少ないように見受けられる。 

イスタンブルからキリスの国境を通ってアレッポに入ることを予定していた在外シリ

ア人反体制活動家は、自分たちのグループが接触を持っているシリア国内の反体制武装集

団と予め連絡を取っており、その武装集団に安全を保証してもらうことになると語った。

しかし、その武装集団の支配地域を出て、別の反体制武装集団の支配地域に入ってしまう

と安全は保証されないという。この話からは、政権との主要な戦場となっているアレッポ

においても、複数の反体制武装集団が各個に活動し、相互の連絡があまり行われていない

ことがうかがえる。反体制諸派の支配地域が、面的な広がりを持てない背景には、シリア

全土の戦闘を指揮・統括できる有効な統一司令部が存在せず、ある武装集団がたまたま確

保した地点をつなぐ形で場当たり的に支配地域を広げてきたことがあると考えられる。 

また、反体制武装集団が、どこから、どのように、戦闘員と資金と武器を得ているのか

についても不明な点が多い。「自由シリア軍」は、アサド政権下のシリア軍から離反した軍

人によって構成され、したがって、離反する際にシリア軍から持ち出した武器と、アサド

政権の軍部隊や基地から奪取した兵器で武装していると言われる。その一方で、トルコ政

府の黙認の下でトルコ国境を経由して武器弾薬の補給を受けているとも言われる。今回の

トルコ調査で面会したシリア人反体制活動家は、軍事活動には直接関わっていないので詳

細はわからないと断った上で、トルコを通した武器の補給があるらしいと語っていた。た

だし、トルコ共和国が政府の方針として「自由シリア軍」やシリア国内の反体制武装集団

に武器を渡しているわけではない。2013年 2月現在、どの国の政府も、シリアの反体制武

装集団に対する武器の供与を公式には認めていない。その一方で、レバノン、トルコ、イ

ラクといった周辺諸国から、様々な武器が非公式にシリア国内に流入していることはつと

に指摘されてきた。 

そうした武器を購入する資金については、在外シリア人の実業家や湾岸諸国の篤志家か

らの寄付など、やはり、外国政府の公式な資金援助よりも、私的、もしくは、非公式に流

入してくる資金に頼る部分が多いようである。イスタンブルで活動してきた反体制活動家
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によれば、欧米諸国の政府や団体は、いろいろと資金援助を約束してくれたが、その多く

が空手形に終わっているとのことである。また、シリア国内の戦闘において、アサド政権

の空軍が大きな脅威となっており、アメリカや EU に対空兵器の供与を求めてきたが実現

していないという。アメリカや EU からすれば、シリアの反体制諸派の間に統一的な組織

形成と意思統一が見られず、供与した武器や資金を誰が責任を持って管理できるのかわか

らない以上、公式に大規模な資金や武器の供与はできないということになる。それでもア

サド政権との抗争を続けざるを得ないシリア国内の反体制諸派は、非公式で不透明なルー

トで流れ込んでくる資金や武器への依存を強めることになり、これらのルートに様々な外

部勢力がそれぞれの思惑で参入することにより、反体制諸派の意志と組織の統一がますま

す困難になっている。 

反体制諸派の一部は、膠着状況を一気に打開してシリア国内の混乱を収める方策として、

NATO の軍事介入を求めている。NATO が反体制側に立って本格的に軍事介入を行えば、

アサド政権の軍事力を圧倒することも可能であろうが、アメリカも EU も、シリアへの軍

事介入には消極的である。また、ロシアや中国の激しい反発も予想される。シリアの反体

制諸派の間でも、NATO の軍事介入、特に地上部隊のシリア国内への展開には強い抵抗感

があり、飛行禁止空域やトルコ国境沿いでの安全地帯の設定に限定した軍事介入を望む意

見も多かった。 

シリアに隣接したNATO加盟国として軍事介入に深く関与せざるを得ないトルコの専門

家7
は、限定的な軍事介入に対しても否定的な見解を示した。飛行禁止空域を設定するため

には、シリア領空内へ地対空ミサイルや戦闘機を侵入させてアサド政権の軍用機を撃墜し

なければならないし、国境沿いに安全地帯を設けるためには、地上部隊をシリア領内へあ

る程度展開させなければならない。そうすれば、アサド政権下のシリア軍との本格的な戦

闘に発展する危険が高く、そもそもトルコ国内の世論においてシリアへの軍事介入を支持

する意見は非常に少数であるという。トルコは、難民の保護とシリア国境の警備強化のた

めに多数の軍部隊と政府職員をシリアとの国境地帯に派遣しており、その経費だけでも相

当な財政負担になっている。この上、軍事介入にかかる莫大な戦費を負担することはでき

ないと語った。 

一方、反体制活動に関わるシリア人は、外国の軍事介入にどのような意見を持つにせよ、

反対制諸派の武装勢力のみでアサド政権の軍事力を打ち負かすことは極めて難しいとの認

識で一致していた。その理由として、先述した反対制諸派の間での組織と意志の統一の欠

如に加えて、アサド政権側の軍部隊が、装備・兵力・練度においてなお大きな優勢を保っ

ていることをあげた。軍事力による勝利が見通せない以上、犠牲と混乱の拡大を避けるた
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めに反対制諸派が取り得る方策は、アサド政権との交渉によって暴力の停止と事態の打開

を図るしかない。しかし、イスタンブルで面会した反体制派活動家によれば、シリア国内

において激しい暴力の応酬が続き、政権側と反体制側の双方で怨恨が強まっているために、

バッシャール大統領との直接交渉を提起することは、反対制諸派の内部、特にシリア国内

の諸集団から激しい反発を受けるという。政権側にも同様の問題があり、ダマスカスの政

権中枢が反体制諸派との停戦を模索していても、前線の部隊やシャッビーハが戦闘行動を

継続してしまう。実際に、これまでに行われた停戦と交渉の試みは、反対制諸派の中から

反対の声があがり、反体制側の武装集団も政権側の軍・治安機関・シャッビーハも戦闘を

停止しない、もしくは、できないために停戦の成立に結びつくことはなかった。 

シリア国内におけるアサド政権と反対制諸派の暴力の応酬は、2012年を通して激化の一

途をたどり、どちらかの勝利も、交渉による停戦も見通せないまま、シリア国内に暮らす

普通の人々の犠牲を徒に増やしてきた。国内の生産活動や流通は大きく損なわれ、反体制

諸派の支配地域では食料や燃料といった基本的な生活物資の欠乏が著しい。武装集団によ

る略奪が横行しているという話も聞こえてくる。平和的抗議を標榜する民衆デモによって

独裁的なアサド政権を打倒し、シリアの民主化を達成しようという運動は、アサド政権に

よる激しい弾圧に直面したことで反対制諸派の武装集団とアサド政権の間での「内戦」へ

と展開し、シリアの国家と国民生活を重大な危機に陥れたのである。こうした状況の悪化

に対して国際社会も有効な対応をとれず、筆者が面会した反体制活動家たちは、事態の悪

化の主要な要因の一つとして、国際社会の無策を一様にあげていた。 

 

３．反体制運動の変質 

シリア国内の状況が、デモと弾圧の「モグラ叩き」から「内戦」へと展開していく中で、

アサド政権に対する反体制運動も変質していった。本節では、反体制運動の変質を、運動

に参加する人々の変化を手がかりに見ていくこととする。 

2011年 3月から 9月頃までのデモと弾圧の「モグラ叩き」が続いている状況においては、

アサド政権に対する反体制運動は、以下の二つの類型の人々によって主に担われていた。

第 1の類型は、シリア国内でデモを組織し、デモに参加していた人々である。これらの人々

は、既存の政党や政治勢力のメンバーではなく、ダルアーなどにおける治安部隊の暴虐に

怒りを覚えた普通の人々であったと見なされている。国内にはっきりとした反体制組織が

形成されていなかったとされるこの時期において、誰が、どのようにデモを組織し、どの

ような人々を動員していったかについては未だに詳らかではない。反体制運動参加者の説

明によれば、ダルアーにおける事件の後、チュニジアやエジプトと同様に、インターネッ
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トや携帯電話を使いこなす若年層を中心にアサド政権の不正と横暴に対する怒りが広まり、

各地で民衆デモが発生したという。そうして発生した民衆デモと弾圧の模様が、ネットや

国際メディアを通して広く配信されたことで、さらに民衆の怒りとデモが広まり、国際世

論においもアサド政権を非難する声が高まっていったと語った。 

このネットやメディアを通したアサド政権への非難の高まりという側面で大きな役割

を果たしたのが、第 2の類型に属する人々、すなわち、移民シリア人の子弟である。シリ

アの人々は、19世紀以来、西ヨーロッパや南北アメリカ、オーストラリアなどを中心に世

界中に移住し、実業家として成功したり、高度な専門知識・技術を身につけて医師や学者、

技術者として活躍してきた人々も少なくない。移民先で成功したシリア人の子弟は、ホス

ト社会で豊かな生活と高い教育を享受し、自分たちの出自をそれほど意識せず、シリア国

内の状況にも関心を払ってこなかった。そうした移民シリア人の子弟としてロンドンで育

ち、2011 年 1 月からロンドンを拠点に反体制運動に参加してきた青年が語るには、2011

年 1月にチュニジアとエジプトで民衆デモによって独裁政権が打倒されるのを目にして、

同様の独裁政権下にあるシリアについても、民主化が実現されるべきだと思うようになっ

たという。彼のような、「アラブの春」を目にして、にわかに「シリア人」として覚醒した

移民シリア人の子弟が、国際メディアとヴァーチャル空間における宣伝戦を担い、アサド

政権側のプロパガンダを圧倒していくこととなった。 

「シリア人」として覚醒した移民シリア人の子弟は、世界中でシリアの民主化を支援す

る様々なグループを結成し、それらのグループをインターネットで結びつけることで運動

を展開してきた。欧米諸国で生まれ育った移民シリア人子弟の反体制活動家たちは、英語

やフランス語といった西欧諸語に堪能で、欧米主導の国際メディアやインターネット社会

にも慣れ親しんできた。そのため、国際メディアやネット社会にアピールするストーリー

を広く発信することに優れた手腕を発揮し、短期間のうちにアサド政権を非難する国際世

論を盛り上げることに成功した。 

その一方で、移民シリア人の子弟たちは、「アラブの春」が始まるまでシリアにそれほ

どの関心を払ってこなかったために、シリア国内の実情に対する感覚が弱く、シリア国内

に暮らす人々との関係も薄かった。前述の活動家は、2012年 1月の時点で、ネットや携帯

電話を通してシリア国内でデモを組織している人々と連絡を取ってきたと述べたが、国内

の反体制諸集団との連絡調整が円滑に行われていないことを認めていた。その原因の一つ

として、国内の反体制派が明確な組織を持たず、「地元調整委員会（Lajnat al-Tansīq 

al-Ma∆allīya）」などと称する無数の集団が全土に散在しているため、国外から連絡を取る

際にどこに連絡すべきかがよくわからないという事情をあげた。しかしそれ以上に、欧米
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諸国で自由で豊かな生活を享受してきた移民シリア人の子弟とシリア国内に暮らす人々の

断絶が大きく影響したと考えられる。移民シリア人子弟の反体制派活動家の中には、アラ

ビア語を話せず、シリアに行ったことがない者も少なくないという。 

シリアの反体制運動は、2011年 3月から国外と国内の双方で盛り上がったものの、国外

と国内の活動の断絶などのために、早期に達成された国際メディアとヴァーチャル空間に

おける勝利を国内のリアルに及ぼすことができず、一挙にアサド政権を打倒することがで

きなかった。シリア国内のアサド政権と反体制運動の衝突が長期化の様相を見せ始め、「自

由シリア軍」などの反体制武装集団が活動を始めた 2011年 9月頃から反体制運動に本格的

に参入してきたのが、1980年代からアサド政権に対する反対運動を続けてきた「筋金入り」

の活動家たちである。この人々が、反体制運動参加者の第 3の類型を構成する。 

アサド政権は、約 40 年に及ぶ独裁統治を通して、政権に対して反対もしくは批判的な

立場をとる人々を弾圧し、弾圧を逃れた人々は、国外に脱出して反体制運動を続けてきた。

そうした「筋金入り」の反体制活動家たちは、2011年 3月からシリアの国内と国外で進行

する新たな反体制運動に当初はあまり関与していなかった。それが、事態の長期化が見通

され、反体制運動を取り纏める組織の必要が強く認識されるようになると、シリア国外に

おける反体制派の統一組織の形成に本格的に参入するようになっていった。 

前節で紹介したとおり、イスタンブルで面会した反体制派シリア人の中に、1982年のシ

リア・ムスリム同胞団（Al-Ikhwān al-Muslimūn fī Sūrīyā）に対する大規模な弾圧に巻き込ま

れて以来、トルコにおいて反体制運動を続けてきた活動家がいる。この人物は、自分はシ

リア・ムスリム同胞団の一員ではないと述べたものの、同胞団のイスタンブルにおける幹

部の連絡先を知っていたことなどから、同胞団のシンパである可能性は高い。シリア・ム

スリム同胞団は、1980年代からアサド政権に対する反体制運動を続けてきた組織であるが、

そうした「老舗」の反体制組織は同胞団のみではない。クルド民族主義勢力や世俗的な市

民社会の構築を目指すグループ、さらには、アサド政権内部の権力抗争に敗れて反体制を

標榜するようになった人々など、2011 年以前から活動を続ける反体制組織も様々であり、

組織相互の関係も必ずしも良好ではない。 

そうした、様々な「筋金入り」の反体制活動家と移民シリア人子弟の活動家たちが合流

し、主にシリア国外の反体制運動を統合する組織として、2011 年 10 月にイスタンブルに

おいてシリア国民評議会（Al-Majlis al-Waªanī al-Sūrī/Syrian National Council: SNC）が発足し

た。しかし、シリア国民評議会は、内部の意見調整に難航し、シリア国内で活動する「地

元調整委員会」や「自由シリア軍」との連携においても十分な成功を収めることができな

かった。国内の反体制組織との連携の失敗については、シリア・ムスリム同胞団など、国
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外で反体制運動を行ってきた組織は、国内における徹底した弾圧のために国内に影響を及

ぼす足がかりを失っていたことと、移民シリア人の子弟たちは、先に指摘したとおり、シ

リア国内とのつながりが元々薄かったことが原因としてあげられる。国民評議会内部の意

見調整の難航の原因としては、多様な主義主張を持つ多数の集団を取り込んでしまったこ

とが指摘される。この点に関して、国民評議会イスタンブル事務所の幹部であった人物は、

国民評議会は「脂肪がつきすぎて身動きがとれなくなってしまった」と評した。 

以上の諸点を考え合わせると、2011年の間に反体制運動が抱えていた問題は、以下の 3

点に要約される。第 1点は、シリア国内と国外の反体制運動の連携の不備であり、第 2点

は、国際メディアとヴァーチャル空間での勝利を国内のリアルに及ぼし、アサド政権の暴

力装置に対抗する有効な手段を持たなかったことであり、第 3点は、国内おいても、国外

においても、反体制諸派の間で意志と組織の統合が欠如していることである。この三つの

問題のうち、第 1と第 2の問題については、2012年を通してある程度改善されてきた。そ

こには、国内における暴力の応酬によって反体制運動に参加せざるを得なかった人々の存

在が大きく影響している。 

前節において、明確な根拠なしに秘密警察に逮捕・投獄され、トルコに脱出して反体制

運動に参加していると語った医師に言及した。こうした状況に強制されて反体制的になっ

た人々が、反体制運動参加者の第 4の類型をなす。この第 4類型に分類される人々は、シ

リア・ムスリム同胞団などに漠然とした共感を抱いていた可能性はあるものの、第 3類型

に分類される「筋金入り」の反体制運動家のように、明確な理想や主義主張を持って反体

制運動に参加してきたわけではないし、第 1類型の人々のように、デモを組織したりデモ

に参加してきた人々でもない。アサド政権の軍や治安機関やシャッビーハの暴力に直面し

なければ、恐らくアサド政権に対する消極的支持者にとどまっていたであろう人々である。

前出の医師の述べるところによれば、秘密警察やシャッビーハの暴力によって、家を捨て

て反体制派に身を投じざるを得なかった人々が多くいる由で、「自由シリア軍」に参加して

いる下級士官や下士官、一般兵士にも、故郷の地域でのデモ弾圧を命じられて、やむを得

ず政権の指揮下から離反した者が多いと言われる。 

これらの第 4類型に分類される反体制運動参加者は、組織的運動の経験を持つわけでは

ないので、反体制諸派の指導的地位に就くことは少ないと考えられるが、2012年を通して

続いた暴力の応酬によって増加し、現在では反体制運動参加者の多数を占めるようになっ

ていると思われる。彼らの中の国外に脱出した人々も、最近までシリア国内の人間関係の

中で生活してきた人々であり、やはり前出の医師が語ったように、現在もシリア国内の元

同僚や友人・家族と連絡を取り合っているようである。そうした個人的な連絡網を活用す
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ることで、シリア国外で活動する反体制諸派は、シリア国内の人々と緊密に連絡を取れる

ようになり、国内と国外の連携は大幅に改善されているように見受けられる。これとあわ

せて、「自由シリア軍」などの反体制派武装集団は、状況に強制されて政権の指揮下から離

反した多くの軍人を取り込むことで兵力を増強し、未だに面的な広がりは持てないものの、

北部のトルコ国境地帯を中心に支配地点を増やしてきた。これによって、反体制諸派は、

シリア国内においてアサド政権の暴力装置に対抗する拠点の構築にある程度成功したと言

えるだろう。 

その結果、国外における宣伝戦と国内でのデモが平行して展開してきた反体制運動は、

シリア国内におけるアサド政権との武装闘争に収束していった。イスタンブルを拠点とす

る反体制活動家たちも、2012 年 10 月頃からシリア北部の反体制武装集団の支配地点を頻

繁に訪れるようになり、住民に対する生活支援や医療援助を中心的な活動にしているとい

う。医師の資格を持つ活動家たちは、アサド政権側の軍部隊との主要な戦場となっている

アレッポで野戦病院を運営することで、戦闘に巻き込まれた住民の手当と反体制武装集団

の支援を行っていると語った。2012年 12月の時点において、トルコとシリア北部の連絡・

交通は意外なほどに簡単なようで、それほどの緊張感を示すことなく「明日アレッポに行

く」とか「昨日アレッポから帰った」と話しているのを耳にした。また、イスタンブルに

おいて、ある活動家に面会の約束を取り付けようとして別の活動家から知らされた携帯電

話の番号にかけたところ、国外に転送することを告げるトルコの電話会社による自動アナ

ウンスがトルコと英語で流れた後でその人物につながり、アレッポにいるために面会には

応じられないと告げられたこともあった。 

反体制運動の焦点がシリア国内に集中していくことにより、世界中に散在して活動を続

けてきた移民シリア人子弟の活動家たちも、トルコやエジプトなどの近隣諸国に集まり、

さらにシリア国内へと移動しているようである。しかし、もともとシリア国内に縁の薄かっ

た彼らにとって、地元性を強めていく反体制運動の変質についていくのは難しいらしい。

先に登場したロンドン育ちで同地を拠点にネットを通して反体制運動を行ってきた活動家

は、カイロやイスタンブルで開かれる会合に出席するたびに、「筋金入り」の活動家や第 4

類型に分類される新来の活動家などが、シリア国内での知己同士で談笑の輪を作っている

ところに入っていけず、疎外感を感じているともらした。彼に言わせれば、アラブ式の抱

擁と長い挨拶を繰り返すのは無駄で、ホテルの部屋に一人こもってネットを通して世界各

地の活動家と連絡を取り合っている方がシリアの革命には有益であるということであった。

こうした不平からは、国際メディアとヴァーチャル空間における宣伝戦がその役割を終え

つつあることがうかがえる。 
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ネットを通して反体制運動を行ってきた移民シリア人子弟の活動家が存在感を薄れさ

せているのと同様に、国内における反体制運動の中心がデモから武装闘争へと移行し、武

装集団の活動が顕著になるにつれて、国内においてデモを組織し参加してきた人々、すな

わち、第１類型に分類される人々の姿も見えにくくなっている。彼らが武装集団に合流し

ていったのか、それとも、反体制運動から脱落していったのかは明らかではないが、デモ

とその組織者・参加者の姿が見えなくなっていくにつれて、彼らが掲げていた民主化や自

由といった理想も背景化していった。反体制武装集団も、国外で活動する反体制活動家も、

そうした理想を放棄したわけはない。とはいえ、激しい戦闘が続き、目の前の戦闘にいか

に勝利し、目の前の犠牲者や避難民にいかに対処するかといったことが喫緊の課題になっ

てくれば、高邁な理想を掲げてばかりもいられなくなることは容易に想像できる。 

デモとその組織者・参加者が掲げた理想が背景化し、戦闘という現実が前景化していく

中で、シリア国内の対立を「自由を求める民衆と独裁政権の対峙」という単純な図式で表

象しきることはできなくなっている。反体制諸派と様々な武装集団は、それぞれがアサド

政権の打倒や民主化を目標として掲げているものの、その目標に向かって必ずしも一致団

結しているわけではない。国内と国外の反体制運動が国内の武装闘争に収斂することで国

外と国内の連携の不備という問題は改善されたが、それによって意思と組織の統合の欠如

まで解決されたわけではない。反体制運動全体が地元化していくことによって、地縁や血

縁、宗派や民族といったシリアの在地社会に見られる複雑な統合と分断の原理が反体制運

動にも色濃く反映されるようになり、意志と組織の統合はより困難になっていると言える。 

シリア国内でアサド政権との戦闘を継続している武装集団の中には、それぞれの地域や

街区を防衛するために地縁によって形成された集団もあれば、クルド人勢力やトゥルク

マーン人勢力のように民族主義によって形成された集団もあり、スンナ派やドゥルーズ派、

キリスト教諸派のような宗派で結びついた集団もある。そして、単一の統合原理だけでな

く、地縁と宗派というような複数の統合原理を組み合わせて集団が形成される場合も多く、

さらに事態を複雑にしている。現在のシリアにおける戦闘は、様々な武装集団がそれぞれ

の利害と思惑で各自の勢力の維持と拡大を図って行われる側面が強くなっている。アサド

政権も、民衆運動を一方的に弾圧する独裁政権というよりも、そうした武装集団の中で最

大の、しかし、もはや圧倒的ではない一勢力となっていると見るべきであろう。 

上記のような錯綜した現実に対して、反体制諸派は、組織と意志の統合に苦慮し続けて

いる。反体制諸派をまとめきれないシリア国民評議会に代わって、2012年 11月 11日にカ

タルのドーハにおいてシリア革命反体制諸勢力国民連立（Al-I’tilāf li-Quwā al-Thawra wa 

al-Mu‘āraΩa al-Sūrīya/National Coalition for Syrian Revolutionary and Opposition Forces. 以下
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「連立」。日本のメディアでは「シリア国民連合」と標記されることが多い）の発足が宣言

された。この連立は、国外の反体制活動家を中心とした国民評議会とは異なり、シリア国

内の反体制諸派をも取り込み、シリア国民を代表する唯一の組織となることを目指してい

る。カタルやトルコ、サウジ、アメリカ、EUといった反体制運動を支援する諸国は、2012

年 12月 12日にモロッコのマラケシュで開かれた第 4回シリア・フレンズ会合の議長総括

に、同会合の参加国は「国民連立をシリア人民の正統な代表と認めた（acknowledged the 

National Coalition as the legitimate representative of the Syrian people）」8
との文言を盛り込むな

ど、連立をシリア国民の正統政府として承認する動きを見せ、必要な支援を行うことを表

明している。特にカタルは、連立の発足に向けて積極的な支援を行い、発足後も財政面な

どで連立を支えてきた。一方、アサド政権の側では、ロシア、中国、イランが政権の立場

に一定の理解を示し、支持を続けている。関係諸国が反体制側と政権側に分かれてしまっ

たために、反体制諸派とアサド政権の双方に影響力を及ぼせる外部アクターが存在しない

状況となり、外部からの仲介による暴力の停止も難しい。むしろ、ロシア・中国・イラン

と欧米・湾岸諸国の対立がシリア国内に持ち込まれ、それらの諸国がそれぞれの意図にし

たがってシリア国内に関与することで、状況をより複雑にしている。 

また、連立の下での反体制諸派の意志と組織の統合も順調に進んでいるとは言えない。

物資の補給もままならないシリア国内で凄惨な暴力に直面している人々の間には、ドーハ

の豪華なホテルで会合を開いているような国外の活動家に対する不信感は根強く、国内の

反体制諸派の一部は連立に参加することを拒否している9
。国外の活動家の中にも、連立と

それを支持する諸国、特に湾岸・欧米諸国に対して不信感を持つ者は多い。トルコでの調

査で面会した反体制活動家の間には、シリア国民評議会に関わってきた人々が含まれる。

彼らの間には、国民評議会が組織と意志の統合に苦闘している最中に、それを見捨てて新

たな連立の発足を支持した湾岸・欧米諸国に対して、「はしごを外された」という憤慨がう

かがわれた。彼らの言によれば、国民評議会が成果をあげられなかった大きな原因の一つ

は、湾岸・欧米諸国が約束した援助をほとんど実行しなかったことにあるという。こうし

た言い分の妥当性はともかく、国民評議会の幹部の多くが連立に合流した一方で、国民評

議会が連立に統合されたわけではなく、国民評議会は連立とは別個の組織として現在も活

動を続けている。つまり、反体制諸派の統合を目指す上部組織が二つ平行して活動するこ

とになり、このことも反体制諸派の組織的統合を阻む障害の一つになっていると考えられ

る。そして、国民評議会と同様に、連立の中にも様々な不協和音が聞かれ、連立自体の意

志統一にも困難を抱えている。連立は、国内と国外双方の反体制諸派の統合を目指してい

ることで、内部の意志統一に国民評議会以上の困難があると予想される。 
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４．スンナ派イスラームとイスラーム主義の存在感の増大  

反体制運動が国外における宣伝戦と国内のデモから国内における武装闘争へと収斂し、

地元性を強めつつ様々な要素がますます複雑に絡み合うようになっている反体制諸派の中

で、スンナ派イスラームを重視する人々の存在感が増してきている。ただし、これらの人々

もやはり一様ではなく、スンナ派イスラームをどのように理解し、それに基づいてどのよ

うな活動に重点を置くかによって大きく次の 3 種類に分類できる。第 1 は、ウラマー

（‘ulamā’. 単数形は‘ālim）、すなわち、イスラームの宗教的知識人・指導者たちである。第

2 は、武装闘争よりもイスラーム的価値に基づいた人道援助や人権活動を重視する「穏健

な」イスラーム主義勢力であり、第 3は、武装闘争を前面に押し出した「過激な」イスラー

ム主義勢力である。 

これら 3 種類のスンナ派イスラームを重視する人々のうち、第 1の種類に分類されるウ

ラマーは、イスラーム法学や神学に関する専門的な知識を持ち、イスラーム教学の研究・

教育に当たるとともに、モスクなどで礼拝の先導や説教を行い、一般のムスリムの宗教的

な質問に答えるといった活動を行ってきた人々である。彼らウラマーは、世界各地のムス

リム諸社会で宗教知識人・指導者・名望家として多大な影響力を行使してきた10
。それは、

シリア在地のスンナ派コミュニティーにおいても同様であったが、今回の反体制諸派とア

サド政権の対立の中では、ウラマーは目立った活動をしてこなかった。特に、2011年の間

は、アサド政権の打倒を説教などで呼びかけるよりも、政権とデモ参加者の双方に話し合

いによる解決を訴えるウラマーが多く、アサド政権の主張する改革を支持してデモ参加者

に帰宅を促す者も少なくなかった。ところが、2012年に入ると、国外に脱出して反体制運

動に参加するウラマーが増えていった。その背景には、反体制派を積極的に支持しなくと

も、政権に対して批判的な発言をするウラマーに対して秘密警察やシャッビーハが暴力を

ふるうようになったことが指摘される。 

ダマスカスの著名なウラマーの一人で、イスタンブルで反体制諸派を支援しているウ

サーマ師 Al-Shaykh Usāma al-Rifā‘ī11は、出国して反体制運動に参加するようになる経緯を

次のように語った。2011年 3月から本格的に始まった民衆デモとアサド政権の衝突に際し

て、自身でデモに参加することはなかったが、デモに参加している弟子たちに平和的に要

求を訴えるように指導する一方で、それまでに築いていた政権との関係を利用して、人々

の改革要求に応え、暴力的な手段によるデモの弾圧を控えるように政権に助言し続けてき

たという。しかし、政権は全く耳を貸さず、デモに対する弾圧を強め、ウサーマ師個人に

対しても秘密警察が脅迫を行うようになった。そのため、政権との関係が断絶したことを

悟ったウサーマ師は、「ミンバル（minbar 説教段）を降りて革命に参加する」ことを決意
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したと述べた。 

政権との断絶を決定づけた事件として、ウサーマ師は、2011 年 8 月 26 日の夜に、秘密

警察とシャッビーハの暴行を受けたことをあげた。この夜、ウサーマ師が弟子などととも

にダマスカス市内のモスクで集会を開いていたところ、治安部隊と秘密警察がシャッビー

ハをともなってやって来て直ちに解散するように命令し、それに従ってモスクを出たウ

サーマ師に秘密警察とシャッビーハが暴行を加え重傷を負わせた。この事件に関して、ウ

サーマ師が筆者に語ったところによれば、治安部隊の士官は命令に従って帰宅しようとす

る自分たちの安全を確保しようとしたものの、秘密警察とシャッビーハがその士官の制止

を無視して暴行に及んだという12
。 

ウサーマ師は、その後も、ダマスカスに留まって活動を続けたが、自宅を秘密警察に包

囲され、自身と家族の生命が脅かされたために、2012年 6月に家族とともにトルコに出国

した。以来、イスタンブルに居住して、イスタンブル在住の反体制派シリア人を宗教的に

指導しながら13
、シリアの反体制派ウラマーによって結成された「シャーム・ウラマー連

合（Rābiªat ‘Ulamā’ al-Shām）」の副代表（nā’ib al-ra’īs）に就任するなど14
、反体制運動に対

する支援活動を続けている。反体制運動に参加した経緯に関するウサーマ師の話は、政権

側の暴力によって反体制運動に参加せざるを得なかったという点で前出の医師の話と共通

している。このことから、政権の過剰な暴力が、消極的な政権支持者だけでなく、政権と

関係を保ってきたウラマーをも反体制側に押しやってきた状況が浮かび上がる。 

政権の暴力を前に反体制運動に参加してきたウラマーたちは、シリア国民評議会などの

反体制運動諸組織の中で、枢要な位置を占めることは多くない。ウサーマ師も、国民評議

会などの組織には直接関わっていないという。前述の「シャーム・ウラマー連合」のよう

に、ウラマーが組織を形成する場合には、ウラマーのみを成員とする小規模な組織を作る

傾向が強く、ウラマーが一般ムスリムの運動を指導する組織を形成しようという動きは見

られない。ここには、イスラーム教学の専門家集団としてのウラマーの排他的アイデンティ

ティと、宗教諸学は政治的活動から一定の距離を置くべきだというスンナ派イスラームの

一思想の影響を見ることができる。 

その一方で、スンナ派ムスリムの間でウラマーに対する敬意は強く、イスタンブルで面

会した反体制活動家たちもウサーマ師を相当に尊敬していた。シリアの人口の約 7割を占

めるスンナ派ムスリムの間で、在地社会に根付いてきたウラマーの宗教的権威に対する感

受性は強い。スンナ派出身者は反体制諸派の中でも多数派を占め、彼らのウラマーに対す

る伝統的な敬意を通して、ウラマーが隠然たる影響力を持ってきていることがうかがえる。

もちろん、スンナ派出身者の間でも、確信的な世俗主義者・政教分離主義者は、ウラマー



第２章 シリア「内戦」とイスラーム主義 

 －57－

の影響力を快く思っていないであろう。しかし、確信的な世俗主義者・政教分離主義者の

数はそれほど多くはなく、それ以外のスンナ派出身者は、どのような主義主張やシリアの

将来に対する展望を持っているにせよ、ウラマーに対する伝統的な敬意は共有している。

スンナ派ムスリムが共有するウラマーへの伝統的な敬意と、直接的な政治運動からは一定

の距離を置くというウラマーの立ち位置は、様々な主義主張を持つ反体制諸派の意見対立

を調整し、意志と組織の統合に向けた流れを作り出す潜在力を持つと期待されている。国

外と国内の反体制諸派の統合を目指して発足した連立が、ダマスカスきってのウラマー名

家の出身者であるアフマド・ムアーズ・アル＝ハティーブ A∆mad Mu‘ādh al-Khaªīb15
を議長

に選出したのも、ウラマーの伝統的権威と潜在的調停力を組織と意志の統一に利用しよう

という意図があってのことであろう。2011 年から 2012 年の間に、数回の逮捕・投獄を経

験して国外に脱出していたハティーブも、ウサーマ師と同様に、政権の暴力に曝されたこ

とで、遅れて反体制運動に参加してきたウラマーの一人である。 

こうしたウラマーの権威に敏感に反応するのが、武装闘争よりもイスラーム的価値に基

づいた人道援助や人権活動を重視する「穏健な」イスラーム主義を支持する人々、すなわ

ち、スンナ派イスラームを重視する人々の中の 2 番目の種類の人々である。彼らは、スン

ナ派イスラームの教義や思想に関する専門的な教育を受けてきたわけではない。都市部の

中産階級や農村部の名望家層の出身で、医学や工学、西洋的な法学や経済学といった世俗

的な専門教育を受け、医師や技術者、弁護士や実業家として活動してきた人々である。し

たがって、スンナ派イスラーム教学に関する専門的知見を持つわけではなく、イスラーム

に直接関係する分野で活動してきたわけでもないが、それぞれの職業的活動や日常生活の

中でイスラームの教義を倫理的規範として重視してきた。そうした彼らが、イスラームの

教義・思想の専門家であるウラマーを尊敬するのは自然なことである。 

ウラマーと「穏健な」イスラーム主義者が、シリアの在地社会に根付いた「地付き」の

人々であり、武装闘争よりも人道性や倫理性を重んじるのに対して、主にシリア国外から

アサド政権に対する武装闘争に積極的に参入してきたのが、スンナ派イスラームを重視す

る人々の第 3 種、すなわち、「過激な」イスラーム主義者たちである。彼らは、2012年 10

月頃から、アサド政権に対するジハードを掲げる複数の武装集団を形成してシリア国内の

戦闘に本格的に参加するようになった。それらの集団の中で最も顕著な活動を行っている

のが、「ジハードの戦場におけるシャームのジハード戦士たちによるシャームの民のための

救援（ヌスラ）戦線（Jabhat al-Nu≠ra li-Ahl al-Shām min Mujāhidī al-Shām fi Sā∆āt al-Jihād）」

（以下、ヌスラ戦線）である。このヌスラ戦線の実態は良くわかっていないが、アフガニ

スタンやイラクにおいて戦闘経験を積んだジハード戦士に指導され、武装ジハードの実行
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と殉教を目指す人々を世界中から集めていると言われる。また、アル＝カーイダとのつな

がりも指摘されている
16
。 

イスタンブルで面会した「穏健な」イスラーム主義を支持する反体制活動家たちは、ヌ

スラ戦線などの「過激な」イスラーム主義武装集団に対して微妙な態度を取っていた。そ

れは、ヌスラ戦線などが、戦場においてアサド政権の軍や治安部隊と勇敢に戦っているこ

とを評価しないわけにはいかない一方で、政権関係者・支持者に対する誘拐・拷問・暗殺・

自爆攻撃といった文字どおり「過激な」闘争手法に賛同しきれないことによる。また、ア

サド政権の崩壊後のシリアに、「過激な」イスラーム主義勢力が根付き、厳格なイスラーム

国家の樹立や、シリアを拠点に、国民国家体制の解体とカリフ制の再興に向けた闘争を展

開するのではないかという懸念もある。この点に関しては、ジハード主義者たちの目的は、

統治ではなくジハードの継続と殉教なので、シリアでの戦闘が終われば別の戦場を求めて

去っていくだろうという楽観的な予測や、ヌスラ戦線はタクフィール（takfīr 不信仰者宣

告）を行って自分たちと主張の異なるスンナ派ムスリムを攻撃していないのでアル＝カー

イダとは異なるという見解も聞かれた。しかし、彼らが厳格なイスラーム解釈に基づく共

同体の形成やカリフ制の再興を志向している蓋然性は高く、アサド政権との戦闘を通して

「過激な」イスラーム主義武装集団がシリア国内に地盤を築いていくことは、国民国家と

してのシリアの存続と、スンナ派ムスリムではない人々が約 3割を占め、複雑な宗派分布

を持つシリアの社会の安定にとって重大な脅威となるとの懸念が強い。 

「穏健な」イスラーム主義を支持する活動家たちが、「過激な」闘争手法に対する違和

感や根源的なイスラーム解釈に対する脅威感を抱きつつ、ヌスラ戦線などを批判しきれな

いのは、彼らが、まさに頼もしい援軍として、シリア国内の一般的なスンナ派ムスリムか

ら支持を得つつあるからである。ヌスラ戦線をはじめとする「過激な」イスラーム主義武

装集団は、シリア人を主体とする集団ではなく、世界中から集まったジハード戦士によっ

て構成されている。また、その数もそれほど多くはない。しかし、世界各地の戦場で豊富

な戦闘経験を積み、カタルや湾岸諸国などの裕福な支持者たちから豊富な資金と装備の提

供を受けているため、練度と装備で劣る「自由シリア軍」と比べて高い戦闘力を発揮して

いるという。また、「自由シリア軍」などのシリア地元の武装勢力が基本的に自分たちの生

命や財産を守るために戦っているのに対して、ジハード戦士たちは殉教を大きな目的とし

て戦う。そのため、アサド政権の空軍や戦車、重火器に怯むことなく、自爆攻撃も辞さな

い。そうした果敢な戦いぶりが、アサド政権の暴力に曝されている普通の人々から大きな

尊敬と支持を得ることになった。さらに、十分な装備と食糧を持ってシリアにやって来る

彼らは、装備や食糧の多くを国内で調達しなければならない地元の武装勢力とは異なり、
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シリア国内で略奪を行うことがない。イスタンブルの反体制活動家たちは、この点も、ヌ

スラ戦線などがシリア国内の人々の好意を勝ち取ることに貢献していると強調した。 

アサド政権と反体制運動の衝突が出口の見えない「内戦」状態に陥り、反体制諸派の意

志と組織の統一が困難な状況にある中で、スンナ派イスラームを重視する人々の存在感が

強まってくるのは、スンナ派イスラームがシリアの多数宗派であることから、ある程度自

然なことと言える。中央政権が暴力を独占することで人々の安全を保証するシステムが機

能しなくなったときに、人々が自分たちの安全を守るために、地縁や血縁など様々な統合

原理に基づいた集団を形成し、集団ごとに武装化していくことは、古今東西を問わず見ら

れる。その際、冠婚葬祭を共有し、地縁や血縁とも密接に結びついた宗派という要素が、

強力な統合原理として作用することも当然と言えよう。 

「アラブの春」と呼ばれる現象は、チュニジア、エジプト、リビアなど、いずれの国に

おいてもスンナ派イスラームやスンナ派イスラーム主義によって主導された運動ではな

かった。参加者の多くがスンナ派ムスリムであり、スンナ派的なスローガンが皆無であっ

た訳ではないが、少なくとも、スンナ派イスラームを大儀に掲げてきたわけではない。し

かし、政権と反体制運動の衝突が内戦に陥ったシリアだけでなく、早期に政権を打倒した

チュニジアやエジプトにおいても、「穏健な」スンナ派イスラーム主義勢力が選挙を通して

政権を掌握するなど、事態の進展の中で、スンナ派イスラームを重視する人々の存在感が

強まっていることは共通している。それだけでなく、スンナ派イスラームを重視する人々

の中も一様ではなく、「穏健な」イスラーム主義と「過激な」イスラーム主義者の間の軋轢

などが見られることも共通している。こうした違いは何に起因するのであろうか。また、

「アラブの春」の進展の中で、なぜ、スンナ派イスラーム主義勢力やスンナ派イスラーム

を重視する人々が力をつけてきたのであろうか。こうした問題を、スンナ派イスラームと

スンナ派イスラーム主義の展開を概観することから考察し、シリアの「内戦」と「アラブ

の春」にスンナ派イスラーム主義という要素がどのような影響を及ぼしていくのかを展望

して本稿を終えることとしたい。 

 

５．スンナ派イスラームとスンナ派イスラーム主義17
 

前節で、スンナ派イスラームを重視する人々を、ウラマー、「穏健な」イスラーム主義

者、「過激な」イスラーム主義者の 3 種類に分けた。もちろん、これらの分類は、明確な定

義に基づくものではなく、それぞれの境界は曖昧である。「穏健な」、「過激な」というよう

に「 」をつけてきたのもそのためである。 

ヌスラ戦線などの「過激な」イスラーム主義者は、しばしばサラフィー主義者と呼ばれ
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る。この「サラフィー」という言葉は、アラビア語で「父祖」を意味するサラフ（salaf）

に由来する。ここでいう「父祖」とは、預言者ムハンマド Al-Nabī Abū al-Qāsim Mu∆ammad 

b. ‘Abd Allāh（632年没） に従ってイスラーム共同体の基礎を築いたムスリムの第 1世代

を指す。彼らは、預言者の「仲間たち（≠a∆āba 教友）」として、最も正しいイスラームを

伝えられた人々であり、預言者の指揮の下に多神教徒に対するジハードを戦いアラビア半

島にイスラームの支配を確立した人々であり、預言者の死後は「大征服」を行ってイスラー

ムの支配を急速に拡大した人々である。 

ムスリムによる歴史記述の始まりは、サラフたちの時代から約 100年が過ぎた 8世紀中

葉にさかのぼる。この時代の歴史記述を代表する『預言者伝 al-Sīra al-Nabawīya 』や『征

服誌 al-Futū∆ 』の中では
18
、ジハード、すなわち、生命や財産を顧みずに神のために奮闘

することの功徳と、その結果としての勝利が物語られる。その勝利は、サラフたちの戦術

の巧みさなどによるものではなく、神の援助によって授けられたものとして描かれる。全

知全能の神の援助があれば、どのような勝利も道理であり、ジハードの遂行によって勝利

を得たということは、ジハードを行った者たちの神への帰依（イスラーム islām）が神の満

足のいくものであったことを証す。神がその帰依に満足した人に対しては、現世における

戦闘で敗れたとしても、神は来世の楽園という勝利を授ける。現世での勝利と来世での勝

利のどちらを授けるかは、人知の及ばぬ神の意志である。したがって、神に帰依する者た

ちは、いかに困難な状況にあろうとも、神の真理を認めない抑圧者に対するジハードを続

けなければならない。抑圧者と見なした者たちへの武装闘争を重視する「過激な」イスラー

ム主義者たちは、こうしたジハード観を、預言者の下で戦い、勝利し、殉教したサラフた

ちの理想として、それに自分たちの闘争をなぞらえ、時に絶望的と思えるような武装闘争

をも正当化してきたのである。 

「過激な」イスラーム主義者たちがサラフに求める理想は、ジハードばかりではない。

共同体（umma ウンマ）のあり方に関しても、サラフの時代の共同体を理想とする。預言

者ムハンマドが、イスラームという宗教を統合原理とする共同体を確立し、神の啓示に基

づいた社会秩序を打ち立てたことはよく知られている。ムハンマドは、血縁意識に基づい

た部族や言語に基づいた民族といった集団の価値を否定したわけではないが、それらの集

団に卓越するものとして宗教共同体を位置づけた。この宗教共同体は、「イスラームのウン

マ（Ummat al-Islām）」、あるいは、「ムハンマドのウンマ（Ummat Mu∆ammad）」と呼ばれ

る。また、イスラームは、イスラーム以外の宗教を信じる人々もそれぞれ別個の宗教共同

体を形成すると説いてきた。イエスの教えに従うキリスト教徒は「イエスのウンマ（Umma 

‘Īsā）」を形成し、モーセの教えに従うと見なされてきたユダヤ教徒は「モーセのウンマ
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（Umma Mūsā）」を形成するとされてきたのである。そうした様々な宗教共同体の中にあっ

て、「イスラームのウンマ」が「最良のウンマ（Umma Wasaª）」19
であり、そのことは、サ

ラフの時代の「イスラームのウンマ」が異教徒の諸勢力を次々と打ち負かして勝利を重ね

たことによって裏付けられる。それらの勝利は、神が、サラフたちの帰依を他の共同体の

帰依に勝るものとして最も嘉したことによって授けたものであるからである。 

こうした考えに基づけば、ムスリム勢力が欧米のキリスト教徒勢力の前に軍事的・経済

的に劣勢に立たされる 19世紀以降の現実は、ムスリムたちの帰依に神が満足していないこ

との表れと解釈される。したがって、この現実を打開するためには、ジハードを敢行しつ

つ、現実の社会を神が満足を示した社会、すなわち、サラフの時代のウンマに近づけてい

かなければならない。具体的には、神がムハンマドを通して下した啓示を集めた『クルアー

ン al-Qur’ān（コーラン）』に忠実に従った社会を実現し、西欧起源の民族・国民といった

概念に基づいた国家を解体して、「イスラームのウンマ」を政治的・軍事的・経済的共同体

として再興することを目指すことになる。イスラーム法の徹底した適用やウンマの指導体

制としてのカリフ制の再興といった「過激な」イスラーム主義者の主張は、イスラームと

現実に関する上述の解釈に基づいているのである。 

とはいえ、サラフの時代のウンマを理想とすること自体は、サラフィー主義者と呼ばれ

る「過激な」イスラーム主義者の独創ではない。先述したとおり、初期のウンマの勝利を

神の援助に帰する言説が史料中に見られるようになるのは 8世紀中葉からであり、遅くと

もこの時期には既にサラフの時代のウンマを神に嘉された理想の共同体とみなすことが始

まっていた。預言者とサラフたちの勝利をイスラームの他宗教に対する優越性に結びつけ

ることも、同じ時期から確認される。 

一方、ウンマの指導理念をめぐっては、預言者の死の直後から抗争や論争が繰り返され

た。ムハンマドの死後に残されたムスリムの間で、誰が、どのような資格で、何に則って

ウンマを指導していくべきかをめぐって対立が生じたのである。この対立の中で、預言者

の従弟にして娘婿のアリー‘Alī b. Abī ∫ālib（661年没）を通して、その男系の血統によって

継承される預言者の血の中に指導権が継承されると主張する人々がいた。こうした主張を

継承・精緻化した人々がシーア派を形成していく。しかし、血統主義的な指導理念を支持

する人々は少数派に留まり、残りの多数派は、実際に統治能力を持つ実力者が、神と預言

者の教えに則り、ムスリムの多数の合意を得て、預言者の代理（カリフ khalīfa）としてウ

ンマを統治していくべきだという現実主義的な理念を支持していくことになった20
。 

しかし、それで指導理念をめぐる論争が終わったわけではなく、今度は、現実に生起す

る様々な問題に対して、どのように対処を導くことが神と預言者の教えに則ることであり、
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カリフなどの統治者の裁量をどこまで認めるかをめぐって多数派内部で論争が起こった。

この論争においては、神の啓示と預言者の教えを基に合理的な論証を重ねることで現実の

諸問題に対処するべきだという論証主義と、神の啓示を直接援用できない問題については、

預言者の言行を伝えるハディース（∆adīth伝承）に典拠を持つ預言者のスンナ（sunna慣行）

に従うべきであるという伝承主義が対立した。アッバース朝（749-1258年）第 7代カリフ

のマァムーン Abū al-‘Abbās al-Ma’mūn b. Hārūn al-Rashīd（在位 813-833年）は、合理的論

証によってカリフの裁量権を絶対化することを図って論証主義を支持したが、伝承主義者

から神と預言者の教えから逸脱した「新奇（ビドア bid‘a）」であるとして、激しい反発を

招くこととなった。 

結局、論証主義と伝承主義の論争は、伝承主義が論証主義を取り込むことで決着し、預

言者のスンナに基づいた共同体（ジャマーア jamā‘a）の護持を中心とする「スンナとジャ

マーアの民（Ahl al-Sunna wa al-Jamā‘a）」、すなわち、スンナ派の教理が 11世紀にかけて確

立されていった。この過程で、預言者と周囲の教友からなるサラフの世代が、常に参照す

べき理想の共同体として権威化された。また、宗教的・思想的な議論は現実の政治から一

定の距離を置くようになり、その専門家集団としてウラマー層が形成されていった。多く

のウラマーは、実際に統治にあたるムスリムの政治権力者から庇護を受け、『クルアーン』

とスンナの解釈や、ハディースの真正性判定の操作などによって政治権力者が現実に必要

とする施策にイスラーム的な裏付けを与えてきた。彼らが重視したのは現行の秩序の維持

であり、スンナとそれを伝えるハディースを、価値的安定の道具として用いてきたのであ

る。もちろん、現状や政治権力者が預言者の慣行から逸脱していると批判し、スンナとハ

ディースを現状批判の根拠として用いたウラマーも知られているが、彼らの主張が政治的

に無視できない勢力を形成することは 18世紀まではあまり見られなかった。 

18世紀までのムスリム国家は、その統治の実態がどうであれ、イスラームに則って統治

することを理念に掲げていた。そのため、国家や社会がイスラーム的であるべきことは自

明であり、何がイスラーム的かをめぐる議論はあっても、イスラームに則った国家や社会

の建設自体を政治的主張として掲げるイスラーム主義が存在する余地は無かったのである。 

イスラーム主義という政治思想・運動潮流は、世界各地のムスリムが、19 世紀から 20

世紀前半にかけて西欧列強による植民地支配を受け、20世紀後半からは植民地分割線を枠

組みとした世俗主義的国民国家の国民とされて、イスラームの優越や国家や社会がイス

ラームに則ってあるべきことを自明とすることができない中で、改めてイスラームに則っ

た国家や社会の建設を主張したことに始まる。イスラーム主義は、サラフの時代のウンマ

に理想を求める点などでは、スンナ派イスラームの伝統的教理と根本的に異なるものでは
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ない。しかし、近代という状況に適合したイスラームのあり方を模索した点や、旧来のイ

スラーム思想の専門家集団であるウラマーよりも、医師や技師といった新しいエリートに

主導される部分が少なくないといった点で優れて近代的な思想・運動である。このイスラー

ム主義の近代性と現代におけるその変容が強く表れているのが、ムスリムが世俗主義的国

民国家の国民となっていることをどのように評価するかという点である。 

イスラームに則った社会や国家の運営を主張する以上、イスラーム主義は、本来的には

世俗主義的な国民国家体制には否定的である。前近代においても、ムスリム政権の現実の

政治とイスラーム宗教思想の間には一定の距離があり、完全な政教一致が見られたわけで

はない。しかし、政治・統治論はイスラーム思想の重要な一部であり続け、政治と宗教を

分離すべきという理念はイスラームには見られない。前近代のムスリム政権は、ムスリム

か非ムスリムかによって臣民の義務と権利に差違を設けていたが、ムスリムを民族や言語

によって区別することは原則的にはなかった。スンナ派イスラームが理想とするサラフた

ちも、ほぼ全員が民族的にはアラブであったものの、世界中のムスリムの父祖なのである。

したがって、イスラーム主義は、政教分離を唱える世俗主義に反発し、民族の差違を乗り

越えた全世界のムスリムの統合を目指す思想・運動として形成された側面が強い。ただし、

世俗主義に対しては概ね否定的な立場を取る一方で、民族主義や国民国家に対しては融和

的な態度を取ることもまま見られる。 

そうしたイスラーム主義の国民国家に対する微妙で複雑な態度の中で、近年、国民国家

を否定せず、その枠内でイスラーム的な価値を実現していこうという潮流が強まっている。

本稿において「穏健な」イスラーム主義という言葉で指してきたのは、単に武装闘争を重

視しない点で「穏健」というだけでなく、現行の国民国家体制の解体を主張しないという

点で「穏健」であることも含んでいる。当然、これに対置される「過激な」イスラーム主

義という言葉も、運動手法において「過激」であるだけでなく、国民国家という現行の秩

序に対して異議申し立てをしている点でラディカルであることも含意している。 

 

６．イスラーム主義と国民国家：国ごとの関係と展開の相違 

預言者の慣行の遵守というスンナ派の教理を根源的に解釈すれば、当然、国民国家体制

は否定されなければならない。イスラームにおいて、神の啓示は全人類に対する神の導き

と理解されるし、それを受けて預言者ムハンマドが築いた「イスラームのウンマ」も部族

や民族を超えて全てのムスリムを成員とすると考えられているからである。それに対して、

国民国家体制が、様々な問題をはらみつつ、現行の世界秩序の根幹を成していることを認

識し、スンナ派が現行の秩序の維持を重視してきたことを考えれば、闇雲に国民国家を否
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定することは、維持すべき秩序を破壊するとして忌避されることになる。1970 年代から

1980年代にかけてイスラーム主義が台頭してきた時期には、国民国家を否定する「過激な」

主張が顕著に見られたが、1990年代以降、アル＝カーイダなどの国民国家体制に正面から

挑戦する集団の活動が続く一方で、国民国家に融和的な「穏健な」イスラーム主義が支持

を拡大している。もちろん、そうした傾向は、世界的に一様であるわけではなく、国ごと

に相当に異なっている。国民国家を否定するにせよ、それとの融和を志向するにせよ、現

実に存在する国家や社会との関係の中で思想や運動が展開するために、国ごとの国民統合

の状況や世俗主義的民族主義政権のイスラーム主義に対する施策の違いによって、イス

ラーム主義の「穏健さ」や「過激さ」が異なってくるのである。 

例えば、2002 年からトルコの政権与党の地位を確保している公正発展党（Adalet ve 

Kalkınma Partisi）は、トルコ国民の広範な支持を集め、最も成功した「穏健」イスラーム

主義政党と評されている。建国以来、徹底した世俗主義を国是としてきたトルコ共和国に

おいて、なぜイスラーム主義政党と言われる公正発展党が政権の座につくことができたの

かについては、本格的な分析が待たれるが、公正発展党が世俗主義を批判せず、外部から

イスラーム主義政党と見なされているものの、自らそのように称することがない点には注

意しなければならない。公正発展党の政策にはイスラーム的な価値や倫理が反映されたも

のがある一方で、国民国家としてのトルコ共和国に疑義を呈することはなく、イスラーム

をトルコの国民文化の重要な要素と位置づけている。こうした、国民国家に非常に適合的

な「穏健」イスラーム主義の背景には、トルコの国民統合が安定的に確立されていること

と、国民のほとんど全てがスンナ派ムスリムであるという宗派状況が指摘されよう。つま

り、トルコにおいては、トルコ国民であることとスンナ派ムスリムであることの間にほと

んど齟齬がないために21
、「穏健な」イスラーム主義政党がスムーズに政権を運営していけ

るとも推察されるのである。 

一方、公正発展党と同様に「穏健」イスラーム主義政党と見なされているムスリム同胞

団系の自由公正党（≈izb al-≈urrīya wa al-‘Adāla）が 2011年の革命後の選挙で第 1党となっ

たエジプトは、国民の約 9割がスンナ派ムスリムである。国民の圧倒的多数がスンナ派ム

スリムである点と、近代国家の成立以来、世俗主義的民族主義を国是としてきた点で、ト

ルコとエジプトは共通している。しかし、エジプトにおいては、トルコほど順調には国民

統合が進まず、世俗主義を標榜する政権が、国民の多数派を占めるスンナ派ムスリムの宗

教感情に訴えたり、共産主義勢力に対する押さえとするために、イスラーム主義を場当た

り的に利用して、イスラーム主義組織の合法化と非合法化を恣意的に繰り返してきた。そ

の結果、ムスリム同胞団は、世俗主義政権に対する直接対決よりも社会福祉分野での活動
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に展開して草の根的に支持を広げ、一部のイスラーム主義勢力は、非合法化によって地下

に潜り、より「過激な」手段と主張を以て、世俗主義政権とそれを支持する欧米に対する

闘争を志向するようになった。世俗主義が徹底されず、世俗主義的民族主義の下での国民

統合が比較的弱いエジプトにおいては、それに対抗するイスラーム主義の側でも錯綜した

状況を生じ、国民国家エジプトの枠組みを受容する「穏健な」勢力と、国民国家体制の解

体やジハードの完遂を主張する「過激な」勢力が混在することになったのである。自由公

正党政権も、トルコの公正発展党のように、スンナ派イスラームを重視する多くの国民か

ら安定的な支持を集める状況にはなく、世俗主義勢力からの批判はもとより、「過激な」イ

スラーム主義勢力からも厳しい批判に曝されている。また、エジプト国民の約 1割を占め

るコプト教会キリスト教徒からも、警戒感をもって見られている。エジプトのイスラーム

主義の複雑さは、約 1割という無視できない割合の国民がムスリムでないことにも起因し

ている。 

この宗派という要素に関して、シリアはより複雑である。トルコやエジプトと同様に、

国民の多数派をスンナ派ムスリムが占めるが、その割合は約 7割であり、圧倒的な多数派

ではない。残りの約 3割の中には、アラウィー派、ドゥルーズ派、シーア派諸派、キリス

ト教諸派など様々な宗派が含まれている。アサド政権は、それらの宗教的少数派の一つで

あるアラウィー派出身の軍人であったハーフィズ・アル＝アサドが築いた政権であるため、

アラウィー派の政権と見なされることが少なくないが、宗派意識に基づいた政権ではない。

バアス党（≈izb al-Ba‘th）を独裁的与党とするアサド政権は、公式にはアラブ社会主義を掲

げる世俗主義的民族主義政権であり、スンナ派をはじめ、各宗派の名望家や宗教指導者の

多くも取り込んでいた。とはいえ、権威主義体制の要となる軍と治安機関の幹部を地縁・

血縁に基づく個人的信頼関係で任命した結果、政権中枢にアラウィー派が多数を占めてい

ることは事実であり、シリア国内においてもアラウィー派の政権と見なされることが少な

くなかった。 

アラウィー派は、イスラームに基づいた宗派であることは間違いなく、現在のシリアと

イラン、レバノンにおいては、シーア派の一派とされているが、スンナ派ムスリムの間で

はイスラームから逸脱した「異端」として嫌悪されることも多い。そのため、アサド政権

は、国民の多数派を占めるスンナ派から「異端の政権」として敵視されることを警戒し、

スンナ派ムスリムの統制と懐柔を図る一方で、シリア・ムスリム同胞団などの政権を批判

するスンナ派イスラーム主義勢力に対しては徹底した弾圧を加えた。スンナ派ムスリムに

対する統制・懐柔策としては、スンナ派名望家の伝統的権益の制限と保証や新たな利権の

供与、中下層スンナ派国民の生活保護や登用に加えて、スンナ派名望家層と多くの部分で
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重なるウラマー層に対する統制・懐柔も重要である。具体的には、モスクの国家管理やイ

マーム（imām 礼拝先導者）やムフティー（muftīイスラーム法権威者）の国家任命、モス

クの建設・改修の支援やイスラーム教学研究・教育機関への支援などがあげられる。 

スンナ派名望家とウラマーは、概ね政権の統制・懐柔策に応えて政権に協力するように

なっていた。スンナ派ムスリムの間で、シリア・ムスリム同胞団への支持感情は強いよう

に見受けられるが、1982年のハマーでの虐殺とその後の徹底した取り締まりのために、組

織としての同胞団はシリア国内からほとんど掃討されていた。アル＝カーイダ系の集団の

ような、「過激な」イスラーム主義勢力の侵入が、アサド政権によって厳重に阻まれていた

ことはもちろんである。したがって、2011年までのシリアにおいては、「過激な」イスラー

ム主義はほとんど入り込んでおらず、スンナ派ムスリムの間に、シリア・ムスリム同胞団

に対する支持感情やアサド政権に対する反感が漠然とした形であったものの、彼らをまと

め得る存在としては、政権に協力的なスンナ派名望家とウラマーしかいないという状況に

あったのである。そうした状況は、2011年 3月以降、アサド政権と反体制運動の衝突が激

化していく中で急激に変化した。政権の暴力によって反体制活動への参加を余儀なくされ

た一般のスンナ派ムスリムとウラマーが、国外で活動を続けてきた同胞団系の活動家と合

流し、反体制諸派の間で「穏健な」イスラーム主義が存在感を強めていくのと平行して、

国外から「過激な」イスラーム主義武装集団が参戦している状況については、第 4節で分

析したとおりである。 

シリアの反体制諸派の間で存在感を強めている「穏健な」イスラーム主義に共感する

人々は、国民国家シリアの統合を維持したままアサド政権を打倒し、スンナ派イスラーム

の教理を倫理や社会的公正の基礎に位置づけつつ、少数派の権利に配慮した民主的で多元

的な社会の実現を目指すと語っている。アサド政権の統治機構を完全に破壊することは、

サッダーム政権崩壊後のイラクと同様の混乱を招くことになり、バッシャール大統領の退

陣と秘密警察やシャッビーハによる人権侵害の断罪は必須となるものの、通常の警察や軍

といった治安機構と各省庁の統治機構は温存したまま、政権移行に組み込んでいかなけれ

ばならないという。こうした穏健な変革の主張は、スンナ派の教理の共同体の秩序の維持

を重視する側面と良く合致しているが、スンナ派の教理のもう一方の側面である、サラフ

の時代への回帰やウンマの再興を強調する「過激な」イスラーム勢力がシリア国内に地盤

を確保することを阻止できるかが一つの問題となる。そして、外国の軍事介入が見込めず、

反体制諸派の軍事力によってバッシャール大統領を退陣に追い込む目処が立たない中で、

どのようにしてバッシャール大統領を退陣させるのかが、そもそもの難題である。 

この点に関して、第 1節に登場したアルトゥンウシュク教授は、バッシャール大統領以
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外のアサド政権のしかるべき幹部と交渉し、政権内部から弾圧の象徴であるバッシャール

大統領を退陣させる道筋を付けることが、軍事力によって政権の統治機構を破壊すること

なく政権移行に入る突破口になるとの認識を示した。連立も、この方策による内戦の終息

を模索してはいるようで、ハティーブ議長が 2月 4日に声明を発表し、交渉による危機の

解消のために、副大統領のファールーク・アッ＝シャルア Fārūq al-Shar‘a（在任 2006年－）

と協議する用意があると述べた。しかし、この呼びかけに対する政権側からの明確な反応

はなく、反体制諸派の間から様々な反対意見が表明されたことで、交渉の開始に結びつく

ことはなかった。 

国民国家シリアの枠組みを解体せずに「内戦」を政治的に解決し、移行過程に入ること

が最善とするならば、スンナ派ウラマーと「穏健な」イスラーム主義勢力を中心に反体制

諸派の意志統一を図っていくことは、現実的な選択肢と思われる。ウラマーと「穏健な」

イスラーム主義が、シリア国民の多数派を占めるスンナ派ムスリムの素朴な宗教感情に訴

え得ることで広範な支持を集める潜在力を持ち、反体制諸派の間で存在感を増しているこ

とは確かであるからである。その一方で、ウラマーと「穏健な」イスラーム主義に対する

支持は、広範である反面、脆弱である。素朴な宗教感情に訴えることは、確固とした主義

主張への確信的な支持に基づかないことの裏返しともなるからである。 

シリア・ムスリム同胞団と同様に、権威主義体制から激しい弾圧を受けて国外での活動

を中心としてきたチュニジアの「穏健」イスラーム主義政党のナフダ（≈arakat al-NafΩa 再

覚醒運動）は、2011年の革命後に帰国し、選挙を通して政権与党になった。このチュニジ

アの選挙結果について、民主化運動に参加していた世俗的・左派的なチュニジア人研究者

は、ナフダは、各政党の選挙公約などをよく理解できない貧しい人々の宗教感情に訴えた

ことで勝利を掴んだと評した。この評価は、エジプトの自由公正党の勝利や、シリアの反

体制諸派の間での「穏健」イスラーム主義への支持の拡大にもある程度当てはまるもので

あろう。 

 

７．「穏健」イスラーム主義と「アラブの春」の将来 

「アラブの春」と総称される運動は、いずれも、明確な理念や理想を掲げることなく、

独裁政権打倒を旗印に様々な思惑を持つ人々が集まって始まった。そのため、彼らが言う

ところの独裁政権を打倒した後、あるいは、独裁政権の打倒が見通せなくなる中で、独裁

政権打倒に代わる統一的な目標や思想を見い出すことに困難を抱えている。 

民族主義や社会主義といった世俗主義的な思想は、打倒を目指してきた権威主義体制が

掲げていたものだけに求心力を発揮することは難しい。また、世俗主義的な思想の人々は、
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欧米への留学経験を持つインテリや富裕層に多いイメージが強く、一般的な国民や反体制

運動の現場からは遠く感じられている。イスタンブルで面会したシリア人反体制活動家た

ちも、自分たちのようなイスラーム的な活動家は、シリア国内やトルコなどの近隣の中東

諸国、すなわち、政権との闘争の現場、もしくは、その近くで活動するが、世俗的な活動

家は、パリやロンドン、ワシントンで欧米人を相手にしていると述べて、世俗主義者の「現

場感」の薄さを批判した。 

イスラームの重視や「穏健な」イスラーム主義への共感は、欧米かぶれの世俗主義者へ

の反感と、他に適当な理念・理想が見い出せないという消極的な理由によって、ムスリム

の宗教感情を背景に醸成された脆弱なものなのである。その際、「過激な」イスラーム主義

よりも、「穏健な」イスラーム主義が多く支持される理由としては、スンナ派ムスリムの間

に根強い現行の秩序を維持しようとする性向をあげることもできるし、より一般的に、国

家や社会の根源的な変革を訴える主張は普通の人々の支持を得ることが少ないことをあげ

ることもできる。 

漠然として脆弱な「穏健な」イスラーム主義に対する支持は、状況の如何によっては、

より「過激な」イスラーム主義への支持や、宗教的少数派に対する反感などに流れる懸念

も強い。実際に、エジプトにおいては、経済の不調などを背景として、ヌール党（≈izb al Nūr）

などの「過激な」イスラーム主義勢力の伸張やコプト教会キリスト教徒と摩擦の増大が見

られる。チュニジアにおいても、「過激な」イスラーム主義勢力が支持を拡大し、シリアの

「内戦」においても、「自由シリア軍」の弱体ぶりや、政権との交渉を模索する連立を弱腰

と批判して、ヌスラ戦線などの妥協のない果敢な闘争姿勢への人気が高まっていることが

看取される。 

また、「穏健な」イスラーム主義とウラマーの関係にも不明な点が多い。イスラーム主

義は、その形成過程において、ウラマーに代表される伝統的なイスラームの硬直化と堕落

を批判してきた。イスタンブルで面会したウサーマ師は、シリアをイスラーム国家として

イスラーム法を国法の唯一の法源とすることには、非ムスリム国民の権利を制限してしま

うことから反対であり、自分が理想とする多元主義的で民主的なシリアにおいては、イス

ラーム法をアラウィー派の慣習やキリスト教の教会法などと並べて、国法の一つの法源に

位置づけなければならないと述べた。その一方で、シリア・ムスリム同胞団の主張は「ス

ンナ派の理想そのものである」として、同胞団に対する全面的な支持を表明した。しかし、

ムスリム同胞団は、ムスリム政府の樹立と、イスラーム的な統治制度の確立を目指して出

発した組織であり、その思想に従えば、イスラーム法を唯一の法としなければならない22
。

上述のウサーマ師の発言が、シリア・ムスリム同胞団が、シリアにおけるイスラーム国家
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の樹立という目標を変更したことを踏まえているのか、単にウサーマ師が同胞団の思想に

詳しくなかったのか、反体制諸派の統合のために同胞団と自分の思想の違いに目をつぶっ

ているのか、あるいは、異教徒の外国人である筆者に対してはイスラーム国家の樹立とい

う理想を隠していたのか、その真相は不明である。 

いずれにしても、「穏健」イスラーム主義やウラマーに対する広範な支持というものが、

様々な問題を含んでいることは確かである。とはいえ、シリアにおける暴力の応酬のこれ

以上の激化と犠牲者の増加を抑えて「内戦」を政治的に解決するためにも、エジプトやチュ

ニジアにおいて、民主的で安定した政治と社会を築いていくためにも、現時点では、スン

ナ派イスラームの秩序維持を重視する側面に共感し、「穏健な」イスラーム主義勢力を支持

する人々を中心とする以外に選択肢は見つからない。この選択肢が有効に機能するために

は、「穏健な」イスラーム主義勢力が、脆弱で漠然としたものでありながら広範な支持をつ

なぎ止める必要があり、そのためには、多くの人々の利益になる目に見える成果を示す必

要がある。トルコの公正発展党への安定的な支持も、同政権の下で達成された社会福祉政

策の充実や経済成長に支えられたものである。 

しかし、エジプトとチュニジアで政権与党となった「穏健」イスラーム政党と、シリア

の反体制諸派の中の「穏健」イスラーム主義勢力は、ここで大きな壁に直面している。エ

ジプトやチュニジアの政権与党は、海外からの観光や投資を呼び戻して経済を再建するこ

とができれば、多数の支持を安定的に確保して政治と社会を安定させることができるが、

そのためには、まず政権与党が有効な経済政策を実施できるだけの安定的な多数の支持を

獲得しなければならない。シリアの反体制諸派においても、「穏健な」イスラーム主義勢力

が、シリア国内における停戦を成立させ、流血の停止と国民生活の困窮を改善することが

できれば、シリア国内の国民の支持を背景に反体制諸派をまとめていくこともできると思

われるが、そのためには、反体制諸派の意志を統一して有効な停戦を成立させなければな

らない。つまり、鶏と卵の状況に陥っており、エジプト、チュニジア、シリア反体制諸派

のいずれにおいても、「穏健」イスラーム主義勢力が独力でこの状況を打開することは恐ら

くできない。したがって、鶏と卵の堂々巡りを打開するためには、外部からの支援が必須

と考えられるが、欧米諸国や日本政府の間には、イスラーム主義勢力に対する警戒感も強

く、また、それぞれが財政的な問題を抱えていることもあって、十分な支援が行われては

いない。 

ウサーマ師やイスタンブルで面会したイスラーム的なシリア人反体制活動家たちが

語った理想、すなわち、スンナ派イスラームの秩序の維持と公正さといった倫理を重視す

る側面に依拠しつつ、非ムスリムの宗教的少数派とも対等な関係を取り結んで、自由で安
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定した民主的・多元的なシリアの建設という理想に正面から異議を唱えられる者は少ない

であろう。また、民主主義と多元主義に基づいた安定という理想は、エジプトやチュニジ

アなど、「アラブの春」を経験した全ての国に望まれるものである。「穏健な」イスラーム

主義勢力が、このバラ色の未来を実現することが可能なのか、シリアにおいては、民主的

で多元的な社会を築くことができるとしても、それまでに後どれくらいの時間を費やし、

これまでに 6万人以上に及ぶと言われる犠牲者にさらに何名を足さなければならないのか、

その見通しは立っていない23
。それでもなお、「アラブの春」のその後の展開の中で、イス

ラーム主義が人々の間に支持を拡大している現実を見据え、国民国家体制を基礎とする国

際秩序を良しとするならば、日本を含めた国際社会は、「穏健な」イスラーム主義がその理

想を達成することを期待し、さらに積極的な支援を行っていかなければならないと考えら

れるのである。 
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日に発表した。「プレスリリース：シリア危機 100 万人が難民に」

<http://www.unhcr.or.jp/html/2013/03/pr-130306.html>, 2013 年 3 月 12 日閲覧。 
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第３章 湾岸諸国の「アラブの春」：デモの波及、外交そしてビジ

ネスチャンス 

 

辶十上 奈美江 

 

はじめに 

言論統制などが厳しいアラブ諸国では、これまで抗議行動は個人にとってコスト高と考

えられる傾向があった。このため、アラブ諸国では政権交代を迫るほどの抗議行動は起こ

らないと想定されることが多かった。2004 年に権威主義の頑健性について指摘したエ

ヴァ・ベリン[Bellin 2004]は、前例のない規模で階層を超えた抗議行動が起きたことについ

て途方もない驚きであったと表現している[Bellin 2012]。グレゴリー・ゴースは、「中東研

究はなぜアラブの春を予知できなかったのか」と題する論文を『フォーリン・アフェアー

ズ』に提出して議論を喚起した[Gause 2011a]。だが、エジプトなどでは 2000 年代から次第

に社会運動が発展していたことも指摘されている[Beinin 2011; 横田・ダルゥッシュ:2012]。

エジプトでは、2003 年のアメリカのイラク侵攻への反発から社会運動が始まり、2004 年に

はムバーラク大統領による政権の私物化への反発が「キファーヤ運動」として現れた。そ

の後、次第に運動の主体は知識人から労働者へとシフトしていった。 

「アラブの春」は一部のアラブ諸国の政権を転覆させたが、石油輸出による富の分配に

よって君主制を維持してきた湾岸諸国は「アラブの春」にどのような影響を受け、またど

のように反応したのか。本稿では、はじめに各国における抗議行動について整理し、それ

らがレント（不労所得）とどの程度関連しているかについて検討する。次に湾岸諸国が域

内で果たした役割について国別に整理する。そして、サウディアラビアとカタルはなぜ、

アラブの春において域内で積極的な役割を果たしたのかについて、ビジネス展開の可能性

およびムスリム同胞団の影響力拡大の可能性などを踏まえながら現段階での暫定的な考察

を提示する。 

 

１．湾岸諸国の「アラブの春」：レントは抗議行動と関係があったか 

まず「アラブの春」の湾岸諸国への影響と反応について整理する。 

 

（１）抗議行動に晒されたオマーン 

オマーンは、「アラブの春」の影響で閣僚 12 名を解雇するなど、政治的に少なくない打

撃を受けた。オマーンでは、2011 年 2 月に北東部の産業都市ソハールで約 2000 人が雇用
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創出と政権の腐敗の解消を求めてデモを起こした1。カブース国王は、閣僚 12 名を解雇し

たほか、検察官の独立性の尊重、消費者保護監視機関の設置、公務員の給料引き上げ、失

業手当引き上げなどの対策を講じた2。改革が不十分と考えた活動家らは、人権と自由を求

めて抗議を始めたところ、2012 年 6 月に 14 人の活動家が逮捕された。この逮捕によって

さらなる抗議行動が起こることになった3。 

 

（２）窮地に立たされたバハレーン 

バハレーンは、湾岸諸国ではもっとも危機的な状況に追いやられた例と言えるだろう。

2001 年に国民行動憲章が国民投票で 98％の賛成を得て立憲君主化したバハレーンでは、上

院が設置されるなど、湾岸諸国の中では民主化が進展するかと思われた。だが、上院議員

は国王による任命で、人々からの信頼は薄かった。その結果、2002 年の選挙ではシーア派

野党ウィファークを中心にボイコットが起きた。2006 年の選挙もスンニー派に都合が良い

ようなゲリマンダーが指摘された。2008 年および 2009 年には、政府はアル＝ハック党指

導者をはじめ、大勢のシーア派活動家を逮捕した。このような情勢下で行われた 2010 年の

選挙は「アラブの春の前哨戦」[Katzman 2012:5]とも指摘される様相を呈した。野党のウィ

ファークは 40 議席中 18 議席を獲得した一方で、スンニー派は 15 議席から 5 議席へと大き

く議席数を下げた。ハマド国王は、任命制の諮問評議会議員 40 人のうち 19 人をシーア派

議員とするなどの対策を講じたが、アラブの春の波及は防げなかった。 

国民行動憲章の国民投票からちょうど 10 年となる 2011 年 2 月 14日、大規模な抗議行動

が起きた。下院の権限を拡大する憲法の改正、下院でシーア派に過半数を取らせないよう

なゲリマンダーの解消、さらにはハリーファ首相の退任を求めた者もいた。抗議行動は拡

大し、治安部隊はゴム弾や催涙ガスで応酬し、数名のデモ参加者が殺害された。また下院

ではシーア派野党ウィファーク議員 18 人全員が辞任した。 

2 月 22 日には、真珠広場での抗議が最大数に達したと想定されており、その数は 20 万

人とも推算されている。ハマド国王は政治犯 308 人の恩赦を約束し、さらに数日後には首

長家の閣僚 2 名を解任することによって事態を沈静化しようとした。さらにサルマン皇太

子が、国民対話会議のための 7原則を提示し、公正な選挙区、国民の意思を反映する政治

などを提案した。だが、真珠広場に集結したデモ参加者は抗議行動をやめなかった。3 月

14日、バハレーン政府の要請に応じてサウディアラビアを中心とする湾岸の盾軍が派兵さ

れ、3 月 15日にはバハレーンは 3 カ月間の非常事態を宣言した。 

他方で政府は非常事態宣言の解除を急いだ。非常事態宣言は予定より 2 週間早い 6 月 1

日に終結、6 月下旬には湾岸の盾軍も撤退を開始した。7 月 2日には国民対話会議が開始さ
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れた。300 人の招待者のうち 40〜50 人がシーア派、このうちウィファーク党員は 5 人であっ

た。国民対話会議の結果、下院に閣僚の罷免権を与えるなどの提案が提出され、これらを

実施するための委員会も設置され、憲法改正作業が進められた。2011 年 11 月 26 日には、

提案の実施について監督するための 19 人からなる国家委員会を設置した。2012 年 3 月 3

日には、修正案が下院と諮問評議会からなる国民会議を通過し、国王によって批准された。

修正事項には、国王の諮問評議会議員任命に関する権限の制限などが含まれた。ウィファー

クは修正事項は不十分だとして拒否している。 

2012 年に入ってもデモの沈静化は困難であった。とりわけ政府は「正常化」の証明とし

て 4 月に F１グランプリの開催を予定していたことから、3 月には大規模なデモが起きた。

その後もデモは終息していない。 

 

（３）経済対策と部分的政治宗教改革で対応したサウディアラビア 

サウディアラビアは当初はデモの危機に晒されたものの、大規模な経済対策と部分的政

治宗教改革によって当面の危機を乗り切った。サウディアラビアで最初にデモが起きたの

は 2011 年 1 月 28日であった。西部の都市ジッダでは、過去数年間にわたって洪水による

死傷者が出ていたことから、脆弱なインフラに対する不満があがった。この時、最初に大

通りで声を上げたのは女性だったとされている。2 月 5日になると 40 人の女性が首都リヤ

ドの内務省前でデモを起こした。9.11テロ後、サウディアラビアではテロ容疑者数千人が

拘束された。彼らは裁判も行われないままにこう留され続けたが、女性たちは彼らの釈放

を要求して声を上げた。さらに隣国バハレーンでのデモが起きるようになると、東部州で

シーア派によるデモが頻発するようになった。東部州でのデモは激化し、11 月には少なく

とも数百人が通りで「サウード家に死を」と叫ぶデモが起きた。 

しかし、サウディアラビアにおけるデモは比較的早い時期に平和的なデモへと収斂する。

その一因は、政府がデモの波及を敏感に察知し、住宅ローン枠の拡大、奨学金の拡充、最

大 3 カ月間にわたる公務員の給料 15％ベースアップ、雇用創出、服役囚の恩赦など、総額

370億ドルにのぼる経済対策を 2011 年 2 月に発表したからだろう。2011 年 3 月には、2009

年には実施しなかった地方選挙を 6 年ぶりに実施することを宣言し、実際に 9 月に実施し

た。 

各地で小規模なデモは続いていたが、5 月中旬頃からは女性の自動車運転解禁を目指す

運動がより注目を浴びるようになった。運動に参加した女性の多くは見逃されたが、数名

の女性は拘束され、9 月には鞭打ち 10回の刑が確定した者もいた。だが、アブドゥッラー

国王は、即座に恩赦を出した。というのも、国王演説で、2015 年の地方選への女性の立候
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補・投票を容認し、2013 年から女性の諮問評議会議員を誕生させると宣言したばかりだっ

たからだ。 

サウディアラビアは、9.11以降推進してきた宗教界改革についても引き続き継続した。

アブドゥッラー国王は 2012 年 1 月、前任者を 3 年という異例の早さで解任し、アブドゥル

ラティーフ・アール＝シャイフを勧善懲悪委員長に任命した。アール＝シャイフ新委員長

は、女性の失業問題への取り組みの一環として女性の勧善懲悪委員会メンバーの雇用、勧

善懲悪委員会のボランティア・メンバーの廃止4などの新たな取り組みを次々と実行した。

他方で、宗教界の最高位であるアール＝シャイフ最高法官には、2011 年 2 月には抗議行動

について「イスラームの敵によって企てられた破壊的な行為」との見解を示させる[Gause 

2011b]など、宗教界の活用にも余念がなかった。 

さらに、サウディアラビア政府は失業対策を一層強化した。労働省は 2011 年から自国民

被雇用者割合に応じて企業を分類し、優良企業には優遇策、自国民の割合が低い企業には

罰則を課す制度「ニターカート(niţāqāt)」を実施している。また 2011 年 12 月からは、「ハー

フィズ・プログラム」と呼ばれる失業者支援を開始した。対象者は月額 2,000 リヤルを 12

カ月間受け取ることができる。さらに人材開発基金と労働省は、リカーアート(Liqā’āt)と

呼ばれる企業説明会を、首都リヤドをはじめとする主要都市で次々に実施した。サウディ

アラビア第二の都市ジッダで開催されたリカーアートには１万人が参加登録したとされる。 

サウディアラビア政府は 2009 年の失業率を 9.6％と発表しており、その内訳は男性 6.5％、

女性 22.5％である[SAMA 2011: 229]。しかし、若者の失業はより深刻である。米国中央情

報局(CIA)は、サウディアラビアの 15-24歳の失業率を男女あわせて 28.2％、うち男性失業

率が 23.6％に対して、女性失業率は 45.8％にのぼると推定している5。今回のアラブの春で

は、サウディアラビア政府は迅速な対応によってデモの拡大を防ぐことができた。しかし、

失業対策で効果を上げない限り、今後もデモの危機に晒される可能性は残されている。 

 

（４）引き続き政治が動くクウェート 

情勢は変化しているが、それがアラブの春の影響であると即座に判断しがたい例もある。

クウェートでは 2011 年 1 月、サバーハ首長がクウェート解放 20周年と独立 50周年を記念

して、すべての国民に食料配給券と 1000 ディナール(1 ディナール＝約 3.55米ドル)を支給

すると表明した。しかしこのことがかえって反発を招く引き金になった6。クウェート国籍

を有しないビドゥーンたちが、国籍を要求してデモを起こしたからである7。3 月になると

若者が首相の退陣を求め8、その後も時折デモについて報じられた。 

2012 年 6 月には憲法裁判所が同年 2 月の選挙を無効と判断し、10 月には国会を解散し
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た。解散は 2006 年以降 5 回目であった9。10 月 19 日にはサバーハ首長が選挙法に関する

首長令を出し、一人 4 票から 1 票にするよう命じた。2 月の選挙では野党が過半数を取っ

ていたため、国会解散に伴う選挙と、首長令による選挙法の改正により、野党側からは野

党の連携を困難にさせることへの懸念が表現されるようになった。ムサッラム・アル＝バ

ラク元首相は、10 月 15 日、首長令の発出の可能性を見越してデモを主導し、一時拘束さ

れた10。さらに首長令が発出されると、イスラミスト、リベラルおよび部族集団などを含

む数万人規模のデモが起き、治安部隊は催涙ガスやスタン擲弾で応酬した。 

 

（５）安定を維持したカタルとアラブ首長国連邦 

アラブ首長国連邦では若者を中心に 3 月 25 日に抗議デモが企てられたものの、十分な

インパクトのあるデモを展開することはできなかった。政府は 4 月になると 5 人の活動家

を拘束するなど、デモの拡大を未然に防ぐことに躍起になった。カタルにおいては、政府

に対する抗議運動は報じられていない。 

 

（６）レントと「アラブの春」 

以上のように、湾岸諸国は「アラブの春」の影響を異なるレベルで受けた。バハレーン

は湾岸の盾軍の派兵を受け入れる事態に陥ったし、オマーンでは 12 名もの閣僚を交代させ

ることとなった。サウディアラビアはデモに晒されたが迅速な措置で沈静化を図った。ク

ウェートでは、ビドゥーンらによる国籍要求運動が引き起こされたが、従来から政治的論

争が激しく、すべての政治情勢がアラブの春と関連しているかどうかは判断が難しい。し

かし、これらの国において特筆すべき変化は、デモが継続的あるいは断続的に起きたこと

であろう。たとえば、サウディアラビアでは、政府への改革要求は従来、請願書を通じて

要望されていた。集会が禁止されてきた同国において、数十人から数百人規模のデモが複

数回にわたって実践されたことは、政府への要求手段が確実に変化したことを示している。

だが、これらの国で起きたデモは、いずれも体制転換を引き起こすレベルには至らなかっ

た。また、アラブ首長国連邦やカタルのように、ほとんどアラブの影響を受けなかった国

もある。これらの差異が生まれた原因はどこにあるのだろうか。 

かつて「石油は民主主義を妨げるか」と題する論文の中でレントは民主主義を妨げ、権

威主義的体制を維持する効果があると論じたロス[Ross 2001] は、「アラブの春」に際して

も産油国は非産油国に比べてより民衆による抗議行動を受けにくかったと指摘している

[Ross 2011]。たしかに、産油国のうち「アラブの春」によって体制が転換したのはリビア

のみであり、しかもリビアの体制転換は北大西洋条約機構（NATO）の介入という外部要
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因が大きく影響したことは否めない。 

ロスの議論から産油国である湾岸諸国を眺めると、いずれの国家もアラブの春によって

体制転換は経験していないことがわかる。冒頭で紹介したゴースは、石油収入の有無に加

えて、国家が富を国民に適切に配分できるかどうかが鍵となると論じる。産油国リビアで

は政権が破綻した。他方で湾岸諸国は「アラブの春」も逆手に取ってパトロネージの配分

に成功した。中東情勢が不安定化し石油価格が上昇したので、湾岸諸国は、公務員の給料

引き上げ、消費材への手厚い補助金、そして雇用創出を実現することができたのである。

ゴースは、富を適切に配分することこそ政権維持の鍵であると論じる[Gause 2011a]。ゴー

スが論じるように、体制転換の可能性は、石油生産量と関連しているよりはむしろ一人当

たりの国民総所得と関連しているようである。石油生産量がもっとも多いサウディアラビ

アでは、民衆の抗議行動は一定のレベルにまで盛り上がった。他方で、一人当たりの国民

総所得が比較的高いカタル、アラブ首長国連邦、そしてクウェートにおいて、アラブの春

の国内への影響が比較的小さかった事実は注目に値する。税による富の再分配が行われな

いこれらの国においては、レントが必ずしも一人当たりの国民総所得として配分されるこ

とが保証されているわけではない。とはいえ、カタル人男性の平均的な給料が月額 20,721

カタル・リヤル(1 カタル・リヤル=約 3.63米ドル)、女性の場合には 15,313 カタル・リヤル

である11。湾岸諸国がシステムとして体制転換がより起こり難い君主制国家であることに

加えて、経済的豊かさが政権維持と一定程度関連し合っている可能性はあるだろう。 

 

グラフ 1-1 

 

出典：世銀 
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グラフ 1-2 

 

出典：世銀 

 

２．対「アラブの春」外交：サウディアラビアとカタルの調停・介入そして「二重基準」 

湾岸諸国における「アラブの春」のもう一つの特色は、サウディアラビアとカタルが、

「アラブの春」に揺れる国々の調停および介入においてその存在感を見せつけたことであ

るだろう。サウディアラビアは、チュニジアのベンアリ大統領の亡命を受け入れた。ムバー

ラク・エジプト大統領が民衆によるデモに晒されていた際には、アブドゥッラー国王がオ

バマ大統領にムバーラクに面目を失わせないよう警告したと伝えられている12。イエメン

でサーレハ大統領の退任を求める運動が激化すると、サウディアラビアは湾岸協力機構

（GCC）調停案では主導的役割を担ったし、大統領官邸が襲撃されてサーレハが負傷した

際にはサウディアラビアが治療のためにサーレハを受け入れた。バハレーンについては、

クウェートおよびカタルが当初、調停を試みたのに対して、サウディアラビアの主導で湾

岸の盾軍が派遣された。さらにサウディアラビアは、イランの脅威と「アラブの春」に対

峙するため GCC の拡大強化も狙ったが、その計画は他の加盟国には必ずしも受け入れら

れるものではなかった。2011 年 5 月にはサウディアラビアはヨルダン・モロッコの GCC

への招聘案を提示するも、加盟国から支持を得ることはできなかった。また 2012 年 5 月に

は湾岸連合(Gulf Union)の設立案を提示するが、支持したのはバハレーンのみであった。 

カタルは特にリビアとシリアについて積極的な介入を試みた。リビアについては、カタ

ルはアラブ諸国では初めて飛行禁止空域設定のためリビア上空に戦闘機を配備した。また

反体制派がベンガジを拠点として結成した「リビア暫定国民評議会」を承認した。シリア

については、カタルはアラブ連盟による対シリア制裁や監視団派遣を主導してきた。2012

年 6 月には、シリアの停戦実現のため挙国一致の「移行政府」設立を支援するジュネーブ
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合意に参加した。9 月には、ハマド首長が国連総会においてシリアへの軍事介入の必要性

を訴えた。同時に、反体制派への支援も進めており、2012 年 11 月にはドーハでシリア反

体制派が集結して、「シリア国民連合」を結成した。 

カタルは、2008 年「ドーハ合意」でレバノン各派を調停後、諸外国の調停に自信をつけ

てきた。レバノンのほか、イエメン政府軍とホーシー派、ジブチとエリトリアとの国境問

題、スーダン政府とダルフールとの調停を行っている[Kamrava 2011]。 

指導者個人に強力な権限が集中する湾岸諸国では、外交もしばしば指導者の個人的腕力

で展開される。このため、湾岸諸国がなぜ「アラブの春」において他国の調停あるいは介

入を積極的に行ったのかについて解明することは容易ではない。とはいえ、いくつかの仮

説を立ててみることはできるだろう。 

「アラブの春」における湾岸諸国の役割や反応について分析したシルビア・コロンボは、

サウディアラビアとカタルの「アラブの春」における関係を「役割分担」[Colombo 2012a]、

あるいは「競争」[Colombo 2012b]と表現した。だが、実際には、これらの二国間の役割分

担や競争のみならず、後で詳しく論じるように、調停や介入は両国のそれぞれの利害と関

係していたと思われる。ところでコロンボは、両国はいくつかのレベルで二重基準を適用

していると指摘している。その第一は、GCC 内外での二重基準である。両国は、GCC 外

では民衆による抗議を支持したのに対して、GCC 内では「アラブの春」を危機と見なして

行動したとされる。第二に、GCC は共和制よりは君主制を支持した点が指摘された。そし

て第三に GCC はシリアなどのシーア派を排し、スンニー派政権により好意的な姿勢を貫

いたと論じられた[Colombo2012a]。 

実際には、サウディアラビアは「アラブの春」の初期においては、ベンアリ大統領の亡

命を受け入れ、ムバーラク大統領の面目に配慮するなど、GCC外の共和国における民衆の

抗議行動を必ずしも支持していたわけではなかった。だが「アラブの春」の高揚に伴い、

湾岸諸国がある程度「アラブの春」に対する立場を変更した点は否めないだろう。また、

テロの脅威がある隣国のイエメン、兼ねてより緊張関係にあったカダフィ政権やアサド政

権と、首長家との強い結びつきを有するバハレーンとでは、異なる姿勢で対応した点も、

結果的な「二重基準」を引き起こす原因となった。 

 

３．「アラブの春」後の新政権と湾岸諸国の関係：ムスリム同胞団とビジネス 

（１）湾岸諸国による資金援助 

「アラブの春」後の新政権に湾岸諸国がどのような利害を有するのかについて検討する

ことも、湾岸諸国の「アラブの春」への対応の経緯を知るために欠かすことができない。
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カタル、サウディアラビア、アラブ首長国連邦、およびクウェートによる、エジプト、リビ

ア、シリア、バハレーン、オマーンそして世銀への支援額は、表 3-1 に示した通りである。 

 

表 3-1：湾岸諸国による支援額 

 カタル サウディア

ラビア 

アラブ首長

国連邦 

クウェート GCC 

エジプト ハマド・ムル

シ ー 会談後

10 億ドル支

援表明。5 億

ドル支払い済

み13。 

40 億ドル貸

付表明14。支

払いの有無

は不明15
 

30 億ドル支

援予定。支払

い方法は未

定16。 

30億ドル17
  

リビア リビア国家移

行評議 会 に

100 億ドル拠

出(2011 年 12

月)
18

 

 反体制派に

13 億 ド ル

(2011 年 6

月)
19

 

リビア国家

移行評議会

に 1 億 8100

万ドル拠出

か。クウェー

ト外相は明

言回避 (2011

年 4 月)
20

 

 

 シリア国民評

議会 inドーハ

(2012年 11月) 

１億ドル21
  100万ドル22

  

バハレーン     住居とイン

フラ整備の

ため 10 億ド

ル支援23。 

オマーン     住居とイン

フラ整備の

ため 10 億ド

ル支援24。 

世銀  移行期基金

として 2500

万ドル表明25
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これらの支援額の中には、すでに資金が拠出されたものもあるが、支援表明のみで実際

の支払いが完結していないケースも存在する。またクウェートのリビア国家移行評議会へ

の資金のように、実際に拠出されたかどうかが不明の資金も存在するほか、その他の有形

無形の支援があり得ることも無視できない。しかし、たとえばカタルによるリビア国家移

行評議会への支援のように、突出した支援額が示すプレゼンスも無視することはできない。

他方でアラブ首長国連邦が、カタルやサウディアラビアに比べれば控えめな支援にとどめ

ていることも、「アラブの春」後の新政権への湾岸諸国の意欲の差異を知るための一つの基

準となるかもしれない。 

 

（２）「アラブの春」が拓くビジネスチャンス 

なぜなら、湾岸諸国の新政権との関わりは、政治的関係に加えて、経済やビジネス上の

関係、そして宗教的な関係とも関連し合うと思われるからである。湾岸諸国が「アラブの

春」後の新政権下でビジネスチャンスを狙っていることは、「湾岸諸国による北アフリカの

再発見」[Colombo 2012b]、あるいは「湾岸諸国による新政権下での新たな機会の模索」

[Ghabra 2012]と指摘されている通りである。湾岸諸国による「アラブの春」経験国への投

資例として、以下がある。 

 

表 3-2：湾岸諸国によるアラブ諸国への投資 

 カタル サウディアラビア アラブ首長国連邦 

チュニジア  スースに電力プラン

ト建設合意(2012)
26

 

 

エジプト 地中海沿岸観光開発

に 180億ドル27
 

  

リビア カタル・ナショナル

銀行（QNB）がリビ

ア商業開発銀行の株

式 49％取得(2012 年

4 月)
28

 

サウディ・リビア・

ビジネスカウンシル29

UAE・リビア・ビジ

ネス会議の開催が予

定30
 

シリア カタルのシリア関与

は石油・ガス狙いか31

 UAE経済大臣がシリ

アのビジネスの潜在

性を指摘32
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湾岸諸国は、政権交代以前からエジプトやチュニジアに投資してきた。たとえばサウ

ディアラビアのファウワーズ・アル＝フカイル・グループはエジプト最大のショッピング

モール「モール・オブ・アラビア」をオープンさせたし、国営カタル・テレコムは、オラ

スコム・テレコムからオラスコム・テレコム・チュニジアを買収(2010 年 11 月)していた33。

アラブ首長国連邦投資例としては、エジプトのシェイク・ザーイド・シティ（1995 年）が

あるほか、チュニジアではチュニス・スポーツ・シティ(Bukhatir Group, 2008)の建設、ドバ

イ・ホールディングによるチュニジア・テレコムのポートフォリオがある。かつてチュニ

ジアにとってアラブ首長国連邦は最大の投資元であった。そしてカタル・テレコムは国営、

ドバイ・ホールディングが政府系の持ち株会社であることが示すように、これらの国々と

のビジネスが湾岸諸国の政府の利害と強く結びついていることも無視できない。表 3-2 が

示すように、「アラブの春」後に向けた湾岸諸国によるビジネス展開の意欲がうかがえる。 

 

（３）湾岸諸国とムスリム同胞団 

「アラブの春」で政変を経験した国では、ムスリム同胞団の勢力伸張が見られる。チュ

ニジア、エジプトでそれぞれ与党となったナフダ党、自由公正党はいずれもムスリム同胞

団系政党である。また、リビアでは同胞団系の公正建設党が 80 議席中 17 議席を獲得し、

第二党となった。シリア反体制派内でのムスリム同胞団の勢力拡大は明らかで、シリア国

民評議会の正式発足時（2011 年 10 月）メンバーの約 4 分の１が同胞団関係者であった[末

近 2012]。 

湾岸諸国が新政権あるいはシリア反体制派との政治的、経済的そしてビジネス上の関係

を構築するうえで、ムスリム同胞団の台頭は軽視できない潮流であるが、ムスリム同胞団

に対する姿勢は、サウディアラビア、アラブ首長国連邦とカタルとでは大きく異なってい

る。「サウディアラビアにとってムスリム同胞団はワッハーブ派と置換可能なイデオロ

ギー」[Ragab 2012]であり、いわゆるワッハーブ派のサウディアラビアはムスリム同胞団へ

の猜疑心を高めていることが指摘されている。実際に、すでに論じた通り、サウディアラ

ビアでは 9.11 後、そしてとりわけ「アラブの春」後に宗教界改革をいっそう促進しており、

「ワッハーブ派の近代化」が図られてきた（[Al-Atawneh 2010]参照）。しかし同時に、サウ

ディアラビアがムスリム同胞団系政党を支持していないと断言できない要素もある。ムル

シーが大統領に就任後に真っ先に外遊したのはサウディアラビアであった。 

アラブ首長国連邦では、ドバイのシリア総領事館前でアサド政権打倒を求めて抗議した

シリア人ムスリム同胞団の査証を剥奪したことで、ムスリム同胞団との関係悪化が表面化

する事件が起きた。この事件に際して、カタルを拠点に活動するユースフ・カラダーウィー
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がアラブ首長国連邦政府を非難したところ、ドバイ警察長官がカラダーウィーの逮捕を示

唆した。これに対して、エジプトのムスリム同胞団報道官は、アラブ首長国連邦がカラダー

ウィーを逮捕すれば、何らかの行動に出ると脅迫したのである。この後、GCC は声明を発

表し、エジプトのムスリム同胞団報道官を非難した34。 

他方で、同胞団に影響力を持つカラダーウィーを擁するカタルは、ムスリム同胞団に対

してより寛容な姿勢をとっている。カタルのハマド・ビン・ジャーシム首相は「イスラミ

スト政権は来るべき潮流」35と述べたほどである。 

 

むすび 

 本稿では、第一に、湾岸諸国における「アラブの春」の影響とレントの相関関係につい

ての検討を通じて、現状に関しては富の適切な分配を前提とした経済的豊かさと政権維持

とは相関関係があることが明らかになった。そして、サウディアラビアとカタルに焦点を

当てて、それぞれの国の「アラブの春」外交を概観すると、結果的にいくつかのレベルで

二重基準を引き起こしながら、GCC 域内の安定、君主制の正統性の確保、そしてスンニー

派支持という一定の方向性を有していることが明らかになった。 

だが、「アラブの春」後のビジネスチャンスについて検討することで、湾岸諸国はそれ

ぞれより実利的なビジネスチャンスを獲得する意欲を有していることが理解できる。その

ような企業の中には、政府系企業も存在する。湾岸諸国は、エジプトやチュニジアにおい

てすでにビジネスチャンスを獲得しつつある。また、リビアやシリアについても、政情が

安定すれば、湾岸諸国は真っ先にビジネスチャンスをつかみたいとの意欲を読み取ること

ができる。 

新政権で台頭しつつあるムスリム同胞団の拡大については、湾岸諸国の姿勢は国によっ

て差があると考えられる。アラブ首長国連邦はシリア人ムスリム同胞団員がドバイのシリ

ア総領事館前でデモを起こしたことをきっかけに、ムスリム同胞団との亀裂を深めた。他

方で、カタルはカラダーウィーを擁しており、ムスリム同胞団の台頭を不可避の潮流とし

て受け入れているようである。ムスリム同胞団の勢力拡大に対する姿勢が明確でないのが

サウディアラビアであった。国内ではとりわけ勧善懲悪委員会を中心とする宗教界の改革

を行い、ワッハーブ派を穏健なイスラームへと導こうとしている。このような中でムスリ

ム同胞団の国内への流入は望まないはずであると思われるが、ムルシー大統領の訪問を受

け入れ、ムスリム同胞団が台頭するエジプトやチュニジアの新政権へのビジネスの意欲を

示している。おそらくカタル以外の湾岸諸国は、「アラブの春」後の新政権から宗教的影響

が及ぶことを避けつつ、ビジネスを展開していきたいという交錯する思惑を抱いていると
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思われる。 

本稿では「アラブの春」の湾岸諸国への影響、「アラブの春」への湾岸諸国の調停と介

入、そして「アラブの春」後のビジネスチャンスについて検討したが、それぞれは一貫性

を有しているというよりは、むしろコロンボが指摘した二重基準に加えて、多くの矛盾し

合う点を有しているように見える。だが、湾岸諸国とて、「アラブの春」のような民衆の抗

議行動が決して起こらないと言い切れる訳ではない。オマーンやバハレーンの経験は、一

人当たりの国民総所得が比較的少ないサウディアラビアにとっては、対岸の火事ではない。

ましてやサウディアラビアでは国王をはじめとする政権中枢部の王族メンバーが高齢化し、

彼らの逝去が相次いでいる。2011 年 10 月にスルタン皇太子兼副首相が逝去し、その後任

に任命されたナーイフも 2012 年 6 月に逝去した。ナーイフの後任には、長年リヤド州知事

を務めたサルマン防衛相が選ばれ、2013 年 2 月には初代国王の息子の中でもっとも若いム

クリンが第二副首相に選ばれた。これまで、国王、皇太子、そして第二副首相はすべて初

代国王の息子たち（第二世代）から選ばれてきたが、ムクリンが第二副首相に任命された

ことで、ムクリンの後には第三世代（初代国王の孫）へとポストが譲られることが示され

たと言っても良い。知事や大臣には、徐々に第三世代が任命され始めているが、肥大化・

高齢化する王族の中で、誰がムクリンの後に就くかはサウディアラビアの今後の展望を知

るうえでも注目される。なぜなら、指導者に権力が集中する君主国において、体制維持と

相関関係にある国民の豊かさは、指導者の手腕に委ねられているからである。 
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第４章 イエメンとオマーン 

―「アラブの春」のなかの位置づけ― 

 

松本 弘 

１．問題の所在 

本章の担当は、「アラブの春」に関わるイエメンとオマーンの事例である。両国はアラ

ビア半島南部で隣接し、今次「アラブの春」においても大きな政治変化に見舞われた。し

かし、本章の目的は両国の比較にあるわけではない。周知のように、両国は隣国といえど

も共和制と王制、後発開発途上国と産油国といった、対照的な側面を多く持つ互いに異な

る国である。その違いを背景に、「アラブの春」のなかでの両国の政治変化もまったく異な

る展開や内容となっており、比較の対象として適当な事例とはいえない。 

ただし、両国はそれぞれに異なるアラブ諸国と比較を行なうと、両国のみならず「アラ

ブの春」全体を考えるためにも、大変興味深い事例となる。イエメンの場合はチュニジア、

エジプト、リビアといった政権交代がなされた共和制諸国、オマーンの場合はオマーン以

外の GCC 諸国が、その比較対象にあたる。詳細は後述するが、イエメンでは大統領が辞

任したものの、新大統領は前副大統領で、政権与党は野党と挙国一致内閣に参加して存続

している。上記 3カ国と比べれば、なんとも「中途半端」な展開であり、政権交代といえ

るかどうかも疑わしい。オマーンの事例はデモなどが 3カ月で収束したため、あまり注目

されることはなかったが、筆者は諮問評議会に立法権が付与されたことに、大きな政治的

意義を感じている。そして、その立法権付与はオマーンのみならず、GCC諸国の今後の政

治変化や民主化を考えるうえで、重要な判断材料となるものである。 

このため本章では、以下にイエメンとオマーンの事例を概観し、そののち前者はチュニ

ジア、エジプト、リビアとの比較を、後者は GCC 諸国との比較を通して、両国の政治変

化に対する考察を試みるとともに、そこから「アラブの春」全体に関わる問題点を指摘し

てみたい。 

 

２．イエメン 

（１）政変の経緯と現状 

チュニジアのベンアリ大統領亡命から 2日後の 2011年 1月 16日、首都のサナア大学で

1000人規模の「サーレハ（Ali Abdullah Saleh）大統領退陣要求集会」が開かれた。イエメ

ン政変の始まりであり、退陣要求はすぐに数万人による大規模な反政府デモに発展した。

大学前の交差点を「自由広場」と名付けたデモ隊は、そこを占拠して常駐することとなる。
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サーレハは自身や長男（アハマド共和国防衛隊司令官）の次期大統領選挙不出馬を表明し

たが、デモ隊は即時辞任の要求を続けた。反政府デモ隊とサーレハ支持派のデモ隊との衝

突が続くなか、治安部隊は衝突の抑制に努めていたが、3月 18日に反政府デモを銃撃して

弾圧に転じた。しかし、この弾圧により一部の軍将校（サーレハの異父弟であるアリー・

ムフセン・アハマル（Ali Muhsin Ahmar）第一機甲旅団長ら）、与党議員、在外大使らが政

権から離反した。弾圧は続行できず、サーレハはサウジアラビアに仲介を要請した。 

サウジアラビアは要請を GCC外相会議で協議し、4月 21日に GCCはイエメンにサーレ

ハの辞任と訴追免除を骨子とする調停案（後述）を提示した。イエメン政府と野党勢力は

この調停を受け入れたが、反政府デモ隊は訴追免除を不満としてこれを拒否した。サーレ

ハも要請をしておきながら、3回にわたり調停文書への署名を拒否した。5月 24日には、

治安部隊が部族勢力に攻撃を仕掛け、サナアの官庁街で市街戦となった。一方、南部では

イスラーム過激派の「アラビア半島のアルカーイダ（AQAP）」が、同月 27 日にズィング

バール市（アビヤン州州都）を、6月 16日にハウタ市（ラヘジ州州都）を攻撃し、市の中

心部を占拠した。これ以降、両市およびその周辺地域は AQAPとイスラーム過激派の「ア

ンサール・シャリーア」の勢力地となる。この間、サナアの大統領府での爆弾テロ（6月 3

日）によりサーレハが負傷し、治療のためサウジアラビアに出国した（同月 5日）。 

イエメン国内では野党勢力がアブドッラボ・マンスール・ハーディー（Abdrrabo Mansur 

Hadi）副大統領に大統領就任を要請したが、ハーディーはこれを拒否。サウジアラビアで

も、サウジ政府やサウジアラビアを訪問した米国のジョン・ブレナン・テロ対策担当大統

領補佐官が、サーレハに GCC 調停案への署名を求めたが、サーレハは応じなかった。大

統領不在のなかで、反政府デモ・部族勢力との衝突・AQAPとの戦闘が重なる異常事態は

続いた。9月 23日にサーレハは帰国したが事態に変化はなく、10月 21日にはイエメンに

対し GCC 調停案に基づく権力移譲、デモ隊弾圧の責任追及などを求める国連安保理決議

2014号が採択された。9月 30日には、イスラーム過激派の指導者アンワル・アウラーキー

が、米無人機の攻撃により殺害されている。 

11月 23日、サーレハは野党指導者とともに突然サウジアラビアを訪問し、GCC調停文

書に署名した。これによりサーレハはハーディー副大統領に大統領の権限を委譲し、形式

的には大統領職にとどまりながら、実質的に辞任した。反政府デモ隊がサーレハの訴追を

求め、野党勢力を非難するなか、12月 7日に野党勢力のムハンマド・サーリム・バーシン

ドワ（Muhammad Salim Basindwa）を首班とする挙国一致内閣が成立した。閣僚は、与党

「国民全体会議（GPC）」と野党勢力が半数ずつを占めた。2012年 1月 21日、議会はサー

レハ訴追免除の法案を可決し、ハーディーを大統領選挙の単独候補に指名した。2月 21日
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に大統領選挙が実施され、反政府デモ隊の多くも選挙に参加するなか、ハーディーが信任

投票で当選した（投票率 54.78％、信任 99.80％）。 

2011年 11月に署名された GCCの調停案は、同年 4月に提示されたものに修正が加えら

れ、2つの文書に再編されている。その主な内容は以下のとおりである。 

 

文書 1「GCCイニシアチヴ」（サーレハが署名） 

・GPCと野党勢力が閣僚を半数ずつ占める挙国一致内閣。 

・大統領およびその親族や側近高官に対する訴追免除。  

・大統領辞任、副大統領職務代行、大統領選挙、新憲法制定。 

文書 2「GCCイニシアチヴのための実施メカニズム」（サーレハと野党勢力代表者が署名） 

・移行期間第一期：署名から 90日以内の大統領選挙。議会はハーディー副大統領のみを候

補に指名。第二期：大統領選挙から 2年以内の新憲法制定、議会選挙、大統領選挙。 

・合意内容はイエメンの憲法と法規の代替をなし、これに対する異議申し立てはできない。 

・国軍の統一、軍事衝突の終結。国民対話委員会の設置。 

 

この調停は、「憲法・法規の代替をなし、異議申し立てができない」というきわめて異

例の超法規的措置であり、法的根拠や整合性を欠くものであるが、ともかく現在のイエメ

ンは移行期間の第二期にあたる。政府ではハーディーが大統領となったが、サーレハはサ

ナアで現在でも与党 GPCの党首を務め、ハーディーは GPCの No.2である幹事長のままで

ある。しかし、ハーディーは軍からのサーレハの親族や側近の排除を進め、4 月 7 日には

ムハンマド空軍司令官（サーレハの異父弟）、ターリク大統領警護隊司令官（サーレハの甥）

ら 20名を更迭した。8月 6日には、サーレハの長男アハマドが司令官を務める共和国防衛

隊の一部を新設した大統領防衛隊（大統領警護隊ではなく戦闘部隊）に移管した（このと

き、サーレハから離反した上記アリー・ムフセン・アハマル指揮下の第一機甲旅団の一部

も大統領防衛隊に移管された）。さらに 12月 19日には、共和国防衛隊そのものを国防相の

指揮下に移してアハマドから切り離し、ヤヒヤー中央治安部隊司令官（サーレハの甥）も

更迭した。これらの軍再編の折には、アハマド支持の共和国防衛隊の一部隊員が国防省に

押し掛けて警備の兵士と衝突するなどの事件も発生したが、これまで軍からのサーレハ親

族の排除は大きな混乱もなく進んでいる。また軍以外でも、サナア大学学長などのサーレ

ハにきわめて近かった政府高官は、辞表を提出させられている。 

南部での AQAPおよびアンサール・シャリーアとの戦闘は、6月に政府軍が上記ズィン

グバール市とハウタ市を奪還したとの発表があった。しかし、周辺地域は依然として AQAP
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やアンサール・シャリーアの勢力下にあり、数万人の住民がそこから非難して難民化する

一方、アンサール・シャリーアは支配地域で食料の配布やインフラ整備を行ない、住民へ

のサービスに努めていると伝えられる。彼らはサナアやアデンなどの都市部でも、治安機

関幹部や国防相を狙った爆弾テロ事件を続けており、5月 21日には翌日の南北イエメン統

一記念日に行なうパレード演習中の軍部隊に自爆テロを行ない、96人の死者を出している。 

政府軍は南部での戦闘を続行中で、米無人機もこれに参加している。The Bureau of 

Investigative Journalism（http://www.thebureauinvestigates.com/）による各種報道の取りまと

めによれば、イエメンにおける米無人機の攻撃による死者の累計は 374～1112名で、うち

民間人は 72～178名とされる。この数字は未確認ではあるが、当該地域は部族社会の伝統

が根強く、無人機によって部族民が死亡した場合、「血の復讐」と呼ばれる同害報復の対象

はイエメン政府に向かう。その結果、地元部族民が過激派に合流する事態も想定され、無

人機攻撃は過激派との戦闘に深刻な反動をもたらしている可能性が強い。 

移行期間第二期の最大の課題は新憲法を制定し、新憲法下で議会選挙と大統領選挙を実

施することであるが、新憲法の草案作成は国民対話委員会の発足をその前提にしている。

国民対話委員会は、政府・与野党と反政府デモに参加した各勢力や従前から政府と対立し

ていた南部運動、ホーシー派が参加して、対立の解消と政治改革を進めるための機関とさ

れる。ハーディーは 5月 6日に「国民対話のための連絡委員会」を設置し、イリヤーニー

元首相を委員長に任命して、その準備を開始させた。国民対話委員会の開催は 11月に予定

されていたが、準備は進まぬまま現在まで開催されていない。参加に難色を示している南

部運動に、政府側が委員会の半数を割り当てると提案したとか、ハーディーがサウジアラ

ビアでの開催を提案しているとかの報道もなされているが、詳しい状況は不明となってい

る。 

 

（２）「中途半端」の背景―イスラーム主義の展開― 

チュニジア、エジプト、リビアの事例と比較したイエメン政変の最大の特徴は、「政権

対反政府デモ」という単純な構図にとどまらず、部族勢力や AQAPといったイエメン固有

の不安定要因が政変に重なって現出し、その混迷を増幅させたことにある。この特徴が前

副大統領の大統領就任や与党の存続といった、政権交代の「中途半端さ」をもたらした理

由について、筆者は昨年度の報告書『中東政治変動の研究―「アラブの春」の現状と課題

―』の「イエメン政変の展開とその意味」において、以下のように説明した。 

「アラブの春」におけるサウジアラビアにとっての「イエメンの脅威」とは、政変や民

主化の波及などではなく、政変によって混乱が加速度的に進み国家が破綻状態となって、
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アラビア半島最大の人口を有するイエメンから多くの経済難民が自国に流入することであ

る。それゆえにイエメンの混乱を収めるため、サウジアラビアは調停を依頼したサーレハ

の署名拒否という外交上の非礼に目をつぶり、負傷したサーレハを受け入れ、GCC調停案

への署名を説得し続けた。米国もまた、対イエメン外交の最重要課題が AQAP対策である

ため、「アラブの春」において他のアラブ諸国には国務省が対応にあたったのに対し、イエ

メンへの対応は上記ブレナン大統領補佐官が務めた。イエメンにおける過度の混乱が、

AQAP対策に支障をきたす事態を憂慮していたことは疑いない。この外交課題の重要性は、

ブレナンがオバマ政権 2期目の CIA長官に就任したことからもうかがえる。 

「サウジアラビアの隣国」というイエメンの位置は、政変による政治変化や政治改革を

貫徹させず、サウジや米国の意向に沿った「とりあえずの解決」にとどまる状況をもたら

すことになる。むろん、AQAPなどの不安定要因を政権への求心力や外国からの援助獲得

に利用するイエメンの「悪癖」も、「中途半端」の理由かつ自己責任である。筆者は今もこ

の仮説を変えてはいないが、ここではその背景として、イエメンにおけるイスラーム主義

の展開を見ることとする。そして、そこから捉えられる「アラブの春」全体への問題点の

指摘を試みたい。 

イエメンにおけるイスラーム主義の最大の特徴は、1990年の南北イエメン統一（現イエ

メン共和国の成立）まで、イスラーム主義そのものが存在していなかったことにある。旧

北イエメン（イエメン・アラブ共和国）にはイエメン・ムスリム同胞団が存在していたが、

これは大政翼賛組織（上記 GPC、統一後は政党）に組み込まれた政府支持勢力の一つで、

実質的な活動は無きに等しかった。旧南イエメン（イエメン民主主義人民共和国）では、

イギリスからの独立時にマルクス・レーニン主義の民族解放戦線が全権を掌握すると、イ

スラーム主義の担い手となるべき保守的なウラマーや知識人、部族長などがサウジアラビ

アに亡命し、国内の基盤が失われた。他のアラブ諸国ではイスラーム主義の運動に関わる

長い伝統があるが、イエメンでのそれはわずか 20年ほどに過ぎない。イエメンのイスラー

ム主義は、統一後の民主化に伴なうイスラーム政党の成立と、統一時の特赦と湾岸戦争に

伴なうサウジアラビアからのイエメン人帰国に起因するイスラーム過激派の成立の 2つに

大別される。 

前者のイスラーム政党は、普通選挙と複数政党制の導入という民主化のなかで設立され

たイエメン改革党（略称イスラーハ）である。これは、ムスリム同胞団と部族勢力が GPC

から分離してできた政党で、統一後 3回の総選挙でいずれも第二党となっている（第 1回

総選挙後の 1993～97年は連立与党、1997年第 2回総選挙以降現在まで最大野党）。チュニ

ジア、エジプト、リビアではイスラーム政党は禁止されていたが、イエメンでは認可され、
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選挙を通じて通常の政治活動を行なっていた。上記 3カ国では「アラブの春」によってイ

スラーム政党が設立され、総選挙で比較第一党となったが、イエメンのイスラーハは野党

勢力の一翼を担うものの、多大な期待は寄せられず、それへの支持は従前と特に変わって

いない。イスラーム政党が認可されていたアラブ諸国では、イスラーム政党が総選挙で強

いのは認可を受けて参加した 1回目か、せいぜい 2回目までで、その後は得票率も議席数

も下降線をたどる例が多い。 

イエメンのイスラーハは、過去 3回の総選挙（定数 301）で議席を 63から 46に落とし

ている。ヨルダンのイスラーム行動戦線党（ムスリム同胞団）は、初参加の 1993年総選挙

で 80議席中 17議席を得たが、その後議会定数が 120議席まで拡大しているにもかかわら

ず、その後の選挙でこの獲得議席数を上回ったことがない。アルジェリアでは、内戦終結

後の 1997年総選挙でイスラーム政党（平和のための社会運動）が第二党となり、連立政権

に参加した。しかし、その後は議席を減らして連立から外れ、「アラブの春」後の 2012年

5 月の総選挙では、イスラーム政党 3 党で政党連合（緑のアルジェリア運動）を組んで第

三位の結果となった。イラクでは、2005年の第 1回総選挙でシーア派政党（統一イラク連

合）が第一党となったが、2010年の第 2回総選挙では世俗派の政党（イラーキーヤ）が第

一党となった。過去 3回の総選挙で議席を増やし続けているイスラーム政党は、モロッコ

の公正発展党のみである。チュニジア、エジプト、リビアのイスラーム政党が、今後の総

選挙でどのような結果を見せるのか注目される。 

後者の過激派は、旧南北イエメン時代の国外追放者、亡命者などへの統一時の帰国の特

赦および湾岸戦争時の出稼ぎイエメン人の追放により、サウジアラビアでオサーマ・ビン

ラーデンと関係していたイエメン人が帰国したことから生じている。その中心には旧南イ

エメンから共産主義を嫌ってサウジアラビアに亡命し、オサーマのアフガニスタン義勇兵

募集に応じた者たちがいた。彼らは、当初「アデン・アビヤン・イスラーム軍」などを名

乗り、米海軍艦艇や仏タンカーなどへの自爆テロを繰り返した。 

過激派に関わるイエメンの特徴は、彼らが最初から対米ジハードに特化する「国際派

internationalism」であったことである。エジプトなどでの過激派は、当初は自国でのイス

ラーム革命やイスラーム国家樹立を目指していた。けれども、その過度な暴力により自国

内で孤立してしまい、1990年代後半からアフガニスタンに移って、対米ジハードを唱える

「アルカーイダ」に参加する。イエメンの過激派には、このような「国際派」への転向と

いうプロセスがない。彼らは成立時からイエメンという国に関心がなく、その目的はイエ

メンにおけるオサーマ直伝の対米ジハードのみであった。 

その後、イエメン政府が「テロとの戦い」に参加して過激派の掃討を続けると、イエメ
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ンの治安機関への報復攻撃が行われるようになり、また過激派の主体も上記「帰国組」か

ら、彼らにリクルートされたイエメン生まれの青年たちである「在地組」に移っていった。

そして 2009 年 1 月、この「在地組」がサウジアラビアから逃げてきた過激派とともに、

AQAP結成を発表した。 

ところが、この AQAPから分離したとも、別組織ながら協力関係にあるともいわれるア

ンサール・シャリーアは、「国際派」ではない。彼らはイエメン史上初めて、イエメンでの

イスラーム国家樹立を目指す過激派である。その成立過程や組織の実態は不明のままだが、

そこには「アラブの春」を契機として過激派の変質が起きている状況を見てとれる。2011

年の政変まで、イエメンのイスラーム過激派は米国その他の外国のプレゼンスをテロの標

的とするか、眼前の敵である治安機関への攻撃を行なうだけで、イエメンにおけるイスラー

ム国家の建設やシャリーアの施行などは唱えたことがなかった。それが南部における武装

蜂起によって、いわば彼らの「解放区」を手に入れると、突然イエメンにおける社会や国

家の変革を意識し、公言するようになった。 

そして、そのような変質はイエメンだけでなく、他のアラブ諸国でも起きている。過激

派がアフガニスタンに移って「国際派」となったことにより、アラブ諸国ではテロ事件が

激減した。過激派が対米ジハードに特化したことにより、逆に彼らの出身地であるアラブ

諸国では治安の安定化が進んだ。しかし、「アラブの春」で政権交代や体制変革を目の当た

りにした過激派またはその予備軍的な存在は、一度はあきらめた自国でのイスラーム国家

樹立の可能性を再び見出したのではないか。 

報道ではチュニジア、エジプト、リビアでも、アンサール・シャリーアと名乗る過激派

が各国でのイスラーム国家樹立を目指しているとされる。これらもまた、その詳細が不明

のため明確な論評はできないが、アルジェリアで人質事件を起こした「血判大隊」なども

同じ背景を持つものといえるかもしれない。過去に「国際派」に転向した過激派あるいは

各国で生じつつある新たな過激派が、「アラブの春」によって以前のような自国での革命を

目指す過激派に回帰しているとすれば、再びアラブ諸国でのテロ事件が増加することも考

えられる（イエメンは回帰ではなく変質）。ただし、「アラブの春」によりイスラーム政党

が認可され、またイスラーム政党への批判も公然と叫ばれる状況では、権威主義政権時代

に一時期見られた人々の過激派への共感といったものはあり得ない。このため、過激派が

政治的な影響力を持つことはないであろうが、小さな存在であり続けるゆえに、過激派が

より大きな暴力に走るということも考えられよう。 
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３．オマーン 

（１）デモと政治改革 

チュニジアのベンアリ大統領亡命から 3日後の 2011年 1月 17日、300人ほどのオマー

ン人が首都マスカットの官庁街で汚職を非難し、生活の改善などを訴えるデモを行なった。

オマーンにおける反政府デモの始まりである。1カ月後の 2月 18日に、再び 300人ほどが

同じ場所でデモを行ない、同月 25日には南部の都市サラーラで数百人が、翌 26日には北

部の都市ソハールで約 2000人がデモを行ない、内陸部のイブリ、ダンク、ヤンクルやスー

ルといった町にもデモが広がった。ソハールのデモは暴動に発展し、警官隊との衝突も生

じた。マスカット、サラーラ、ソハールの市街中心部では座り込みが続き、多くの企業、

官庁、学校では賃上げや職場環境の改善など、さまざまな要求を掲げたストライキが頻発

した。一方、3 月 1 日にはマスカットで国王支持のデモも行われ、各地で反政府デモと国

王支持デモが繰り返される展開となった。 

これらの抗議活動に対し政府は、2月 16日以降断続的に最低賃金の引き上げ、5万人の

雇用創出、求職者手当（失業手当）の支給、貧困家庭への社会保障費増額、公務員の給与・

年金・退職金増額などを発表した。政府はこれらの対応のため、10億オマーン・リアルの

追加予算を組んだが、原油価格の高騰と GCC からの 10 年間で 10 億ドルの財政援助決定

により、その財政負担は賄われた。しかし、オマーンの事例の特徴は、GCC諸国で以前か

ら繰り返されてきたこのような「ばらまき」による不満解消ではなく、国王側近の大物政

治家の退場や立法権付与などの政治改革といった政治変化にある。 

反政府デモは当初から政府の汚職を攻撃し、とりわけ汚職に関わっている閣僚の罷免を

要求していた。国王は、ソハールで大規模なデモが発生した 2月 26日に、まず批判の強かっ

た閣僚 6名を異動させた。3月 5日には宮内相と王宮府長官を更迭し、7日に 12名の閣僚

を交代させ、13日に王立警察長官を更迭した。その後も内閣改造は続き、結果的に閣僚 29

名中 20名が入れ替わった。以前から汚職で批判され、この時実質的に罷免された国家経済

相、商工相と、宮内相、王宮府長官、王立警察長官は 1970年のカーブース国王（Sultan Qabus）

即位以来、国王の側近であり続けた人物である。ただし、これらの閣僚交代をデモの要求

に国王が屈したものと考えるのは早計であろう。確かにデモによる非難や要求がなければ

生じていないものだが、むしろこれは国王が抗議活動を一つの機会と捉えて、人事の刷新

や世代交代を断行したものと理解すべきである。彼ら旧世代の政治家は国王側近であるが

ゆえに、近年台頭してきた相対的に若い世代のテクノクラート達にとっては、その活躍を

制限または阻害するような存在であり、彼らの退場は世代交代という大きな社会需要に

沿ったものであったといえる。3月 30日に検察庁は、前閣僚らの汚職容疑での起訴を証拠
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不十分で見送った。このことは、国王にとって閣僚罷免の目的が、必ずしも汚職の摘発で

はなかったことを意味している。 

3月 7日の閣僚交代では、初めて諮問評議会（後述）から議員 5名が閣僚に任命された。

この他にも、国家経済省の廃止と財務省の設置、検察庁の独立、物価を監視する消費者庁

の新設、地方議会・国立大学・イスラーム銀行の新設が発表された。なかでも、3月 13日

にオマーン議会（後述）に立法権と行政監査権を付与する勅令が発せられた。このとき、

憲法に相当する国家基本法の改正のための委員会が設けられ、10 月 19 日に勅令により国

家基本法が改正された。改正内容は、オマーン議会への法案提出権の付与と議会による正

副議長の選出（以前は国王による任命）などであった（法の公布は国王の裁可と勅令によっ

てなされるので、国王への法案提出権が立法権にあたる）。 

このような政府の対応により、各地のデモや座り込みの参加者は減少を続けた。3月 29

日には、ソハールで警察と治安部隊が座り込みを強制撤去し、4 月 1 日にこれに抗議する

デモ隊と警察・治安部隊が衝突した。しかし、この衝突後にソハールでのデモや座り込み

は見られなくなった。5月 12日夜、警察と治安部隊はマスカット、サラーラ、スールで座

り込みを続けていた者たちを一斉に逮捕した。サラーラでは翌 13日から 14日にかけて、

逮捕に抗議する者たちと軍部隊が衝突したが、ソハールと同様に衝突後はデモなどが生じ

なくなった。この一斉逮捕により、オマーンの抗議行動は収束した。各地の逮捕者は計数

百人とされたが、その大半はすぐに国王の特赦により釈放された。 

2011年 10月 15日、任期満了に伴なう第 7期諮問評議会選挙（任期 4年、定数 84）が実

施された。同年前半の抗議行動の影響から従前よりも活発な選挙となり、立候補者は前回

の 632名から 1133名に増加し、投票率も前回の 62.7％から 76.6％に上昇した（登録選挙人

の中の投票率。有権者人口では推定で前回の 19.9％から 44.0％に上昇）。当選者の顔ぶれ

に大きな変化はなかったが、上記反政府デモの活動家 3名（ターリブ・マアリー、サーリ

ム・アウーフィー、サーリム・ムハンマド・マアシャーニー）が初当選を果たした。 

 

（２）オマーンと GCC諸国 

オマーン議会とは、下院に相当するといわれる諮問評議会と上院に相当するといわれる

国家評議会の両院を指す。諮問評議会は 1991年に設置されたもので、当初その議員は国王

の任命であったが、1997年の第 3期から州知事により選出された選挙人が議員を選ぶ制限

選挙が導入され、2003 年の第 5 期からは 21 歳以上のすべての国民（軍・治安関係者を除

く）による普通選挙（総選挙）が導入された。国家評議会は 1997年の上記制限選挙導入を

契機に、国王任命制の諮問評議会として新たに設けられたものである（現在は任期 4年、
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定数 83）。諮問評議会は政府作成の法案（国防・治安・外交に関わるものを除く）を審議

し、国王や政府に提言を行なう機関であり、同時に閣僚から担当省庁の職務などの報告を

受け、その内容を審議して、これについても国王または政府に提言を行なう。国家評議会

には各省庁からの報告などはなく、法案の審議のみとなっている。 

今回、このオマーン議会に立法権が付与されたことにより、両院による法案の作成や修

正が可能になったことになる。しかしながら、法案に関わる審議と提言は従前から行われ

ており、立法権の付与といっても、その作業自体に大きな変化があるとは思えない。閣僚

の交代と同様に反政府デモを契機として、現状に即した公式な権限を与えるという改革を

現実主義的な判断で行なったものといえる。ただし、GCC諸国という範囲でこの立法権付

与を見た場合、それはやはり大きな意味を持つ画期的、歴史的な政治変化であるといわざ

るをえない。 

周知のように、立法権を有する議会を持つ GCC 諸国として、オマーンはクウェート、

バハレーンに次ぐ 3番目の国となった。つまり、サウジアラビア、カタル、アラブ首長国

連邦（UAE）には、立法権を有する議会は存在しない。これまでのオマーンと同じく、立

法権のない諮問評議会が設置されているのみである。紙数の制約から詳細は割愛するが、6

カ国それぞれの政治制度および政治状況を見てみると、諸要素が互いに錯綜した状況であ

ることがわかる。 

すべての国で行政権は国王のみに属しているが、立法権はクウェート、バハレーン、オ

マーンで国王と議会、サウジアラビア、カタル、UAEでは国王のみに属している。それゆ

え、議会と普通選挙（総選挙）をともに有しているのはクウェート、バハレーン、オマー

ンの 3カ国となる。政党はすべての国で禁止されているが、クウェートとバハレーンでは

政治団体の活動が認められ、それらは実質的に政党の役割を果たしている。しかし、両国

と並んで議会を有することとなったオマーンでは、サウジアラビア、カタル、UAEと同様

に政治団体の結成・活動は認められていない。UAE の連邦諮問評議会では議員 40 名の半

数が、各首長が選出した選挙人によって選挙される制限選挙によって選ばれ、選挙も首長

国ごとに行われる。 

サウジアラビア、カタルの国レベルの諮問評議会は議員全員が国王の任命だが、両国と

もに各行政区域ごとに設置された地方諮問評議会の選挙が行われている。サウジアラビア

では、178 の行政区にある地方諮問評議会の議員の半数が男性のみの普通選挙で選ばれる

（残り半数は都市村落大臣による任命。この他に 13の州諮問評議会があり、議員全員が首

相によって任命される）。カタルでは、州レベルの地方諮問評議会の議員全員を普通選挙で

選ぶ。カタルは 2003年に発布された新憲法で、国レベルの諮問評議会に立法権を付与し、
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議員を 30名から 45名に増加させて、うち 30名を普通選挙で選び、残り 15名を首長によ

る任命とすると規定した。しかし、その後 10年を経た現在まで、立法権の付与も選挙も実

施されていない。カタルの国レベルの諮問評議会議員は依然として首長の任命であり、選

挙が行われているのは地方諮問評議会のみである。「アラブの春」で派手なパフォーマンス

外交を展開したカタルだが、自国の民主化は手つかずのままとなっている。 

議会、選挙、疑似政党政治といった観点からは、クウェートとバハレーンが GCCをリー

ドしており、それにオマーンが続くといった展開に見えるが、実情はそれほど単純ではな

い。クウェートとバハレーンでは、議会と国王・政府の対立が恒常化しており、これが深

刻な政治的混乱を長期にわたり生じさせている。一方、サウジアラビアの諮問評議会では、

オマーンに劣らぬほど法案に関わる審議や提言が活発に行われている。それは実質的な立

法作業と呼んで差し支えない状況であり、この点だけを見ればサウジアラビアの諮問評議

会への立法権付与は、オマーンと同様に現実的な選択肢であるといえる。総選挙の経験は

ないが、地方レベルでの普通選挙は実施しており、国レベルの諮問評議会に選挙を導入す

ることにも、さしたる技術的障害はない。普通選挙が実施されていないのは UAE のみで

あり、UAEには近い将来の変化は期待できない。 

ここで注目すべきは、やはりオマーンとサウジアラビアの諮問評議会における法案への

積極的な関与である。オマーン、サウジアラビアほどではないが、カタル、UAEの諮問評

議会でも法案審議などが進んでいる。この変化は、社会からの立法権や民主化の要求に基

づくものではなく、実は各国における立法の需要増大を背景としている。もともと諮問評

議会は、1991～92 年湾岸危機・戦争時などにおける GCC 諸国の非民主的状況に対する批

判という、「外圧」を契機として設立された例が多い。そのため、当初はいわば「お飾り」

の組織であり、その任命議員は「名誉職」的なものに過ぎなかった。そのような時期まで、

実際の立法は行政府が法曹法によって行なってきた。しかし、経済発展や社会変容が進む

なか、次第に立法の需要が行政府の立法能力を凌駕していき、特に近年はグローバル化や

環境問題などから、新たな立法の必要性が切迫している。すでに行政府による立法では立

ち行かない状況に陥っており、その代替のために諮問評議会での立法作業が期待され、実

現しているのである。 

いわば、諮問評議会への立法権付与は、国王からの権力移譲ないし分散というより、正

常な国家運営に必要な職掌分担という側面の方が強くなっている。それゆえ、「アラブの春」

を契機としたオマーンにおける諮問評議会への立法権付与は、現実主義的な判断を優先し

た「英断」であり、今後のサウジアラビア、カタル、UAEにおいて同様な政治判断を促す

先駆けであるとも評価できる。ただし、そのオマーンでも団体の結社・活動や思想・報道
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の自由などは著しく制限されており、将来への課題は大きい。 

民主化は、決して民主化そのものを目的として生じるとは限らない。民主主義は、目的

であると同時に問題解決のための手段でもある。諮問評議会への立法権付与が、問題解決

のための民主化に相当するといった状況が現れれば、GCC諸国における民主化に向けた政

治変化が、一気に加速される可能性も想定できよう。 
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第５章 アラブ諸国の政治変動に対するトルコの影響 

 

今井 宏平 

 

はじめに 

2010 年末から現在に至る「アラブの春」による一連の混乱と改革は、良くも悪くも中東

におけるトルコの存在感を際立たせた。2011 年において、トルコは「アラブの春」が起こっ

たチュニジアやエジプトの改革のモデルとみなされ、レジェップ・タイイップ・エルドア

ン（Recep Tayyip Erdoğan）首相やアフメット・ダーヴトオール（Ahmet Davutoğlu）外相の

演説に多くの政府関係者、民衆が耳を傾けた。しかし、2012 年になるとトルコは改革のモ

デルではなく、「アラブの春」に端を発したシリアにおける混乱の最前線に位置する国家と

して認知されるようになった。 

本稿は、トルコのチュニジア、エジプト、リビア、シリアに対する対応を概観したうえ

で、トルコを改革のモデルとする「トルコ・モデル」と、ダーヴトオール外相が主導する

公正発展党（Adalet ve Kalkınma partisi: 通称 AK parti ）の外交政策、いわゆる「ダーヴト

オール・ドクトリン」の変容について検証する。「ダーヴトオール・ドクトリン」は、地域

秩序と国際秩序の安定化に貢献することをその目的とし、手段としてソフトパワーに基づ

く威信政策と、援助政策や貿易の拡大といった非安全保障分野における実利的な政策を用

いてきた。2011 年前半に多くの報告書や新聞で使用された公正発展党の「トルコ・モデル」

は、まさにソフトパワーに基づく威信政策であり、「ダーヴトオール・ドクトリン」の路線

に沿ったものであった。ただし、「トルコ・モデル」のチュニジアやエジプトへの適用もイ

スラームのあり方をめぐって解釈の違いがあり、必ずしも成功しているとはいえない。ま

た、リビアとシリアに対するトルコの対応は、「ダーヴトオール・ドクトリン」の路線に必

ずしも沿うものではなかった。以下では、これらの要因を明らかにしていきたい。 

 

１．トルコの「アラブの春」への対応 

まず、この節においては「アラブの春」に端を発   する権威主義体制の崩壊、また

は内戦の激化に際して、トルコがどのような対応をとったかを概観する。 

 

（１）チュニジアとエジプトに対するトルコの対応 

チュニジアでのベン・アリー政権崩壊に際して、公正発展党が事前に講じた策はほとん

どなかった。しかし、ベン・アリー政権崩壊後はいち早く民衆支持を打ち出し、トルコが
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チュニジアの民主化の 1 つのモデルと成り得ることを示唆した。これに対し、イスラーム

政党であるナフダ党の党首でベン・アリーの国外脱出後に暫定大統領を務めたラシード・

ガンヌーシーが「トルコの保守民主主義の経験は、チュニジアにとって 1 つのモデルとな

る」と発言したことで「トルコ・モデル」の議論が活発になった1。 

一方、エジプトでの民衆蜂起に際して、エルドアン首相はアメリカのオバマ大統領と

2011 年 1月 30日に電話会談を行い、ムバーラク大統領に退陣を要求することを確認した。

そして、2 月 1 日にエルドアン首相はムバーラク大統領と電話会談し、直接退陣するよう

促した2。ムバーラク政権崩壊後、ムスリム同胞団の政党として自由公正党が設立され、エ

ジプトにおいても「トルコ・モデル」の議論が起こった。 

 

＜表 1：トルコとエジプト、チュニジアの政府高官の訪問＞ 

2011 年 1 月 30 日 

2 月 1 日 

2 月 22 日 

3 月 3 日 

4 月 10 日 

8 月 11 日 

9 月 12～15 日 

2012 年 1 月 10～11 日 

10 月 1 日 

11 月 17～18 日 

エルドアン首相とオバマ大統領がエジプトについて電話会談 

エルドアン首相がムバーラク大統領に退陣するよう促す 

ダーヴトオール外相がチュニジアを訪問、ガンヌーシーと会談 

ギュル大統領がエジプトを訪問、ムスリム同胞団の指導者層と会談 

ダーヴトオール外相がエジプトを訪問 

エジプトのアムル外相がトルコを訪問し、エルドアン首相、ギュル大統領と会談

エルドアン首相がリビア、エジプト、チュニジアを訪問 

チュニジアのアブドゥスセラム外相がトルコを訪問 

ムルシー大統領が公正発展党の総会に出席 

エルドアン首相と 5 人の閣僚がエジプトを訪問 

（トルコ主要紙を参考に筆者作成） 

 

（２）リビアに対するトルコの対応 

公正発展党のリビアに対する対応は、チュニジアとエジプトの事例に比べてより直接的

であった。その理由は、2011 年 3月 24日に北大西洋条約機構（NATO）が安保理決議 1973

を受けてリビアに介入することを決定したためであった。エルドアン首相は3月1日にカッ

ザーフィー（カダフィ）に電話で退陣を迫ったが、カッザーフィーと反政府勢力の間の抗

争が激化したため、トルコは NATO の 1 国として軍事作戦に参加することになった。しか

し、同胞のムスリムに対する攻撃によって国内世論、中東地域における影響力低下を懸念

した公正発展党政権は、空爆には関与せず、（ⅰ）人道的援助を供給するためのベンガジ空

港の取り締まり、（ⅱ）飛行禁止区域の取り締まり、（ⅲ）トルコ海軍（4隻の軍艦・1隻の
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潜水艦・1 隻の援助艦）による地中海のベンガジとクレタ間の海路警備、を実施すると発

表した。4月 5日に NATO のアナス・フォー・ラスムセン事務総長がトルコを訪問し、エ

ルドアン首相などと会談した際、トルコ政府はリビア攻撃に関して、（ⅰ）リビアの領土保

全、（ⅱ）リビア市民の安全の確保、（ⅲ）市民虐殺の停止、（ⅳ）最終的にリビアの正常化、

という 4点を強調した。6月 29日にトルコ政府は飛行禁止区域の取り締まりにも参加しな

いことを発表し、人道援助と海路警備の活動にだけ参加することとなった。 

 

（３）シリアに対するトルコの対応 

シリアにおいて 2011 年 3月 15日に初めての反政府デモが起こったが、シリアと極めて

友好的な関係にあったこと、当時はリビアに対する対応を迫られていたことからトルコの

シリアに対する対応は鈍かった。3 月末にようやくエルドアン首相がバッシャール・アサ

ド大統領に国民の要求を聞き入れるよう電話で説得したこと、ハカン・フィダン（Hakan 

Fidan）国家情報局長とアサド大統領が会談することを発表した3。当初は両国の友好関係

を理由に、シリアの混乱解決に自信をみせていたトルコだったが、（ⅰ）アサド政権が約束

しながらも一向に改革に着手しなかったこと、（ⅱ）2011 年 4 月末から難民がトルコ国境

に押し寄せ始めたこと、を受け次第にシリアに対する信頼感が損なわれていった。トルコ

政府はこの状況を打開すべく、同年 8月 9日にダーヴトオール外相をシリアに派遣した。

ダーヴトオール外相はアサド大統領と 6時間半にわたって会談し、「貴方は安全が保障され

てから改革を実行すると述べているが、そんな日はやってこない。改革は 1カ月後や 1週

間後ではなく、今日中に始めなければならない」と説得し、まずはシリア国民に対する武

力弾圧をやめるよう強く迫った4。アサド政権は、ダーヴトオール外相の訪問直後にハマー

県から軍隊を撤退させ、改革案も提示したが、すぐに反体制派への軍事行動が再開された。

このため、8月後半から、エルドアン首相、アブドゥッラー・ギュル（Abdullah Gül）大統

領、ダーヴトオール外相が揃ってシリアへの激しい批判を展開するようになった5。そして、

2011 年 9月 22日に武器輸出禁止措置、11月 30日に 9項目の経済制裁を実施することを発

表した。ダーヴトオール外相は、「2011 年 1 月からトルコは何度もシリアに改革を行うよ

うに働きかけてきたが、状況は改善せず、アサド政権はもはやシリア国内で正当性を失っ

た」と批判した。また、同年 10月 18日にトルコは反アサド政権の立場をとるシリア国民

評議会を正式に承認し、12 月 14 日にシリア国民評議会の事務所をイスタンブルに開設す

ることを決定した 。 
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２．「トルコ・モデル」の類型 

「アラブの春」において、イラン、サウジアラビア、トルコをモデルとするモデル論が

ある種の流行となった6。ここでのモデルは「デモンストレーション効果」に相当するもの

である。デモンストレーション効果とは、もともと「購買意欲や購買活動が他者からの影

響を受けること」という経済学の概念であったが、サミュエル・ハンチントンが（民主化

の）『第三の波』の中でそれを援用し、ある成功例が（ⅰ）類似の問題を抱える国家の先例

となる、（ⅱ）ある成功例が問題を解決する処方箋となりうることを示唆する、（ⅲ）ある

成功例が強固で魅力的な政治文化のモデルとみなされる、と政治学的に定義し直した概念

である7。「トルコ・モデル」の議論は、「アラブの春」において突然生じたものではなく、

「アラブの春」のケースを含めてこれまで歴史的に 4回トルコや他国の政策決定者たちに

よって議論されてきた（表 2参照）。 

 

＜表 2：4つの「トルコ・モデル」の比較＞ 

類型／項目 対象地域 成功例 スタンスと主な活動 支持者 

ケマル主導モデル イラン、パキスタンを

含む中東 

西洋化、世俗主義、 

上からの民主主義 

積極的でない 

首脳会談 

成功例を提示 

軍部、世俗主義者 

（特にエリート） 

オザル主導モデル 中央アジア・南コーカ

サス・バルカン半島 

市場経済、世俗主義、

西洋との良好な関係、

民主主義 

積極的 

テュルク系諸国会議 

中央アジア援助機関 

TİKA による援助 

一部のジャーナリスト 

アメリカのシンクタンク

 

アメリカ主導モデル 中東 民主主義と（穏健派）

イスラームの両立 

積極的（アメリカ） 

中東の民主化支援 

アメリカ政府高官 

一部のエルドアンの側近

公正発展党主導モデル 

＊特にその正当性 

調達過程に注目 

中東 市場経済、民主主義と

イスラームの両立、 

政軍関係の逆転 

積極的ではない 

首脳会談 

成功例を提示 

（これまで周辺に位置

づけられてきた）一般市民、

経済界 

（筆者作成） 

 

第 1のモデルはトルコ独立の父であり、初代大統領のムスタファ・ケマル（Mustafa Kemal）

主導のモデルで、ケマルの西洋化、近代化政策、特に 1931 年 5月の共和人民党大会で採択

された共和主義、国民主義（国民国家化）、人民主義（諸団体の連帯と協調によって階級意

識を乗り越える）、世俗主義、国家資本主義、革命主義（改革の実行）という「6 本の矢」
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を他国が参考にすることを意味した。端的に言うと、ケマルのモデルは権威主義国家にお

ける「上からの民主化」8と世俗主義の徹底の成功例であった。 

第 2 のモデルは 1983 年から 89 年まで首相、89 年から 93 年まで大統領を務めたトゥル

グット・オザル（Turgut Özal）が主導したもので、彼が進めていた新自由主義経済をソ連

崩壊後に建国された新興諸国に採用するよう、また「テュルク」という民族性とイスラー

ムという共通の宗教を拠り所とするトルコを国際社会における「先輩」として見習うよう

促すものであった。トルコはトルコ国際協力機構（TİKA）を通じた援助、フェットゥフッ

ラー・ギュレン（Fethullah Gülen）教団など草の根運動と連帯してトルコ語学校の設立を実

施した。しかし、中央アジアに十分な財政支援を行えるだけの経済力がトルコになかった

こと、中央アジア諸国が長い間ロシアの影響力を受けてきたために「テュルク」という民

族性が希薄だったこと、中央アジアの指導者たちのギュレン運動への警戒感などからこの

試みは失敗に終わった9。 

第 3 のモデルは、2003 年のイラク戦争後にアメリカをはじめとした西洋諸国が推奨した

ものであった。西洋諸国はイデオロギー的にオサーマ・ビン・ラーデンなど急進的なイス

ラーム主義者たちに対抗するため、トルコを「イスラームと民主主義両立のモデル」と見

なし、中東民主化計画の重要なパートナーとした10。しかし、アメリカ主導の中東民主化

計画はアンチ・アメリカニズムの高まりによって挫折し、同時にトルコをモデルとする案

もその正当性を失った。 

「アラブの春」に際して起こった「トルコ・モデル」は第 4 のモデルに当たる。このモ

デルの中核となっているのが、公正発展党の正当性調達過程（いくつかの点はそれ以前の

親イスラーム政党から実施されていた）である。オリヴィエ・ロワは、公正発展党が他の

イスラーム政党のモデルとなる理由を、（ⅰ）近代的な政党化、（ⅱ）1 部の敬虔なムスリ

ム以外の人々も支持層に取り込む、（ⅲ）宗教的規範を保守的な価値観に置き換える、（ⅳ）

新自由主義への対応、（ⅴ）憲法、議会、選挙を通じた国民の承認獲得、に求めている11。

ロワの指摘に加えて、公正発展党が（ⅵ）外圧または民主化によって軍部の抑制に成功し

ている点、（ⅶ）弱者救済を積極的に行っている点もモデルとみなされる要素である。上述

した 3 つのモデルが主として国政を運営する政策決定者のみをその対象としていたのに対

し、第 4 のモデルは軍部をはじめとする世俗的な権威主義者、ムスリム同胞団などのイス

ラーム主義者、一般大衆をその対象とする。世俗的な権威主義者にとっては、「上からの民

主化」とイスラーム主義者の政治システムへの取り込みを検討するうえで示唆を与える。

イスラーム主義者にとっては公正発展党の手続き的民主主義（選挙）による正当性調達と、

イスラームと民主主義の両立、経済発展が政権を獲得し、国家を運営するうえで貴重な教
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訓となる。一般大衆は公正発展党の正当性調達過程よりも、経済発展による恩恵、民主化

の拡大といった改革による結果により魅力を感じている。 

 

３．公正発展党の正当性調達過程 

この節では、公正発展党の正当性調達過程についてもう少し詳しく見ていきたい。 

 

（１）近代的な政党化 

トルコにおけるイスラーム政党の起源は 1970 年のネジメッティン・エルバカン

（Necmettin Erbakan）による国民秩序党の設立に遡る12。エルバカンが率いた政党は、国民

秩序党（70 年設立、71 年解党）、国民救済党（72 年設立、81 年解党）、福祉党（83 年設立、

98 年解党）、美徳党（97 年設立、2001 年解党）というように解党と新たな党の設立を繰り

返してきた。現在は、2001 年に美徳党が解党する際に古参幹部が中心となりエルバカンの

路線を踏襲した至福党と、若手議員が中心となりエルバカンの路線を放棄した公正発展党

に分裂している。公正発展党は自分たちのことをイスラーム政党とはみなしておらず、イ

スラームにシンパシーを感じる親イスラーム政党と位置づけている。 

 

（２）一部の敬虔なムスリム以外の支持層の拡大 

一部の敬虔なムスリム以外の人々を支持層に取り込むことも、90 年代の福祉党の時代に

政策に盛り込まれた。福祉党の政策の軸はそれまでのイスラーム政党と同様に、エルバカ

ンが提唱した「国民の視座（Milli Görüş）」であった。しかし、福祉党の指導層は「国民の

視座」だけでは多くの大衆票を集めることができないと考え、新たに「公平な秩序（Adil 

Düzen）」をスローガンとして使用し始めた。「公平な秩序」は、社会的連帯、浪費の抑制、

税制の公平性、国家財政の公平な分配、利子の廃止など経済配分の公平性を目指すもので、

新自由主義によって社会格差が広がったことを背景に、広範な支持を得ることに成功し、

福祉党躍進の一要因となった13。 

 

（３）宗教的規範から保守的な価値観へ 

トルコにおいて、宗教的規範を保守的な価値観に置き換えた事例は、公正発展党が打ち

出した「保守民主主義」の概念に見ることができる。公正発展党の指導層が公正発展党を

イスラーム政党と定義されるのを否定していることは上述したが、公正発展党の指導層は

公正発展党をエルバカンのイスラーム政党よりも、50 年代にアドナン・メンデレス（Adnan 

Menderes）が率いた民主党とオザルが率いた祖国党に近い中道右派の保守政党であると位
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置づけている。その中核にある考えが、エルドアンの側近の一人であるヤルツン・アクド

アン（Yalçın Akdoğan）によって定義された「保守民主主義」である。「保守民主主義」の

特徴は、和解（過去と現在、伝統と近代、宗教と国家、社会と国家、イスラームと民主主

義、秩序と自由、道徳性と合理性、外交と内政といった二項対立の両立）、権威主義と全体

主義の否定、人民主権、法の原理とされる14。アクドアンは保守主義に関して、「保守主義

という言葉は、段階的変化と、道徳や家族の価値といった恒久的なものに対する政治的な

態度を意味する。公正発展党は革命のようなドラスティックな変化ではなく、そうした段

階的変化と価値観を重視する」と説明している15。トルコにおける保守主義で重視される

のがイスラームとオスマン帝国の歴史である。トルコの一部のエリート層は完全に世俗化

しており、イスラームの信仰は形式的なものになっているが、トルコにおいても地方はも

ちろんのこと、都市部でもイスラームを熱心に信仰する人々が多数存在している。こうし

た圧倒的多数の庶民にとって、公正発展党が提唱する保守民主主義は魅力的であった。ま

た、オスマン帝国の歴史に関しては負の遺産とする見方がエリートの中では強かったが、

その豊かな歴史は多くの市民に影響を及ぼし続けた。 

 

（４）新自由主義経済への対応 

トルコは 1980 年 1 月から新自由主義を経済政策として採用してきた。フゥアット・ケ

イマンとズィヤ・オニシュは、これまでのトルコの新自由主義政策を 3 つに時期区分して

いる16。第 1期は 1980 年から 89 年 7月までの、IMF、世界銀行、他の OECD 諸国がトル

コの経済構造の変容を促した「規制撤廃」の時期である。その中心となったのがオザルと、

「アナトリアの虎（Anadolu Kaplanları）」と呼ばれるアナトリア地方のイスラームの教えに

敬虔で若い世代の中小企業であった。オザルは新自由主義を進めたが、80 年代から 90 年

代にかけては経済的弱者にセーフティーネットが張られておらず、新自由主義経済は貧富

の差を拡大させる結果となった。 

第 2期は 1989 年 8月から 2001 年 2月までの「偽りの変容と制度的危機」の時代である。

IMF は 1994 年の金融危機後に時折トルコ経済に介入したが、EU は 1999 年にトルコが正

式な加盟交渉候補国となるまでトルコとの関係は限定されていた。この時期トルコは、内

政は連立政権で不安定であり、経済は短期資金が流入し、負債が増加した。そしてこの経

済状態の悪化が、2000 年 11月と 2001 年 2月の「双子の危機」をもたらすことになる。当

時は民主左派党を中心とした連立政権であったが、ビュレント・エジェビト（Bülent Ecevit）

首相は世界銀行で働いていたケマル・デルヴィシュ（Kemal Derviş）を国家経済大臣に指

名し、経済の立て直しを図った。 
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第 3期はデルヴィシュが打ち出した、IMF と世界銀行と密接な協力を行うことを前提と

した「強い経済に向けたプログラム」に沿った再規制の時期である17。デルヴィシュは 2002

年 11月の選挙で連立政権が崩壊したためにその職を退任したが、この「強い経済に向けた

プログラム」は公正発展党に引き継がれた。「強い経済に向けたプログラム」で特に重要な

のは、2001 年に中央銀行が法的に独立したことであった。これにより中央銀行は政府から

ある程度独立して経済政策を立案することが可能となった。また、トルコは 2004 年に正式

に EU加盟交渉国となり、EU の政策がトルコ経済に影響を及ぼすようになった。「強い経

済に向けたプログラム」の成功により、トルコの GDP と一人当たりの GDP は表 3 のよう

に、リーマンショックの影響を受けるまで確実に増加し、2011 年から再び増加に転じてい

る。また、トルコへの海外直接投資の流入は 2008 年まで非常に活発であり、トルコの海外

直接投資も 2008 年まで順調に増加していた。 

 

＜表 3：トルコの GDP、一人当たりの GDP、トルコへの海外直接投資の流入、トルコの

海外直接投資（単位は 10億ドル（一人当たりの GDPのみ単位はドル））＞ 

項目／年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 

GDP 304 393 483 530 647 730 614 735 773 

一人当たりの GDP 8861 10237 11464 12961 13946 15057 14452 15616 16885

直接投資の流入 2.785 10.031 20.185 22.047 19.504 8.411 9.084 ----- ----- 

トルコの直接投資 0.78 1.064 0.924 2.106 2.549 1.553 1.464 ----- ----- 

（Trading Economics; UNCTAD の投資国プロフィール：トルコを参照し、筆者作成） 

 

しかし、公正発展党が経済において正当性を調達したのは単に GDP、一人当たりの GDP、

投資が伸びたためではない。オニシュが指摘しているように、公正発展党が新自由主義に

適応しながらも国家規制を行い、表 4 のように教育費や保険費といった中間層や貧困層に

対する公共サービスの支出を増やしたことが公正発展党の広範な支持につながっている18。 

 

＜表 4：GDPにおける軍事費・教育費・保険費の割合＞ 

項目／年 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 

軍事費 3.89 3.39 2.78 2.5 2.18 2.04 2.04 2.3 2.08 2.10 

教育費 3.18 3.18 3.3 3.2 3.1 3.2 3.4 4.9 3.7 4.0 

保険費 3.72 3.8 3.93 3.9 3.87 4.05 4.33 5.02 4.43 4.28 

(Kamu Harcamalarını İzleme Platformu を参照し、筆者作成) 
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（５）憲法、議会、選挙における国民の承認獲得 

公正発展党はこれまで 3回の総選挙（2002 年、2007 年、2011 年）と 2回の地方選挙（2004

年、2009 年）でいずれも勝利し、10 年以上単独与党の座にある（表 5参照）。 

 

＜表 5：2002年～2011年における総選挙・地方選挙における得票率＞ 

政党 2002 年総選挙 2004 年地方選挙 2007 年総選挙 2009 年地方選挙 2011 年総選挙

公正発展党 

共和人民党 

民族主義行動党 

クルド系政党 

至福党 

民主左派党 

民主党（正道党） 

34.28% (367） 

19.4% (178） 

8.34% 

6.23% 

2.48% 

1.22% 

9.55% 

41,7% （58） 

18,3% （9） 

10,1% （4） 

5,1% （5） 

3,9% 

2,1% （3） 

9,95% 

46.6%（341） 

20.9% （112） 

14.29% （71） 

5.2% （26） 

2.3% 

（共和人民党と連立）

5.4% 

40,11% （45） 

28,18% （13） 

14,66% （10） 

5,04% （8） 

4,76% 

2,44 （2） 

2,23% （1） 

49.92% （326）

25.96% （135）

13.00% （53）

6.63% （36）

1.24% 

0.25% 

0.65% 

（筆者作成。括弧は総選挙が獲得議席数、地方選挙が勝利した県の数である） 

 

公正発展党は、世俗主義の徹底と西洋化を目指す一部の国家エリート（中心）による圧

倒的多数の敬虔なムスリム、農民、アナトリア地域の実業家など（周辺）に対する支配の

構造を、EU 加盟交渉による外圧、周辺層の浮動票獲得による選挙での大勝、経済の立て

直し、社会福祉、市民社会運動との連帯によって、これまでの周辺が中心となる構造に転

換させることに成功した19。 

 

（６）外圧または民主化による軍部の抑制 

外圧または民主化による軍部の抑制とは、トルコの文脈では EU 加盟交渉によって軍部

の権限が縮小したことを指す。軍部は EU加盟交渉が実施される以前の「上からの民主化」

においては民主化のために主導的な役割を果たしたが、EU 加盟交渉による外圧的な民主

化においては、以下のように自身が改革の対象の一つとなった。 
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＜表 6：EU加盟交渉のための国内改革による軍部の権限縮小＞ 

EU 法への調和／改正点 改正の内容 

加盟のためのパートナーシップ 

（2001 年 3 月） 

「国家安全保障会議の憲法上の役割を、EU 加盟国での運用に従い、諮問議会とし

て再編する」ことを明記 

憲法改正（2001 年 10 月） （a）憲法 118 条の規定で、これまで国家安全保障会議において文民と武官が同数

だった構成が、文民多数に変更、（b）移行条項 15 条でこれまで司法対象の例外と

されてきた軍事政権期の立法を司法対象とする 

第 7次「EU 調和法」パッケージ 

（2003 年 7 月） 

（a）国家安全保障会議の権限を縮小し、開催期間をこれまでの毎月 1回から 2 カ

月に 1回とする、（b）国家安全保障大綱は国家安全保障会議の参謀総長に加え、大

統領・首相・首相補佐・外務大臣・内務大臣・国防大臣・法務大臣に陸軍・海軍・

空軍・国内治安維持軍の各司令官が参加して作成される、（c）国家安全保障会議の

事務局の決定事項を追跡できる、また、事務局長が武官でなくてはならないという

規定を廃止する、（d）会計監査院が軍事支出を非公開で検査することが可能となる

憲法改正（2004 年 5 月） （a）憲法 131 条の、統合参謀本部の高等教育委員会の委員候補擁立権限を廃止す

る、（b）国軍の予算を会計監査の対象とする 

第 8次「EU 調和法」パッケージ 

（2004 年 7 月） 

（a）高等教育委員会への統合参謀総長による 1名の指名枠を廃止する、（b）ラジ

オ・テレビ高等委員会への国家安全保障会議事務局による候補提示権廃止、（c）通

信高等委員会委員から国家安全保障会議事務局を除外する、（d）有害出版物規制委

員会への国家安全保障会議による 1名の指名枠廃止 

第 9次「EU 調和法」パッケージ 

（2006 年 4 月） 

移行条項の軍事裁判所設立と司法手続きに関して、平時において軍事裁判所の権限

を廃止し、文民裁判所に委ねる。ただし、集団的な軍事事件が発生した場合を除く

憲法改正案 

（2010 年 9 月） 

（a）第 125 条（高等軍事評議会の決定を控訴することができる）、（b）第 145 条（民

間法廷は軍人を裁くことができる、一方で軍事裁判所は戦争期間以外、市民を裁く

ことはできない）、（c）第 148 条（市民は個人的に憲法裁判所や最高裁判所に申請

する権利を持つ。また、権力を乱用した場合は統合参謀総長、司令官、国会議長も

裁判の対象となる）、（d）第 156 条（軍事最高控訴裁判所の組織と機能を再編）、（e）

第 157 条（軍事最高行政裁判所の機能を法廷の自由に基づいたものにする）、（f）

移行条項第 15 条（1980 年クーデターの実行者たちの控訴を禁止する規則の撤廃）

（間寧「加盟交渉過程のトルコ政治への影響」八谷まち子編『EU 拡大のフロンティア：トルコとの対話』

信山社、2007 年、145-172 頁; http://www.abgs.gov.tr/files/BasınMusavirlik/haberler/constituional_amendments. 

pdf (2012 年 8 月 15 日閲覧)を参照し、筆者作成） 
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表 6 のように、国家安全保障会議の権限縮小、これまで軍部が主導していた安全保障大

綱の作成に文民も参加する、高等軍事評議会の決定を控訴することができる、民間法廷で

も軍人を裁くことができる、などの改革は軍部の本質的な影響力を削ぐものであった。 

 

（７）弱者救済 

弱者救済の姿勢はエルバカンのイスラーム政党でもしばしばみられたが、エルドアン首

相は 1994 年から 97 年までイスタンブル市長として市政を担った経験があり、より市民の

要求を受け入れる素養があったといわれている。弱者救済の例としてしばしば指摘される

のが、総合住宅管理庁（TOKİ）による一連の住居改革である。トルコにはゲジェコンドゥ

と呼ばれる掘っ立て小屋に貧しい市民が暮らしていたが、公正発展党はこうした掘っ立て

小屋を撤去して新しいマンションを建設し、貧しい市民に安価な値段で提供した。 

こうした一連の正当性調達過程により、公正発展党は国内で高い支持率を得るとともに、

中東諸国の政治指導者からモデルとみなされるようになった。 

 

４．「トルコ・モデル」の限界 

公正発展党の正当性調達過程に注目し、これを適用しようとしたのがチュニジアのナフ

ダ党、エジプトのムスリム同胞団系の自由公正党、ワサト党といったイスラーム主義政党

であった。しかし、公正発展党とこれらのイスラーム政党は根本的にイスラームの捉え方

が異なる。なぜなら、トルコは世俗主義が大原則であり、公正発展党もあくまで世俗主義

の枠内で正当性を確立している。一方で、ナフダ党、自由公正党、ワサト党は「イスラー

ム法の諸原則に依拠しつつ全国民の市民権を保障する国家」を目指している20。このイス

ラームの捉え方をめぐる差異が顕在化したのが、2011 年 9月 12日から 15日にかけてのエ

ルドアン首相のリビア、チュニジア、エジプト訪問であった。エルドアン首相はカイロで

講演を行った際に世俗主義に言及し、「世俗主義を反イスラームとする考え方は間違ってい

る。私は、世俗主義を政教分離（聖職者が管理していた国家の管理・運営権を非聖職者が

管理すること）というよりも、国家が国民の信教の自由を尊重し、それによって差別を行

わないこと、と理解している。我々は世俗主義を前提とした体制の中で自由と民主主義を

享受してきた」と主張した21。この演説を受け、エジプトのイスラーム主義者は公正発展

党に失望したといわれている。エルドアン首相は同様の発言をチュニジアでも行った。 

また、内政を考慮し、親イスラーム政党という曖昧な立場をとっていることも公正発展

党がモデルとして疑問視される部分である。小杉泰はイスラーム政党の条件の一つに「明

確な世俗主義への対抗関係」22をあげているが、上述したように公正発展党は世俗主義を
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認めており、この条件は当てはまらない。 

そもそも、トルコとエジプト、チュニジアでは民主化の状況が異なる。エジプトとチュ

ニジアが民主化の「移行期」にあるのに対し、トルコは民主化の「定着期」にある。トル

コの民主化の「移行期」は、ムスタファ・ケマルやイスメット・イノニュ（İsmat İnönü）

といった軍人あがりの指導者に率いられた、共和人民党による「上からの民主化」の時代

であった。このように、結局のところ公正発展党の正当性調達過程が他国の民主化の「移

行期」にどれだけ参考になるかは疑問である。さらに、トルコは民主主義といえるのか、

という根本的な問題がある。フリーダム・ハウスの指標において、トルコは依然として「部

分的な自由」に留まっており、ポリシー・フォーにおいても民主主義（6～9）における指

標で 7 にすぎない23。EU進捗状況レポートでも毎年、ジャーナリストに対する報道の自由

が制限されていることが問題視されている。 

 

５．「ダーヴトオール・ドクトリン」の特徴 

公正発展党の外交政策の基軸である「ダーヴトオール・ドクトリン」の全体像は別稿に

譲り、ここでは「アラブの春」以後の行動指針について概観する24。まず、2012 年に、ダー

ヴトオール外相は 4 つの外交方針を提示した25。それらは、（ⅰ）価値を基盤とした外交、

（ⅱ）賢い国家の実現、（ⅲ）他国から自立した外交、（ⅳ）危機管理と見通し管理のバラ

ンス、であった。（ⅰ）の価値を基盤とした外交は、トルコは国益を追求するだけではなく、

グローバルアクターの責任として、国際社会の普遍的な価値のために予防外交、仲介、紛

争解決、開発援助といった機能を果たすべきであり、地域において自由と民主主義を追求

する、というものであった。（ⅱ）の賢い国家は、「世界におけるグローバルな問題に耳を

傾け、前もって準備し対策を立て、代替案を提示することができる国家、世界の周辺地域

においてより多くの危機が起こる前にその危機を察知することができ、仲介外交によって

その問題の解決をもたらすことができる国家」と定義された26。（ⅲ）の他国から自立した

外交とは、トルコの社会とエリートの間に蔓延している劣等感を取り払い、自分たちの国

益を優先した外交を展開することであった。（ⅳ）の危機管理と見通しの管理のバランスと

は、地域の危機管理政策で積極的な役割を果たし、長期的には民主主義と経済的相互依存

をもたらし、グローバルなレベルで秩序に貢献することを目指すものであった。 

また、ダーヴトオール外相は、外相に就任した 2009 年から年末、または年始に「大使

会合」を開催しており、そこでトルコ外交における重要な概念を提示してきた27。2013 年

1月 2日から 7日にかけて開かれた第 5回大使会合でダーヴトオール外相が提示したのが

「人道外交（İnsani Diplomasi）」であった。「人道外交」とは「現実主義と理想主義、ハー
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ドパワーとソフトパワーの両方を調和し、人間に焦点を当てて行う外交、良心とパワーの

両方が必要な外交」、と定義される。ダーヴトオール外相によると、「人道外交」には 3 つ

の側面がある28。第 1 の側面は、自国民の悩みを解消し、生活を容易にすることであり、

外交の側面ではヴィザ・フリー政策を進展させることがあげられる29。第 2 の側面は、危

機に直面している地域に住む人々への援助であり、例としてトルコのソマリア、シリア、

アフガニスタンの人々に対する諸政策があげられる。第 3 の側面は、国連システムにおけ

る人道支援であり、そこにおけるトルコの貢献があげられる。ダーヴトオール外相は、「人

道外交」の重要なアクターとして、TİKA、トルコ赤新月社、トルコ災害・緊急時対応庁

（AFAD）、TOKİ、トルコ航空をあげた。 

「ダーヴトオール・ドクトリン」の目的は秩序の安定化である。2004 年から 2010 年ま

では特に地域における秩序の安定化に焦点を当ててきたが、2010 年以降は上述した 4 つの

行動指針からもわかるように、次第に地域秩序よりも国際秩序における貢献を重視する傾

向にある。また、「人道外交」に見られるように、各国の民衆の民意を尊重し、人間の安全

保障に貢献しようとする姿勢も見られる。トルコが秩序を安定させるために取っている手

段がソフトパワーを重視した威信政策である。威信政策とは、モーゲンソーが定義したよ

うに「ある国家が現実にもっている力を、またもっていると信じている力、ないしはもっ

ていると他国に信じさせたい力を、他国に印象づける」政策である30。モーゲンソーは威

信政策の手段として外交儀礼と軍事力の誇示を挙げているが、その後、ソフトパワーも重

要な手段となった31。トルコは近隣諸国とのゼロプロブレム外交、価値外交、仲介、紛争

予防を提唱、実行することで中東、中央アジア、コーカサス、バルカン半島において影響

力を高めた。また、公正発展党はより実利的な援助政策と貿易の拡大にも積極的であった。

例えば、2009 年において、TİKA はパレスチナ、レバノン、イラクを中心に中東・アフリ

カ地域に対して援助額全体の 24.68%を支出している32。援助政策の内訳は社会インフラと

サービス業に 78.41%、製造業に 19.27%となっている。イラクとパレスチナの活動内容を

見ると、イラクに対しては戦争で被害を受けた人々への衣料品、非常食、テントの支給が

主な活動であり、パレスチナでは、警察に対する訓練と灌漑事業に力が入れられている。

貿易の拡大に関しては、トルコ企業家実業家連盟（TUSKON）、トルコ商工会議所連合

（TOBB）、対外経済関係理事会（DEİK）といった経済団体が活発に政府と連帯しながら

中東地域に積極的に進出した。また、トルコは 2010 年 12月 3日にトルコ、シリア、レバ

ノン、ヨルダンの 4カ国によって経済強化と文化の統合を目指す「レバント・カルテット

（Levant Quartet）」の設立に主導的な役割を果たした33。 
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６．「ダーヴトオール・ドクトリン」の行き詰まり 

「アラブの春」は、「ダーヴトオール・ドクトリン」を行き詰まらせた。その要因とし

て、第 1 に、「アラブの春」以前、公正発展党は基本的に権威主義体制の指導者たちを支持

し、友好関係を築いていた点である。トルコは「アラブの春」が起きて以降、民衆支持を

強く打ち出しているが、日和見主義的な対応との批判を免れえない。リビアへの対応にお

いて、トルコは西洋諸国とアラブ諸国における市民の間に立たされ、消極的な武力行使へ

の参加という道を選んだ。 

第 2 に、シリアへの対応でアサド政権との関係を断絶し、反体制派を支持したトルコだ

が、反体制派も国際的な正当性という点では疑問が残る。特に問題なのは、自由シリア軍

とアル・カーイダ系テロリストとの関係である。2012 年 7 月 19 日にはニューヨークタイ

ムズ紙で「先週、自由シリア軍の手に落ちたイドリブ県のバーブ・アル＝ハワはすぐにジ

ハーディストたちの集合場所となった」と報道され、一週間後の 7月 26日にはロシアのセ

ルゲイ・ラヴロフ外相もトルコとシリアの国境がアル・カーイダのテロリストの支配下に

あると言及した34。同年 8月 23日にトルコとアメリカの代表団がシリア問題に関して協議

を行った際にも、アル・カーイダのテロリストに対する対策が議題の 1 つとなった35。 

第 3 に、トルコがシリア問題で武力行使を行う可能性があるという点である36。「ダーヴ

トオール・ドクトリン」は「ゼロプロブレム外交」に代表されるように、周辺諸国とは平

和善隣外交を展開するよう心掛けてきた。公正発展党政権下のトルコは、周辺諸国との関

係を良好にするよう努める国家というイメージを内外に示してきた。しかし、シリア問題

はトルコの威信政策とイメージを大きく揺るがすことになった。2012 年 6 月 22 日に起き

たシリア軍によるトルコ軍の F4 戦闘機撃墜事件と、同年 10月 3日に起きたシャンルウル

ファ県アクチャカレ（Akçakale）でシリア軍の砲撃によりトルコ人 5名が死亡した事件は、

トルコとシリアの武力衝突の可能性を著しく高めた。両事件に際して、トルコは「NATO

憲章」第 4 条に基づき NATO 緊急理事会の開催を要請した37。また、アクチャカレへの砲

撃を受け、トルコ大国民議会においてシリアへのトルコ軍派兵を許可する案が賛成 320名、

反対 120名で承認された。ただし、NATO緊急理事会はシリアに警告を発するに留まり、

大国民議会での決定も、エルドアン首相が「この決定は即時の軍事行動を意味するもので

はない」ことを繰り返し強調した。また、2012 年 9月にトルコのメトロポール社が行った

世論調査では、トルコのシリアに対する攻撃に関しては国民の 76%が反対（賛成は 17%）、

NATO の 1 国として攻撃に参加することにも 58%が反対（賛成は 31%）という結果が出て

おり、トルコ国民はシリアとの武力衝突に否定的な態度を示している38。 

その一方で 2012 年 11 月 20 日にトルコは正式に NATO に対してパトリオット・ミサイ
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ルの要請を行い、12月 4日にNATO はトルコへのパトリオット・ミサイル配備を発表した39。

パトリオット・ミサイルは NATO加盟国の中でもアメリカ、オランダ、ドイツの 3カ国が

所有しており、アメリカ軍のミサイルはガジアンテプ県、オランダ軍のミサイルはアダナ

県、ドイツ軍のミサイルはカフラマンマラシュ県に設置されることが決定した40。パトリ

オット・ミサイルはあくまで防衛のための施設であり、ラスムセン NATO 事務総長もパト

リオット・ミサイルの設置の目的はあくまで防衛であり、「飛行禁止区域」の設置またはそ

の他の攻撃作戦には関与しないことに言及している41。しかし、トルコへのパトリオット・

ミサイル配備はトルコとシリア、さらにイランを含めた中東の北層地域の緊張感を高めて

いる。現在、ダーヴトオール外相の外交政策は「ゼロ・ゼロプロブレム外交」と揶揄され

るように、ソフトパワーに基づく威信政策は機能不全に陥っている。また、シリアとの関

係悪化により、「レバント・カルテット」の構想も頓挫している。 

 

７．トルコが描くシリア危機の今後のシナリオ 

今後のシリア危機のシナリオは（ⅰ）アサド政権の権力維持、（ⅱ）アサド政権の崩壊、

（ⅲ）内戦が長期化し、膠着状態に陥る、のどれかであろう。ただし、アサド政権が権力

を維持する場合、（ⅰ－１）アサド政権が武力で反体制派を駆逐する、（ⅱ－2）アサド大統

領が権力をフャールク・シャラ副大統領に移譲する、ことが考えられる。アサド政権が崩

壊した場合、（ⅱ－1）ムスリム同胞団などシリア人の反体制派が権力を掌握、（ⅱ－2）ヌ

スラ戦線など、アル・カーイダ系のテロリストが権力を掌握、（ⅱ－3）国際社会が介入し、

シリア反体制派を支援する形で権力を掌握、することが考えられる。（ⅲ）の内戦の膠着状

態にしても、（ⅲ－1）現在のようにアサド政権が権力を維持したまま、内戦が長期化する、

（ⅲ－2）アサド政権の権力掌握範囲が縮小して地域軍閥化し、反体制派、クルド人など、

各地にいくつかの地域政府が乱立する、ことが想定される。 

トルコ政府がシリア危機の終結において目指しているのは、（a）シリアがトルコの安全

保障の脅威とならないこと、（b）現在 15万人に達している難民の早期帰還、（c）内戦が早

期に終わり、これ以上シリア国民の血が流されないこと（特にトルコが内戦の終結に何ら

かの役割を果たし、中東地域の民衆にトルコが地域秩序の安定化に貢献していることをア

ピールする）、（d）アサド政権が退陣または崩壊した際に、新しいシリア政府に一定の影響

力を行使できるようにすること、（e）シリア国家が現在の領土を維持されること、クルド

人地域政府の設立を防ぐこと、が考えられる。よって、トルコ政府が最も望む結末は（ⅰ

－2）のシャラ大統領への権力移譲だろう。また、（ⅱ－1）のシリア人の反体制派による権

力掌握もトルコにとっては歓迎すべき結末である。ただし、反体制派の権力掌握は内戦が
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終結するまでにより多くの血が流される可能性が高い。逆に、トルコが最も望まない結末

は、（ⅰ－1）のアサド政権が武力によって権力を維持する、（ⅱ－2）テロリストによる権

力掌握、（ⅲ－2）いくつかの地域政府が乱立する場合である。特にトルコは現在のシリア

国家の領土が維持されない場合、または PYD を中心としたクルド人地域政府が設立した場

合にはシリアへの介入も辞さないとしている42。トルコは北イラク地域政府を支持してい

るが、シリアにおいてもクルド地域政府が誕生し、トルコの PKK を刺激したり、トルコの

クルド人に独立の機運が高まったりすることは望んでいない。また、トルコは隣国に急進

的なイスラーム国家が樹立されることももちろん望んでいないだろう。 

シリア危機を終結させるために、トルコが交渉すべき国家がアサド政権と交渉チャンネ

ルを持つイランとロシアである。特にイランとトルコが最近、シリア危機の解決に向けて

協議を重ねている。トルコとイランは近年、安全保障においては 2011 年 9月にトルコのマ

ラトゥア県キュレジックに設置された NATO の早期警報システム、さらにパトリオット・

ミサイルの配備をめぐって対立しているが、一方でトルコのイランに対する天然ガスの依

存度は非常に高い43。トルコ政府はイランと交渉を行うことのできる数少ない国家である

ことを自認しており、シリア危機の解決に関してもイランを取り込む形での解決を目指し

ている。トルコとイランは 2012 年 8月のイスラーム諸国会議（OIC）の緊急サミットにお

いて提唱された「シリア・コンタクト・グループ」にエジプトとサウジアラビア（その後

脱退）と共に参加している。2012 年 10月に行われた第 12回経済協力機構（ECO）首脳会

議においてもエルドアン首相とマフムート・アフマディネジャド大統領が会談し、そこで

エルドアン首相は、サウジアラビアを再度シリア危機解決の席に着かせることを試み、「ト

ルコ、イラン、エジプトによるグループ（コンタクト・グループ）もしくはトルコ、イラ

ン、ロシアというグループと、トルコ、サウジアラビア、エジプトというグループという

別々のグループに分かれてそれぞれ問題解決のための案を提示する。その後、それらの案

が実現可能かを検討する。現在、シリア問題に影響を与えることのできる国家はここにあ

げた諸国家である」という提案を行った44。その後、アフマディネジャド大統領が 12月中

旬にトルコを訪問する予定をパトリオット・ミサイルの配備に抗議するかたちでキャンセ

ルし、シリア危機解決に向けた交渉に水を差すのではないかと危惧されたが、2013 年 2月

6日の第 12回 OICサミットにおいてギュル大統領、ムルシー大統領、アフマディネジャド

大統領がシリア問題について協議し、可能な限り早期に内戦を終わらせるために 3ヵ国の

外相が解決のための枠組みを共同で作成することを決定した45。 

トルコはロシアとも協議を重ねており、2012 年 12 月 3 日にはプーチン大統領がトルコ

を訪問し、エルドアンと会談し、両国がシリアの内戦を終わらせるという共通の目標があ
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ることを確認した。トルコは西洋諸国、サウジアラビアやカタルなど反体制派を支援する

国々、そしてアサド政権と交渉が可能なイランとロシアという、異なった勢力と協議し、

トルコが望む形でのシリア危機の終結を模索している。 

 

おわりに 

本稿は、トルコのチュニジア、エジプト、リビア、シリアに対する対応を概観したうえ

で、トルコを改革のモデルとする「トルコ・モデル」と、ダーヴトオール外相が主導する

公正発展党の外交政策、いわゆる「ダーヴトオール・ドクトリン」の変容について検証し

てきた。しかし、本稿で検証したように、公正発展党モデルは、世俗主義を前提としてい

る点、親イスラーム政党という曖昧性、エジプトとチュニジアが民主化の「移行期」にあ

るのに対し、トルコは民主化の「定着期」にある点、トルコは民主主義国と定義できるか

という点、などから当初期待したよりも「アラブの春」が波及した国々に浸透しなかった。

さらに 2012 年 11月にカイロ大学での講演を行ったエルドアン首相は、「エジプトは優れた

文明の持ち主で、トルコはエジプトのモデルとなる必要はない」と述べ、トルコが「アラ

ブの春」においてモデルになるという言説を自ら否定した46。とはいえ、「トルコ・モデル」

は大衆政党化、宗教的な規範を保守的な価値観に置き換える、ある程度の国家規制を伴う

新自由主義経済への対応、旧体制で周辺に追いやられていた周辺層の取り込み、外圧を利

用した軍部の押さえ込み、弱者救済といった点では各国に示唆を与えることができるだろ

う。 

「トルコ・モデル」とともに、その有効性が低下しつつあるのが「ダーヴトオール・ド

クトリン」である。特に国益を重視し、ハードパワーの使用も視野に入れたシリアに対す

る対応は、それまでのソフトパワーに基づく威信政策とは異なるアプローチである。「人道

外交」を掲げ、国際秩序の安定化に貢献しようとする一方で、地域秩序の安定化に関して

は具体的な政策が展開できない状況となっている。「ゼロ・ゼロプロブレム」と言われる状

況を打破するためには、国際秩序に配慮しつつ、説得や仲介、経済援助などを駆使して関

係がこじれている中東地域のアクター、具体的にはイスラエル、イラク中央政府、イラン

と粘り強く交渉していくことが重要である。シリア問題に関しては、アサド政権との交渉

はもはや不可能なので、トルコはアサド政権と交渉チャンネルを持つイランやロシアと協

議を重ね、アサド政権を支援している国々と反体制派を支援している国々の橋渡しを模索

すべきではないだろうか。それにより、トルコは地域秩序に貢献する国家というイメージ

を再び各国に印象づけることになり、それが地域において影響力を行使する源泉となりえ

る。「ダーヴトオール・ドクトリン」の秩序安定化を模索する政策が今後どのように展開さ
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れていくか、そしてその政策が中東地域にどのようなインパクトを与えるかを注意深く考

察していく必要があるだろう。 
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第６章 インドネシアにおける民主化の経験とイスラームと

政治の現在 

見市 建 

 

はじめに 

チュニジアとエジプトに始まったアラブにおける一連の政変は 1998 年のインドネシア

における政変とその後の議会制民主主義の定着を再び思い起こさせることになった。自ら

も幼少期にインドネシアで過ごしたアメリカのオバマ大統領は、2011 年 2 月 11 日、エジ

プトのムバラク大統領辞任に際して「われわれは歴史のこだまを聴かずにはいられない。

ドイツ人が（ベルリンの）壁を壊し、インドネシア人学生が街頭に出て、ガンジーが人々

を正義への道へと導いたそのこだまを」と画期的な出来事であることを強調して褒め称え

た1。インドネシアはムスリムが多数派を占める国であり、98 年の政変以降、三度の総選

挙を経て比較的安定した政治体制を維持していることから、その後も「最大のムスリム民

主主義国インドネシア」がモデルとして提起されたり、エジプトとの比較などの是非が議

論されることになった。 

ではなぜインドネシアの政治は安定しており、とりわけそれはイスラームとの関係から

どのように捉えることができるのだろうか。本章は、第一にインドネシアの 98 年政変と民

主主義移行プロセス、議会制民主主義体制定着について既存研究の議論を踏まえながら概

観する。チュニジアやエジプトの政変のプロセスと構造と比較し、またとりわけイスラー

ム系政党の変遷をトルコと比較しながら、中東における今後の移行モデルの一つとして比

較参照しうる形で提示する。第二に「イスラームらしさ」が争点として浮上した 2012 年の

ジャカルタ州知事選を手がかりに、現代インドネシアにおけるイスラームと政治の関係性

の捉え方を示したい。 

 

１．1998年政変、民主主義体制への移行と定着 

（１）政変のプロセス 

インドネシアの 1998 年政変は前年 7 月以降のアジア経済危機を背景とする。通貨ルピ

アの交換レートが暴落し、インフレが起こって国民の不満が高まる中、1998 年 3 月にスハ

ルト大統領が再選され、実の娘を入閣させるなど露骨な情実人事を行ったことで、学生ら

による反政府デモが拡大した。スハルトがおりしもエジプトに外遊し不在のタイミングで、

5月12日にジャカルタで国軍がデモ学生に発砲、13～15日にジャカルタなどで暴動がおき、

放火などによって約 1200 人の犠牲者が出て、華人には組織的暴行が加えられた。この結果、
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支配エリートも大統領を見限り、18 日に国会の大統領辞任勧告、20 日に閣僚が総辞任した。

スハルト大統領は 1998 年 5 月 21 日に辞任、ハビビ副大統領が大統領に昇格した。この結

果、政治的な自由が大幅に拡大し、1999 年 6 月には 48 政党が参加して総選挙が行われた。 

増原綾子はこのプロセスを詳細に検討し、比較可能な理解枠組みを提供している2。すな

わちスハルト体制は例えばチュニジアのブルギバ政権と似た大統領による翼賛型個人支配

であり、慰撫的な分配政策により「穏健な反政府勢力」と「体制内ハト派」「体制内タカ派」

が存在した。比較的短期に実現した 1998 年政変は「協定型の移行」であり、以前から内部

亀裂をかかえていた与党ゴルカルのうち、1980 年代末以降にその台頭が明確になった学生

活動家・イスラーム団体出身者からなるグループが改革勢力との間で対話と交渉が可能

だった。国軍にもまた対話・交渉が可能な勢力がおり、反政府デモが頻発する中で、改革

を求める勢力とのさまざまな集会が行われていた。このため政変は「敗者なき権力の移行」

であった。ゴルカルは与党の座から転落したものの存続し（1999 年選挙に際してゴルカル

党に名称変更）、後述のように国軍も権益を維持することができた。 

以上のようなインドネシアの経験をチュニジアおよびエジプトにおける政変と比較す

ると、その構造の相違がより明確になる。増原は以下の 4 つの共通点を指摘している3。第

一に大統領とその親族に権力と富が集中し、軍と与党がパートナーであったこと。第二に

国民を慰撫するポピュリスト的な経済政策から新自由主義的な経済政策に転換することで

経済の歪みや不公正が助長されたこと。第三にとりわけエジプトでは長期政権となった大

統領が子息に「世襲」させる動きを見せたことである。第四に国民の不満を代弁できる有

効な反対勢力の不在であり、これが国民の直接行動を生み、大統領退陣に焦点を合わせた

統一的な運動を展開することができた。他方で政府と反体制勢力、大統領と与党、国軍と

の関係の違いが収束局面の差異を生んだ。与党に反政府勢力との対話があり大統領に辞任

を迫って政変後も与党（ゴルカル）が残ったインドネシアに対して、エジプトでは与党も

解体された。エジプトでは調停者としての軍の役割が大きく、政変後の制度改変において

も新政権と対峙する政治的アクターとなっている点で大きな違いがあるといえよう。 

 

（２）民主主義体制への移行と定着 

もちろん自由な選挙が行われ、多様なアクターが政治や経済に進出したことは決定的に

重要である。1999 年、2004 年、2009 年の三度の総選挙が行われ、2004 年には大統領が、

2005 年には地方首長が直接選挙で選ばれることになった。スハルト大統領の家族および密

接な関係を持っていた経済的アクターは排除され、政府内の権力構造も多様化した4。地方

分権も大幅に拡大し、地方自治体の分割・新設が多数行われた。こうした権力の移行や制
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度的改編は必ずしも平坦な道を進んだわけではない。少数与党と連立内閣が常態化し、ハ

ビビ大統領は 1 年あまりで辞任、国会の多数派工作に成功して大統領の座についたアブ

ドゥルラフマン・ワヒド大統領もその国会や国軍と対立して 2001 年 7 月に「罷免」された。

ワヒド支持者が大衆動員を行ってスラバヤでは暴動が起き、ジャカルタでも一時緊張が高

まった。地方分権に関連した問題としては、東チモールやアチェなど従来からの分離独立

運動に加えて、マルク諸島や中カリマンタン、中スラウェシなど一部地域では深刻な宗教・

エスニックグループ間の紛争が発生してそれぞれ数千人の死者が出た。民主化による政治

的、経済的権力構造の変化が紛争の一因であり、マルク諸島では国軍から分離された警察

が地元のキリスト教勢力と結びついて国軍と対立する場面もあった。国際的なイスラーム

主義武装闘争派も台頭し、2002 年 10 月のバリ島における大規模な爆弾事件をはじめ、欧

米権益や観光客を狙った事件が発生した。イスラーム主義武装闘争派はマルク諸島や中ス

ラウェシの地域紛争にも介入した。 

もっとも、ワヒド大統領の罷免以降は大統領の法的地位が再強化されるなど、政権は安

定化に向かった。地域紛争は中央政治を揺るがすほどの影響は与えず、分離独立の動きが

あった東チモールやアチェにおいては、前者はその要求が認められ、後者は 2004 年のスマ

トラ沖地震による大規模な津波災害によって紛争終結をみた。なお、パプアにおいては、

地名の変更や州の分割が行われたが、その分離独立運動に対する密かな弾圧が継続してい

る。イスラーム主義武装闘争派は警察の取締りや無差別テロに対する国民一般の反発を受

けて、主流派は武装闘争を控えるようになった。 

ではフォーマルな政治においては何が起こったのだろうか。インドネシアはかつて諸政

党に国軍を加えたイデオロギー的対立と社会的亀裂が、最終的に 1965 年の共産党員の大規

模な粛正という悲劇的な結末をもたらした。共産党は物理的に消滅し、他方のイスラーム

政治勢力は介入と懐柔の対象となってきた。スハルト体制期を通して、イスラーム化が進

展する一方で国民国家体制は定着した。スハルト体制においてしばしば野党的なスタンス

を取り、98 年政変にも貢献した二大イスラーム団体ナフダトゥル・ウラマーとムハマディ

ヤは、それぞれ「民族」「国民」を冠した民族覚醒党と国民信託党を設立した。イスラーム

系政党はスハルト体制以前に唯一比較的自由に行われた 1955 年選挙では 45パーセント程

度の得票を期待されたが、1999 年、2004 年は約 38パーセント、2009 年選挙では 28パー

セント台まで落ち込んだ。この減少の直接的なかつ最大の理由は民族覚醒党の内部対立で

あり、選挙資格を認められなかったアブドゥルラフマン・ワヒド元大統領の一派が選挙を

ボイコットしたためであった。民族覚醒党の占める得票率は 10 年で半分以下になってし

まった（表１）。 
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（表１）国会に議席を持つ政党と各総選挙における得票率 

得票率（%） 

政党名（＊はイスラーム系） 

1999 年 2004 年 2009 年 

民主主義者党（PD） ― 7.5 20.9 

ゴルカル党 22.4 21.6 14.5 

闘争民主党（PDI-P） 33.7 18.5 14.0 

福祉正義党（PKS）＊ 1.4 7.3 7.9 

国民信託党（PAN）＊ 7.1 6.4 6.0 

開発統一党（PPP）＊ 10.7 8.2 5.3 

民族覚醒党（PKB）＊ 12.6 10.6 4.9 

グリンドラ党（大インドネシア運動党） ― ― 4.5 

ハヌラ党（民族の真心党） ― ― 3.8 

その他諸政党  12.1 19.9 18.3 

合計    100.0 100.0 100.0 

インドネシア選挙委員会（KPU）などから著者作成 

 

より長期的なイスラーム系政党の衰退の理由は以下の二点を指摘することができる5。第

一にイスラーム化の定着によって、いわゆるナショナリスト政党もイスラーム的キャン

ペーンを行うことが一般化し、イスラーム系政党による差異化が困難になったことである。

第二にウラマーなど伝統的な宗教指導者の政治的影響力が低下していることである。都市

化や高等教育の進展によって、ウラマーの地位が相対的に低下していることに加え、民主

化後の政治への関与が支持者の失望を生んでいる。民族覚醒党と同様にナフダトゥル・ウ

ラマーのメンバーが多数属している開発統一党もまた得票を半減させている。他方、スハ

ルト体制期にムスリム同胞団系の大学キャンパスにおける宣教運動から勢力を拡大してき

た福祉正義党も頭打ちの状況である。 

サイデルはエジプトにおける移行プロセスとの比較から、インドネシアにおいては世俗

政党であるゴルカルと民主党（現在の闘争民主党）が政変において役割を果たしたこと、

イスラーム団体の国家からの自律性の二点によって、移行後の政党構成を説明している。

すなわち、インドネシアにおいては移行プロセスに役割を果たした世俗政党が民主化後の

国会で多数派を占めている。他方でエジプトでは世俗政党であった与党・国民民主党が解



第６章 インドネシアにおける民主化の経験とイスラームと政治の現在 

 －127－

体され国家から自律的であったムスリム同胞団が設立した自由公正党が与党になった6。サ

イデルは世俗政党とイスラーム系政党、イスラーム団体も近代主義と伝統主義というイデ

オロギーで区分をしているが、この分析ではむしろ現実を見えにくくする。前述のとおり

インドネシアにおいて世俗とイスラーム系政党の差異は小さくなっている。ゴルカルはス

ハルト体制下において地方のイスラーム団体を取り込んできた。2004 年総選挙においてユ

ドヨノ大統領の擁立のために設立された民主主義者党はいわゆる世俗ナショナリスト政党

に区分できようが、選挙運動において「宗教的ナショナリスト」というモットーを掲げて

ゴルカル党より宗教色を強調した。サイデルが国家からの自律性があるとみなしたナフダ

トゥル・ウラマーはムスリム同胞団と比較するにはあまりにも組織的凝集性が低く、ほぼ

すべての政党に分散している。権威主義からの移行や政権の強靱性は比較政治のアプロー

チがある程度有効であろうが、個別の政党や組織を見ていくと、前提条件における大きな

差異が明らかになるばかりである7。 

1998 年政変以降、新たな政治勢力として登場し注目を集めたムスリム同胞団系の福祉正

義党の成功とその限界に対象を限定すると、エジプトとトルコとの比較が各国の特徴を掴

みやすくする。福祉正義党およびその前身の正義党は 1980 年代に活発になったムスリム同

胞団系の大学キャンパスにおける宣教運動タルビヤを基盤とする。1998 年政変直前の 3 月

に全国的な学生組織が公式に結成され、1999 年総選挙に参加した。1999 年選挙では得票率

は 1.4パーセントに留まり、法定最低得票率を満たさなかったため 2004 年選挙では福祉正

義党として出直した。宗教的で清廉潔白、活発な社会活動を行うイメージが定着したこの

選挙で 7.2パーセントと躍進、ジャカルタでは 23パーセントを獲得して第一党に躍り出た。

2009 年選挙で三大政党入りを目指したが 7.9パーセントと伸び悩んだ。2004 年以降福祉正

義党はユドヨノ連立内閣に参加し、地方自治体の首長選挙などでも他党と連立を組んだ。

同党は地方レベルの組織の拡大を続けてムハマディヤなど既存のイスラーム団体の地方支

部としばしばトラブルを起こしたが、より支持者を拡大するため、2010 年 7 月には「開か

れた政党」を宣言した。1999 年選挙時の「宣教（ダアワ）政党」との自称を想起すると 10

年あまりの間に大きな転換を遂げたことが分かる。2009 年選挙のテレビコマーシャルでは

ベールを着用していない女性も登場し、パプアではキリスト教徒を候補者に立てた。しか

し結果として、福祉正義党は他の政党と明確な差別化ができなくなり、他方で本来のイデ

オロギー的立場から逸脱したとの党内からの不満を抱えるジレンマに直面した。2013 年 1

月には党首が汚職容疑で逮捕され、より深刻な危機に立たされている。 

さて、以上のイスラーム系政党の動向をエジプトやトルコと比較するといかなる特徴を

見出すことができるのだろうか。エジプトにおいては、ムスリム同胞団が非合法化されな
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がらも広範な組織的活動とりわけ社会活動で支持基盤を築いていた。汚職や経済的格差な

どの社会問題が認識されながらも、政府与党にその解決が期待されておらず、国民民主党

の支持構造は腐食していた8。インドネシアにおいても、そうした社会問題の解決に期待し

て福祉正義党の支持がある程度拡大したが、エジプトのムスリム同胞団に比較すると社会

基盤がはるかに脆弱であった。インドネシアにおいてそうした社会基盤を持つのはナフダ

トゥル・ウラマーであったが、組織的な凝集性に欠け、またムスリム同胞団のような代替

的なイデオロギーを提供することはなかった。トルコにおいては、公正発展党（AKP）が

既存のギュレン運動などと近づきつつ、新興ブルジョアジーを取り込んで支持基盤を強化

してきた。福祉正義党もイスラーム経済運動などと共通の出自を持ち、また徐々に党員や

議員のウイングを広げてきたが、現在まで党の指導者は説教師やメッカ巡礼ビジネスなど

の背景を持つものが多く、その社会基盤および支持層の広がりには大きな壁がある。現代

インドネシアにおいては、トルコやエジプトのように世俗とイスラーム系政党に大きなイ

デオロギーや社会階層間の亀裂が生まれず9、イスラーム勢力も実に多様でその政治的な受

け皿たる政党も複数に分裂している。著者が行った世論調査に基づく支持者の社会的背景

の分析によれば、福祉正義党とムハマディヤ系の国民信託党、それにユドヨノ大統領の民

主主義者党の支持者は、都市の高学歴でマジェリス・タアリムと呼ばれる非常に多様な草

の根の宗教活動への参加と相関関係があり、ナフダトゥル・ウラマー系の民族覚醒党と世

俗ナショナリスト政党である闘争民主党の支持者には学歴と負の相関関係を見出すことが

できる10。 

 

（３）「犯罪的民主主義」による安定？ 

インドネシアの政治的安定の理由としては、表向きの民主化に対して、スハルト体制期

からの政治的、経済的支配エリートがインフォーマルに権益を維持しているとの見方も有

力である。ロビソンとハディズ、ウインタースによれば、植民地期からインドネシアはオ

リガーキー（寡頭制）でありスハルトがこれを進化させた。しかし 1990 年代にスハルトが

自らの子供たちを過剰に重用することで、分配のルールが狂い、政権への不満はオリガー

キー内部から起こるようになった。1998 年の政変によってスハルトとその子供たちがこの

構造から取り除かれたあとも、オリガーキーは依然として強力であり、法律と執行機関を

凌駕する力を持っている。権威主義体制から民主主義体制に移行したことで、現在ではオ

リガーキーの「数は増え多様になった」がそれは「犯罪的民主主義」であり、オリガーキー

は地方まで浸透し、植民地期から脆弱な法的インフラはオリガーキーを従わせる力も独立

性もないどころか、法執行機関はオリガーキーの分け前を得ようと堕落しているという11。 
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国会の議席を失い、警察が分離された国軍においても、彼らにとって重要な政策には介

入し、またインフォーマルな権益の維持がなされている。結果として震災による状況変化

でアチェの分離独立問題はなくなったが、国軍は独立を許した東チモールの「失敗」を踏

まえて、アチェでは戒厳令状態を継続させることでイニシアティブを握って独立派の掃討

作戦を行っていた。インドネシアの国軍はまたスハルト体制期から公式な予算では足りな

い資金の調達を、軍営の企業などによって各軍管区がそれぞれ独自に行ってきた。1998 年

以降もその構造は変わらず、国軍は地方で形成されたオリガーキーの一部を担い、森林の

違法伐採などのビジネスにも手を染めてきた。また地域紛争や「テロとの戦い」を利用し

て国軍の担当する治安領域を維持ないし再拡大に努めてきた12。 

フォーマルな政治の中でも、スハルト時代に元国軍司令部政治社会担当参謀であったス

シロ・バンバン・ユドヨノ現大統領はもちろんのこと、ウィラント元国軍司令官はハヌラ

党党首、スハルトの娘婿でもあったプラボウォ・スビアント陸軍戦略予備軍司令官はグリ

ンドラ党党首になっている。ハヌラ党およびグリンドラ党は両党首が設立し、ウィラント

は 2004 年大統領選挙の、プラボウォは 2014 年に予定されている次期大統領選挙の有力候

補となっている。彼らは知名度を利用して公選されているが、その他の政党や社会組織で

も治安当局の有力者を招き入れている。福祉正義党は 2004 年総選挙で元国家情報局のスリ

プトを国会議員選挙で立て当選、ナフダトゥル・ウラマーは元国家情報局（BIN）副長官

のアサド・サイド・アリを 2010 年に副議長の一人に選出している。 

オリガーキー論によるインドネシアの政治経済体制の分析は、1998 年の「敗者なき権力

の移行」とパラレルに比較的安定しているインドネシアの構造をおおむね説明しているよ

うに思われる。ただし、これまで見てきたように、民主的な競争が行われていることは事

実であり、国軍の政治的な役割も限定的である。経済体制においてもある程度の再編は行

われており、スハルト周辺の企業を始めとした退出者とそれに代わる新規参入者が見られ

る13。 

 

２．現代インドネシアにおける政治とイスラーム―ジャカルタ州知事選の分析から 

（１）背景 

2012 年 7 月 11 日に第 1回、9 月 20 日に決選投票が行われたジャカルタ州知事選は 2012

年最大の政治的イベントであった。有力候補が揃ってメディアの注目を浴びたうえに、宗

教が選挙戦の一つの焦点となった。2014 年の総選挙を占ううえでも重要な選挙となった。

本章ではこれまで既存研究を中心に、中東における政変と対比しながら、インドネシアの

政治構造の分析を行ってきた。以下、ジャカルタ州知事選を事例に、現代インドネシアに
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おける政治の捉え方をとりわけイスラームとの関係から提示したい。 

2012 年のジャカルタ州知事選は事実上現職のファウジ・ボウォ（通称フォケ）とジョコ・

ウィドド（通称ジョコウィ）の間で争われた。フォケは地元ブタウィ人の元官僚で、副知

事候補に民主主義者党のジャカルタ支部長を迎えた。民主主義者党以外に国民信託党も

フォケ組を支持した。ジョコウィは闘争民主党の支持を受け、元ビジネスマンで中ジャワ

州の地方都市ソロ市長、副知事候補はグリンドラ党に支持を受けた華人キリスト教徒のバ

スキ・チャハヤ・プルナマ（通称アホック）で、同じく地方自治体の首長（バンカブリトゥ

ン州東ブリトゥン県知事）であった。両者の経歴は対照的で、とりわけ官僚／ビジネスマ

ン、ブタウィ人ムスリム／ジャワ人ムスリム＋華人キリスト教徒という背景が重要であっ

た。 

ジョコウィは有能なソロ市長として知られていたが、ジャカルタの有権者には浸透して

いなかった。立候補前にソロから十数時間かけて高校生が組み立てた「国産」自動車に乗っ

てジャカルタ入りしてマスコミの注目を集めると、その後も市場や集落をまわり庶民的な

イメージをアピール、発言にもユーモアがあり、これが官僚的なフォケとは対照的に扱わ

れた。他方で行政の効率化などビジネスマンのセンスを活かしたソロ市長としての実績を

プレゼンしたビデオを配布し、またインターネット上の動画配信サイト・ユーチューブに

配信、数十万回のアクセスを記録した。他方のフォケは州知事としての実績に加えて、地

元のブタウィ人であることを強調した。ブタウィ人の文化的アイデンティティとイスラー

ムは表裏一体である。ブタウィ人らしさを強調することは、あまり「イスラーム的」に見

えないジャワ人のジョコウィときわめて異例な華人キリスト教徒の出自を攻撃することに

つながった。フォケ陣営はブタウィ人ウラマーの写真を背後に「賢い人間は明確なものを

選ぶ！」というメッセージを掲げた。これはジョコウィの宗教的背景が明確でないことを

暗示しており、実際ジョコウィの母親はキリスト教徒であるといった噂が流された。フォ

ケ側についた国民的歌手であるロマ・イラマが「ムスリムは同じ信仰を持つものを選ばな

くてはならない」とモスクで説教した映像がユーチューブに流れて報道が過熱、この問題

は大きな話題となった。ジョコウィも宗教的キャンペーンをしなかったわけではなく、他

の候補と同様に、ナフダトゥル・ウラマーや影響力のある宗教指導者を訪問した。何より、

第一回投票の直後に母親を連れてメッカ巡礼に赴いて、ネガティブキャンペーンの払拭を

狙った。 

他方で政党組織による選挙運動は目立たなかった。第一回投票でジョコウィが上回った

ものの、当選に必要な過半数に満たなかったために、他候補を支持していた諸政党の動向

が焦点となったことを除いてはもっぱら候補者個人の動向に注目が集まった。 
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（２）選挙結果と社会的背景 

以上のような宗教およびエスニシティを強調した選挙キャンペーンには効果があった

のだろうか。第一回投票はジョコウィ組 42.6 パーセント、フォケ組 34.1 パーセント、二

組の決選投票となった第二回投票はジョコウィ組 53.8 パーセント、フォケ組 46.2 パーセ

ントで新州知事が誕生した。 

フォケ陣営はユドヨノ政権の連立を形成する各政党の支持を取り付けたが、メディア戦

略に勝利したジョコウィとの差を詰めることはできなかった。川村晃一による以下の 2004

年の大統領選挙の分析のメガワティをフォケ、ユドヨノをジョコウィに替えれば、そのま

ま 2012 年のジャカルタ州知事選の分析に使えそうである―「選挙制度の特徴と有権者の投

票行動の変化を最も的確に理解していたのがユドヨノであった。ともに決選投票に進んだ

メガワティが大政党の連合による組織票の動員によって勝利を目指そうとしたのに対して、

ユドヨノは、立候補表明直後からメディアを使ったイメージアップ戦略を積極的に展開し

た」14。ユドヨノに支持されたフォケが、メガワティに支持されたジョコウィに敗れたの

は皮肉である。2004 年との最大の違いはソーシャル・ネットワークという新しいメディア

戦略においてもジョコウィが大きく上回ったことである。選挙期間中のツイッターにおけ

るジョコウィに関する「つぶやき」は約 34万回でフォケについての 1.4 倍に達したという15。 

就任後もジョコウィと副知事のアホックはメディアの注目を浴び続け、現時点までその

「ハネムーン」は続いている。宗教についてのネガティブキャンペーンはすでに忘れられ

ているかのようである。しかし、実際にはエスニシティによる亀裂投票が見られた。投票

前のテンポ誌がインドネシア調査機関と行った調査によれば、ジョコウィ組の支持者の 42

パーセントがジャワ人、ブタウィ人は 18パーセントであった。フォケ組は支持者の 28パー

セントがジャワ人、ブタウィ人が 42パーセントであった。フォケを選んだ理由として最も

多いのが同じ宗教（21.7パーセント）で、他方で同じエスニックグループと答えたのは 5.8

パーセントに留まった。ジョコウィ支持はその人柄に集中しており、大衆を思いやる人で

ある（28.8パーセント）、正直な人である（18.4パーセント）、選挙公約を守る（17.0パー

セント）と続く。教育レベルと収入が高くなるほどジョコウィ支持が高まるという結果が

出ている。支持政党の候補であることを理由に挙げたのはそれぞれ 0.6 パーセントに留

まった16。 

実際の選挙結果を検討しても、フォケが勝利した地区はブタウィ人集住地区と多くが重

なる。もっとも明確な結果が出たのが中央ジャカルタ市メンテン区の結果である（表２）。

すなわちメンテン 5地区のうち、ブタウィが例外的に少ないゴンダンディア地区ではジョ

コウィが圧勝、ブタウィ人口が約 4割以上を占める他の地区ではフォケが勝利している。
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他の地区を検討しても、宗教キャンペーンの効果は明白である。ただし、宗教キャンペー

ンが効いていたのはブタウィ人に対してだけであり、ジャワ人はもちろんスンダ人ムスリ

ムにもフォケへの支持は浸透しなかった。ブタウィ人はジャカルタにおいて全体の 3割程

度しかおらず、政党の連合による組織票の動員も及ばなかった。 

なお、著者が使用したエスニックグループの分布は 2000 年国勢調査の結果であり、最

新のデータ、教育と収入等他の変数の利用、さらなる地区別の検討が必要である。 

 

（表２） 

中央ジャカルタ市メンテン区におけるエスニックグループの分布（2000年）と第二回投票結果

（ジャワとブタウィの括弧内は地区人口に占める両エスニックグループの割合） 

地区名 人口 ジャワ ブタウィ スンダ 華人 フォケ ジョコウィ

メンテン 25080 5821（23.2） 9746（38.9） 5085 498 55.0 45.0 

プガンサン 23148 4752（20.5） 10083（43.6） 4115 78 57.2 42.8 

チキニ 7198 1575（21.9） 3219（44.7） 960 99 56.3 43.7 

ゴンダンディア 5236 2460（47.0） 467（8.9） 759 336 28.8 70.2 

ケボン・シリ 13135 2415（18.4） 6332（48.2） 2069 364 58.1 41.9 

 

おわりに 

インドネシアにおける政治的安定の理由は「敗者なき権力の移行」と一種のオリガー

キーの継続、イデオロギー的な中道化を挙げることができる。移行における大統領、国軍、

与党、それに在野ないし野党的なイスラーム勢力との関係はそれぞれ重要で、比較研究は

有用である。イスラーム系政党への支持は低下しているが、エスニシティや宗教的差異に

基づく亀裂投票は依然としてある。ジャカルタ州知事選は地元ブタウィ人のエスニックア

イデンティティとイスラームが結びついて争点として浮上した典型的な事例であった。メ

ディアにおけるイメージ形成は極めて重要であり、とりわけ都市部においてはインター

ネット上の動画サイトやソーシャル・ネットワークの重要性も高まっているといえよう。 
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第７章 「アラブの春」と中東国際関係 

－原理的問いと現実的展望－ 

 

池田 明史 

 

はじめに 

2010年末以降の「アラブの春」と総称される中東の動乱は、数十年に一度、場合によっ

て一世紀に一度あるかないかの大変動と位置づけられている。1950 年代から 60 年代にか

けてのアラブ民族主義昂揚期、各地で反帝国主義を掲げた革命やクーデターが繰り広げら

れた時代以来の構造的な変革だとする見方のほか、むしろ 20 世紀初頭から戦間期にかけて

の中東諸国体制の創出に匹敵するとする立場、あるいはさらに遡って欧州列強の膨張圧力

に抗して出来した「アラブの覚醒」の再来ではないかと考える文明論的な見解など、この

現象の歴史的解釈をめぐっては議論百出の状況にあり、一定の共通理解に達するにはなお

暫くの時間を要するであろう1。 

しかしながら、中東全域を巻き込んだとの印象とは裏腹に、2013年初頭現在でこの動乱

が直接体制転覆に結果したのはチュニジアとリビアとの 2 カ国にとどまる。アラブ最大の

国家エジプトでのムバラク退陣とその後のムスリム同胞団による奪権の経緯は大きな衝撃

ではあったが、しかしこの政変を事実上規制し、政権交代に道筋をつけたのは旧来最大の

実力集団であった国軍にほかならない。移行期に全権を掌握した国軍最高評議会（SCAF）

は新たに選出されたモルシ大統領に権限を移譲して後景に退いた格好となったが、いわば

「将校の共和国」としての「国体」それ自体は依然として健在である。これを体制打倒と

呼びうるかどうか、必ずしも疑問なしとしない2。イエメンでも同然で、退陣したサーレハ

前大統領は刑事訴追を免責された上、相変わらず与党指導者として隠然たる勢力を保って

いる。内戦でもはや政府としての正当性を失い、交戦団体と化したシリアのアサド政権は、

それでも軍事的には圧倒的に優勢で、ここでも体制打倒が実現したとは言い難い。バハレー

ンでは、騒乱が繰り返されるものの、結果的には常に体制側に抑え込まれて変革にはつな

がっていない。他の諸国では若干の混乱が見られたものの、体制自体はそれぞれ安定を回

復している。動乱から 2 年余を経て、アラブ連盟加盟国 22カ国中、単なる政権交代を含め

ても体制の転覆や大きな動揺を経験したのはつまるところ 5 カ国に過ぎない。 

 

１.１ 動乱のドミノ現象とその遮断 

それでもなお、「アラブの春」がそれまで盤石と考えられていた各国の権威主義的支配
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の体制を根底から揺るがす契機を胚胎していた事実は見逃せない。アラビア語という同一

言語に乗って、チュニジアに発した独裁拒否と自由化希求のメッセージは、燎原の火の如

くアラブ世界を席巻した。そうした横断的なベクトルが 6 カ国まではドミノ現象を起こし

たが、それを越えて波及しなかったのは、それぞれの国家の民族的宗派的構成や歴史的経

験の相違、あるいはふんだんな石油資源に支えられた財政的余裕の有無といった個別的な

ベクトルの存在によるものである。フェイスブックやツイッターといった新たな社会的

ネットワーク（SNS）が民族・部族・宗派という地縁血縁に支えられた伝統的なネットワー

クとどのような関係を切り結ぶかは、国情により異なる。また、ヨルダンやモロッコなど、

相対的に王室の支配の正統性が浸透しつつ、それなりに体制の「風通し」がよいと感じら

れていた国々では不満の噴出の態様や圧力が抑えられたのも事実であろう。サウジアラビ

アをはじめとする湾岸産油諸国では、支配の正統性は豊富な石油収入によるバラマキ政策

によって補完され、結果的に「金で解決」する手法が奏功したとも言える。イラクやアル

ジェリア、あるいはレバノンなど、直近の過去に激しい内戦を経験した記憶がなお新しい

国々では、そのような混乱の再来を忌避する社会共通の意識が作動したという側面もあろ

う。それら諸国においては、民主化の騒乱は経験済みということでもある。イスラエルの

占領支配下にあるパレスチナでは、パレスチナ解放機構（PLO）主流派ファタハやイスラー

ム原理主義政党ハマスといった直接の統治権力に対する異議申し立てよりも、とにかく占

領状態から脱することのほうが優先順位は遥かに高いといった事情により、反独裁・自由

化希求の運動も精彩を欠くものとなった。 

 

１.２ 横断的ベクトルと垂直的ベクトル 

このように、アラブ世界を横断的に結ぶ権威主義体制への異議申し立ての動きは、それ

ぞれの国情に由来する個別のベクトルによって遮断され、ドミノ効果は限定的なものにと

どまっている。加えて、従来の革命運動が社会主義や民族主義、あるいはイスラーム主義

といった、それなりに明確なイデオロギーの下に、ナセルやホメイニなど求心力の強い指

導者に牽引されて波及していった経緯とは裏腹に、指導理念や象徴的指導者を欠いた形で

展開してきているところに、この現象の政治的波及の限界を見ることも可能であろう。フェ

イスブック革命と形容されることもある「アラブの春」は、その匿名性や没価値性がいわ

ばアクセルとブレーキとの両面の機能を作動させているように見える3。 

このことが、チュニジアやエジプトにおいて、革命後の移行期の中からイスラーム主義

政権が登場してきた理由を説明する。両国において革命を起動させ、独裁者を放逐した主

体、少なくともその中核部分は SNS を手にした未組織の世俗的若年層であった。彼らの街



第７章 「アラブの春」と中東国際関係 

 －137－

頭行動に触発された格好で、大衆蜂起の状況が生まれ、旧体制が打倒されたのである。し

かしながら、新たな秩序を構築する局面になれば、組織化された政治基盤を持ち、具体的

な政策プログラムを提示できる既存の政治勢力が俄然優位に立つことになる。そうした政

治勢力の中で、旧体制下において弾圧・疎外され、旧体制に組み込まれていなかったとい

う不在証明を掲げることのできたイスラーム政党のアンナハダ（チュニジア）やムスリム

同胞団（エジプト）が、いわば革命の果実をハイジャックしたという結果になったのであ

る4。 

そうだとすれば、無血革命を達成したこれら両国であれ、流血の内戦を惹き起したリビ

アやシリアであれ、あるいはイエメンその他未だ混乱から脱していない諸国であっても、

さらにはこれまでそれぞれの事情で大きな混乱を免れている諸国においてさえ、そこに通

奏低音のように内在している問題は共通しているように思われる。すなわちそれは、独裁

支配に異議を申し立てて自由・人権・民主主義の実現を要求した未組織の世俗的若年層に

対して、旧体制打倒後の実権を掌握した旧来の政治勢力や、あるいは転覆を免れている旧

来の体制それ自体が、どのように応答するのかという問いにほかならない。新たに台頭し

て政権を打倒しあるいは動揺させた彼ら若年層は、これまでのように一方的に権力による

統制の対象となることを潔しとせず、逆に権力に対する監視を強めるであろう。未組織で

あるために権力に自ら参加する手段や方途を欠いているにせよ、権力を破壊することにつ

いて彼らは一定の自信をつけている。未組織であるだけに、そうした彼らを捕捉し無力化

することは著しく困難である。 

 

２.１ 中東国際関係への含意 

前節で指摘した各国内政上ないし国内社会的な攪乱要因は、中東地域に固有のアイデン

ティティ政治の状況によってさらに拡幅され、域内の国際関係に波及する。汎アラブ意識

や汎イスラーム意識といった超
スプラ

ナショナルな次元のアイデンティティ、シーア派・スンニ

派、あるいはクルド、アルメニア、パレスチナなどの準ナショナルないしサブナショナル

かつボーダーレス的な規定の対象となる宗派・民族的アイデンティティ、さらに最終的に

は部族・出自地域にまで還元されうる血縁地縁的な帰属意識など、中東においては各レベ

ルのアイデンティティが複雑に錯綜している。その時々の与件や情勢によって、そのよう

に重層化しているアイデンティティの中から前景化する表層が目まぐるしく変遷してきた

のが中東の現代史にほかならない5。その意味では、一般的な国際関係の理論モデルを留保

なしに中東に適用するのには慎重を期す必要があろう。例えば、中東の国際政治を分析す

る上で比較的頻繁に用いられるリアリズム論6の理念型では、国家の対外政策の究極目標は
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自己保存、すなわち独立と安全保障との保全にあり、当該国家はこれを域内外の国際シス

テムにおける勢力均衡をはかることによって達成しようとすると規定される。その際、個々

の政策は、当該国家の物理的な国力の現実（規模・人口・地勢地誌・資源・兵力量 etc.）

によって半ば自動的に規定される国益の損得計算に基づいて決定されるというように、意

思決定主体としての国家をある種ブラックボックスとして措定する。このような枠組みで

は、当該国家の為政者自身や彼に対して直接間接に圧力を行使しえる国民大衆の心情的傾

斜や先験的選好といった要素を分析の射程に取り込めなくなるため、既述したように濃厚

なアイデンティティ政治の性格を帯びる中東の国際関係の把握に齟齬が生じる可能性を排

除できない。 

言うまでもなく、エジプトやモロッコといった伝統的にそれなりのまとまりと帰属感を

備えてきた事例はむしろ例外的で、大多数のアラブ諸国は欧州列強の帝国主義的分割の結

果出現した人工構築物
レ ヴ ァ イ ア サ ン

である。それぞれに異なる領域内部の社会的亀裂を架橋し、多岐に

わたる部族や宗派、エスニック集団を権力的、強制的に同質化するプロセスが、これら諸

国の国民統合と国家建設の内実であった。対内的には権威主義的な強権支配体制が、対外

的には反帝国主義・反シオニズムの統合シンボルが、いわば相互補完的にそうした目的を

達成するための必要欠くべからざる装置として作動してきたのである。そのような観点か

ら「アラブの春」を位置付ければ、この変動が強烈に指向した脱強権支配、自由化、民主

化のベクトルが、従来の対外的な反欧米・反イスラエルの契機
モメント

にどのように波及するかは

さしあたり今後の注目点となろう。あるいはさらに進んで、少なくともいったんは統合さ

れたかに見えるそれぞれの国民国家的な枠組みは所与として前提にされるのか、それとも

そうした枠組みそれ自体が問い直されることになるのかという問題も、長期的には残され

る。すでに 2003年に欧米有志連合によって「外から」サダム・フセインの強権支配が打倒

されたイラクでは、アラブ vs.クルド、スンニ派 vs.シーア派というアイデンティティ政治

上の対立抗争が常態化し7、今回の「アラブの春」によって「内から」アサド父子の世襲権

力政権の打倒が目指されているシリアでも、内戦は次第に宗派間抗争の様相を強めつつあ

る8。同じく「アラブの春」で「内と外から」すなわち内戦とこれに対する NATO 主体の介

入によってカダフィ体制が解体されたリビアでは、トリポニタリア、キレナイカ、フェザー

ンの伝統的な地域的・部族的対抗関係が復活したかに見える9。打倒の対象となったこれら

三国の独裁体制はそれぞれ英・仏・伊の植民地主義的領域支配をそのまま受け継いでいた

事実、および本質的には同様の事態を抱えていると考えられるヨルダン（ベドウィン vs.

パレスチナ人）、イエメン（南北部族対立）、バハレーン（シーア派 vs.スンニ派）などの状

況を踏まえると、現在進行中のアラブ世界の政治変動を歴史的な脱植民地化闘争の新たな
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局面と捉えようとする見方にも、それなりの根拠が認められるのである。つまるところ「ア

ラブの春」の中東国際関係における含意は、原理的には既存の国民国家的統合
ナ シ ョ ナ ル

のベクトル

と、これを攪乱する越 境 的
トランスナショナル

なベクトルとのせめぎあいの帰趨をどう見るかというところ

に帰着するように思える。 

 

２.２ イスラエルの視点 

ところで、こうした変動が中東の地域的なパワーバランスにどのように影響するかは、

短期的にも中長期的にも大きな検討課題であろう。その際、分析に際しては「誰から見た」

バランスかという点が問題とされねばならない。当然ながら、パワーバランスという以上、

その力学関係の支点が明示される必要があるからである。本章では、アラブ世界と一方で

対抗し、他方で癒着するといった発展関係を切り結ぶ非アラブ国家イスラエルの視点から

この課題への接近を試みる。 

イスラエルから見た場合、「アラブの春」出来以前の中東におけるパワーバランスは、

イランの核武装問題とパレスチナ和平プロセスという二つの大きな安全保障上の課題を抱

えながら、それでも相対的な安定を示していた。その理由は、基本的には現状改変を望ま

ない諸国が大勢を占めており、積極的に現状打破を目指す主要勢力は国家としてはイラン

を数えるのみであったからである。そのイランの傀儡と位置付けられていたレバノンのヒ

ズボラやパレスチナのハマスといった、イスラエルを敵視する武装闘争組織があり、それ

ぞれ 2006年の第二次レバノン戦争や 2008年末/09年初のガザ戦争（「鋳鉛」作戦）といっ

た形で折に触れて軍事衝突を惹起していたが、しかしシリアのアサド政権にせよ、エジプ

トのムバラク体制にせよ、それら武闘組織に影響力を持つアラブ諸国はそうした衝突を地

域の構造的な転換につなげようとする動機に乏しく、むしろその自国内への飛び火を警戒

して封じ込めようとする姿勢に終始していた。大局的に見ればアラブ主要諸国のこのよう

な守勢戦略は、第三次（1967年）・第四次（1973 年）の二つの中東戦争の結果、パレスチ

ナ問題の軍事的解決、すなわち武力によるイスラエルの解体・排除というオプションが完

全に現実性を失い、各自が国家的統合を保ちつつ安全保障と経済成長とを全うしようとす

れば、紛争を少なくとも凍結し、ユダヤ人国家イスラエルとの間に公式もしくは非公式の

「冷たい平和」を維持することが不可欠となった事実を意味していた。1991年の湾岸戦争

や 2003 年のイラク戦争によってエジプト脱落後アラブ最強と看做されたイラクの軍事モ

デルが崩壊した後は、このような状況に拍車がかかったのである10。 

かくして、「アラブの春」が勃発する直前の 2010 年末の時点において、自国を取り巻く

国際関係は、イスラエルにとって「居心地の良い」戦略環境を作り出していた。エジプト
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との和平はどこまでも冷たい平和でしかなかったが、ガザに拠るハマスとエジプト国内の

ムスリム同胞団との連携を警戒するムバラク政権は、「敵の敵」であるイスラエルとの暗黙

の協働関係を強化しつつあった。ヨルダンとの関係は 1994年の和平条約締結以前から「暖

かい敵対」とも呼べるほど密なものがあったし、条約締結後の両国関係もエジプトと比べ

れば余程安定していた。シリアとはゴラン高原の返還問題を巡って厳しい対立が続き、ト

ルコや米国を仲介とした和平工作も蹉跌を重ねていたが、しかしシリアのアサド政権は親

子二代にわたって 1974 年のゴラン兵力引き離し協定をほぼ完全に遵守し、1982 年・2006

年の二度にわたるレバノン戦争においてもイスラエルと直接軍事的に渡り合うことはな

かった。パレスチナでの騒乱状況（インティファーダ）やいわゆる「対テロ戦争」の展開

など、緊張が日常的に昂進し、折に触れて発火することはあっても、イスラエルは隣接す

る諸国と国家主権の発動たる戦争を経験することなく 30年以上を経ることができた。近隣

諸国からの通常戦力による奇襲を主たる脅威として安全保障体制を構築してきたイスラエ

ルにとって、そのような脅威は完全に過去のものとなったと思われた。これに代わって、

遠隔地イランからの非通常兵器による攻撃の可能性が、そのイランが支援し使嗾する（と

認識されている）ヒズボラやハマスなどの非国家主体によるテロ攻撃と並んで新たな脅威

となっていたが、少なくともそれらの脅威は予見可能であり、予防先制的な軍事的対処も

可能であると考えられていた。換言すれば、中東の国民国家的枠組みが安定している限り、

すなわちそのような枠組みの現状を維持しようとする国家が大多数を占めている限り、イ

スラエルにとっての戦略環境は良好であり続けると認識されていたのである。 

 

２.３ 戦略環境の変遷 

2010年末以降の「アラブの春」は、このような戦略環境を根底から突き崩した。エジプ

トのムバラク政権の崩壊と、結果としてのムスリム同胞団の奪権とは、イスラエルの地域

戦略の基軸である対エジプト和平条約の先行きを不透明なものとし、シリアの内戦はエジ

プト同様のイスラーム勢力による奪権かあるいはシリア国家それ自体の解体かという二者

択一の展望を示しつつある。ヨルダンのハーシム王家の安定もまた自明ではなくなり、シ

リアの内戦の波及その他のきっかけ次第で大きな混乱も出来しかねない情勢となった。し

かも、そうした各地の政治変動は、少なくとも当初はイスラエルにとって従前から変わら

ぬ脅威であるイランに有利に作用すると考えられた。隣接諸国の情勢流動化は、現状打破

を志向する勢力の望むところであり、しかも各地におけるイスラーム勢力の台頭は、イス

ラーム革命体制を標榜するイランに格好のレバレッジを提供することになるからである11。 

また各国で進行する政治変動が、最終的に「自由化」や「民主化」の実現につながる可
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能性があるにせよ、その道程は長く複雑なプロセスであることが予測される。移行期には

しばしば予測できない混乱が惹起され、そうした混乱を乗り切るために暫定的にもせよ為

政者は「外に」敵を設定して国内社会の統合を図ろうとする。かつての反帝国主義・反シ

オニズムという手垢にまみれた結集シンボルが再び引き出されてくる可能性は無視できな

い。さらに、内戦に陥ったシリアなどでは、中央政府の機能不全によって武器・兵站その

他の物資が野放図に流出し、各種の武闘勢力の跳梁に結果する蓋然性も高い。リビア内戦

の混乱が、2013 年初頭のアルジェリア天然ガスプラント襲撃事件につながった経緯はその

典型といえる12。イスラエルにとっては、混乱するリビア、シリアからそれぞれガザのハ

マス、レバノンのヒズボラへの軍事物資の流入が深刻に危惧されているのである。 

こうした状況は同時に、直接的にいわゆる「聖戦
ジハード

主義」によるテロの脅威を増大させる。

中央権力の統制劣化がアルカイダ等のテロ・ネットワークの拡幅に如何に貢献したかを示

す事例は、アフガニスタンやイラク、リビア、シリア、イエメン、スーダン、ソマリア等、

枚挙に遑がない。2012年 8月にはそうしたテロの事案がシナイ半島で生起し、エジプトの

警備部隊が襲撃されて多数の犠牲を出すに至ったが、ここではイスラエルは、国家的脅威

と越境的脅威の狭間でディレンマに陥ることになる。増大したテロの越境的脅威に対抗す

るためにはエジプトのシナイ展開兵力の増強を認めざるを得ず、そうなればイスラーム勢

力が奪権した新生エジプトの潜在的な国家的脅威を南方国境に抱え込むという構造になる

からである。 

 

３.１ パワーバランスの変化：米国の退潮 

いずれにせよ、イスラエルを取り巻く戦略環境は転変した。それはそのまま域内国際関

係のパワーバランスの変動をもたらしつつある。大きな変化の第一は、米国の姿勢転換で

ある。親米であれ反米であれ、それなりに安定した独裁政権との半ば恒久的な関係を基軸

として自らの中東戦略を組み立ててきた米国は、「アラブの春」の結果としてエジプトや

チュニジアといった友邦を失い、シリアやリビアなど「計算できる敵」を失い、またヨル

ダンやイエメンなど信頼してきた体制の不安定化を傍観せざるを得ないという立場に立た

されている。2012年 9月のベンガジにおける在リビア米大使殺害事件に象徴されるように、

各地の混乱はともすれば反米の契機を前景化させやすく、イスラーム勢力の奪権や台頭と

いう現象と相俟って中東における米国のプレゼンスの相対化ないし退潮を印象付けている。 

他方で、シェールオイル・シェールガスといった新規化石燃料の自国商業生産が軌道に

乗りつつあることでエネルギーの中東依存からの脱却の展望が開けてきたという事情もあ

り、米国の中東への関心は確実に低下している。現実に、「アジアへのシフト」を口実にア
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フガニスタンやイラクなどこれまで積極的に介入してきた領域からの撤退を急ぐオバマ米

政権は、中東への新たな介入を忌避する方向にある13。そのことは、2011年の NATO のリ

ビア介入や 2013年のフランスのマリ介入に際して、軍事介入の必要を認めた場合でも米国

自身は情報通信機能や輸送・兵站補給機能を提供するなど自らの役割を努めて後方支援に

とどめようとした事実からも読み取れる。 

このような米国の姿勢変化は、米軍主導によるイランの核武装阻止のための軍事作戦に

期待していたイスラエルの思惑に逆行する。同様に、2012 年 11 月に勃発したイスラエル

によるガザ大規模空爆に対しても、オバマ政権は従来のように「イスラエルの自衛権」を

尊重して空爆そのものは認めたが、しかし地上軍の投入には難色を示し、これを一因とし

てイスラエルは地上戦に突入せずにエジプトと米国との仲介によるハマスとの停戦を受け

入れた。この経緯には、前回 2008年末の「鋳鉛作戦」のようなガザでの地上戦が再び大量

のパレスチナ人犠牲者を生めば、もはや米国はイスラエルを自動的に支持して「アラブの

春」に沸くアラブ街頭大衆の敵意にその身を晒すつもりはないとのオバマ政権の暗黙の意

思が表明されているように見える。それは、単にオバマ米政権とイスラエルのネタニヤフ

政権との間の「相 性
ケミストリー

の悪さ」に還元されるべきものではなく、米国の構造的な国益変遷

の結果と看做されてしかるべきであろう。米国のこうした「公 平 性
イブン・ハンデッド

」への傾きは、同じ

2012年 11月の国連総会におけるパレスチナ「オブザーバー国家」昇格問題への投票結果14

で浮き彫りにされたイスラエルの国際的孤立の深化とともに、今後のイスラエルの対外戦

略の策定に影を落とすのは必至と考えられる。 

 

３.２ パワーバランスの変化：シーア派枢軸 vs.スンニ派連合？ 

米国の姿勢変化に加えて、「アラブの春」は当初、イランの影響力の拡大による域内戦

略バランスの変動をもたらすものと懸念され、イスラエルの焦燥に拍車をかけた。ゼロサ

ム・ゲーム的に見れば、現状維持に戦略的利得を見出していたエジプト、チュニジア、ヨ

ルダンなどの「穏健」アラブ諸国の体制転換や政権不安定化は、既述のように現状打破・

改変を希求するイランや、その傀儡と看做されていた敵性非国家主体（ハマス、ヒズボラ）

の優位に帰結すると思われたからである。事実、ムバラク政権崩壊後にエジプトはイラン

海軍の艦艇にスエズ運河通航を認め15、また 2012 年 8月のモルシ・エジプト新大統領のイ

ラン訪問16と 2013 年 2月のアフマデネジャド・イラン大統領のエジプト訪問17といった動

きは、両国が 1979年のイラン革命以降冷え切っていた相互関係の正常化を模索しつつある

ことを物語る。 

しかし他方で、イラン海軍艦艇のスエズ通航は常態化しておらず、またモルシ大統領の
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テヘラン訪問はサウジアラビア訪問の後で、しかも非同盟諸国会議への参加を主目的とし

ており、イラン最高指導者ハメネイ師との会見も避けられるなど、エジプトの新体制はイ

ランとの必要以上の接近には慎重を期している。湾岸アラブ諸国のシーア派人口に対する

イランの政治的使嗾や煽動を警戒したサウジアラビアその他の現状維持陣営は、第一に動

乱が自国内に波及することを抑止し、第二には現状打破勢力の伸長を牽制防止するという

目的のもとに、動揺するアラブ諸国の内政に直接間接の関与を強めることになった。バハ

レーンやヨルダンでは体制権力の保全に向けて、リビアやシリアでは反体制勢力の奪権支

援に向けて、有形無形の工作が展開されたのである。そもそも現状維持と現状打破という

二つの陣営間の競合とは全く関係のないところで生起した「アラブの春」は、ここにこれ

ら両陣営間の対抗関係と結びつくことになる。さらにそれは、地域のアイデンティティ政

治と重なって、イラン=イラク=シリア=ヒズボラというシーア派枢軸に対抗するサウジア

ラビアなど湾岸諸国（GCC）＝ヨルダン=エジプトその他のマグレブ諸国のスンニ派連合

という色彩を帯びることになった。その典型的な「草刈り場」と化したのがシリア内戦に

ほかならない。 

 

４.１ 中東国際政局の主戦場：シリア内戦 

シリア内戦は、もともとは世俗主義的統合原理に立つバアス党支配下での既得権益に関

わる受益層と疎外層との対立が、次第にアイデンティティ政治的な対抗図式の中に囲い込

まれ、権力中枢に蟠踞するアラウィ派および他の宗教宗派的少数派との連合と、多数派を

占めるスンニ派との間の闘争という色彩を強めてきている18。そしてそのようなシリア内

部の体制支持派と体制打倒勢力との対抗関係が、既述のような域内国際関係における現状

維持陣営と現状打破陣営とのせめぎあいと接合され、同時に「アラブの春」で刺激された

地域的なアイデンティティ政治の外皮を纏うことになった。そこでは、アラブの一国であ

るシリアの統制を巡って、イランとトルコという非アラブの両国が、また「アラブの春」

を生き抜いてきたサウジアラビアと、「アラブの春」で政権が交代したエジプトというアラ

ブ世界の両雄とが、直接間接に錯綜した関係を切り結んでいる19。そしてそこには、各主

要アクターが自身の国民国家的
ナ シ ョ ナ ル

な権益の維持拡張を、アラブや非アラブ、あるいはスンニ

派やシーア派といった、すぐれて越 境 的
トランスナショナル

な回路を操作することによって達成しようとす

る逆説が存在する。その意味では、内戦の波及を抑止するための介入や関与が、むしろ波

及の促進要因を創出する惧れもなしとしない。 

そもそもアサド体制下のシリアは、1980年代を通じて繰り広げられたイラン・イラク戦

争に際して、非アラブでかつイスラーム革命体制を掲げるイランと連携し、同じアラブで
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しかもイデオロギー的に同根のバアス党支配下にあったイラクを牽制する路線を採ってい

た。この路線は戦後も一貫し、レバノンのヒズボラに対するイランの有形無形の支援はシ

リアの積極的関与なくしては成立しなかった。世俗主義のシリアと宗教指導体制下のイラ

ンとのこのような蜜月関係は、時として「神聖ならざる同盟
ア ン ホ ー リ ー ア ラ イ ア ン ス

」と揶揄されてきたように、

それぞれの国益計算に基づく現実主義政治
レ ア ル ポ リ テ ィ ー ク

の所産と考えられていた。しかしながら、「アラ

ブの春」が進展するに伴って、むしろアサド政権の基盤であるアラウィ派とイランのシー

ア派とのアイデンティティ政治上の紐帯という側面が浮き彫りにされるに至り、サウジア

ラビアやトルコ、あるいはエジプト、カタールなどスンニ派諸国がアサド政権打倒を目指

す各種の反乱勢力に肩入れする展開となって、ここにシリア内戦は中東におけるシーア派

枢軸とスンニ派連合との間の軋轢の主戦場となったのである。そのことは、かつてのイラ

ン=シリア=ヒズボラ=ハマスという連携関係から、スンニ派のムスリム同胞団出自のハマ

スが距離を置き始め、新生エジプトとの関係修復に動く20一方で、シーア派主導の色彩を

強めるイラクがイランおよびシリアとの接触を密にしつつある状況によっても傍証されよ

う。 

 

４.２ シリア内戦の帰趨と「介入」の是非 

リビアやイエメン、あるいはバハレーンなど、同じく「アラブの春」に揺れる他の内戦・

争乱事例と、シリアのそれとは国際関係への含意という点で明確に区別されねばならない。

シリア内戦の帰趨は、社会的亀裂を幾重にも含み込んでいる隣接諸地域に混乱が波及しか

ねず、また中東地域におけるパワーセンターそれぞれの影響力の消長に直結すると認識さ

れているからである。ヒズボラのシリア内戦関与はそのままレバノンにおける宗派間の緊

張関係の昂進に跳ね返りかねないし、トルコやイラクはシリア北部のクルド人勢力の動向

が自国内のクルド人組織の活動活発化につながることを警戒せざるを得ない。加えて、イ

ラクはシリアでアサド政権が打倒されればそれが自国内で巻き返しをはかるスンニ派を勢

いづかせると考えていよう。逆に、アラビア半島におけるシーア派の反乱を懸念するサウ

ジアラビアなど湾岸諸国は、アサド政権の没落がその封じ込めを容易にし、シーア派の背

後にあってスンニ派王政・首長制の打倒を使嗾していると看做すイランの意図を挫くこと

ができると信じている。ムスリム同胞団が奪権したエジプトは、シーア派イランのイスラー

ム革命体制と一括されることを嫌い、サウジアラビアをはじめとするアラブ同朋諸国との

連携を重視して、シリア内戦においては反アサドの旗色を鮮明にしつつある。ヨルダンは、

内戦の自国への波及が伝統的なベドウィン系とパレスチナ系の対立を顕在化させかねない

ことを危惧し、表向きは不関与の姿勢を貫いているが、アサド政権に一片の同情も寄せて
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いないことは明らかである。かといって、アサド後のシリアがエジプトと同様にムスリム

同胞団などイスラーム勢力に奪権される展開もまた恐怖の対象となる。シリア内戦はまた、

同国のパレスチナ難民を再難民化させ、彼らの問題を通じてイスラエル占領支配下とパレ

スチナ自治政府、およびハマスの実効統治下にあるヨルダン川西岸やガザにおけるパレス

チナ人の憤懣を噴出させる契機にもなり得る。かくして今後のシリア内戦については、各

国の国益とアイデンティティ政治とが錯綜し、それぞれに厳しくせめぎあう展開が予想さ

れる。そうだとすれば、リビアの事例、あるいはバハレーンの事例のような外部勢力の直

接的介入は事態をいっそう紛糾させるだけに終わる蓋然性が高い。「保護する責任」を掲げ

てリビアに介入した国際社会が、より深刻な人権被害の下にあるシリアへの介入を忌避す

るのは二重基準にほかならないとする批判の一方で、介入それ自体が事態の収拾につなが

らず、むしろ周辺に混乱を振り撒く危険性すらあることを勘案すれば、介入慎重論にも一

定の論拠があるといえよう21。 

 

おわりに 

「アラブの春」は各国に、如何にして統治機構の維持や再建をはかるかという治安上の

問題を突き付け、また体制が転覆された国々に対しては新たな統治の正統性の創出という

喫緊の課題を迫った。それらの短期的な要請に加え、混乱や内戦で弱体化し、場合によっ

ては崩壊した各国の経済基盤の立て直しも急務であろう。しかしながら、そうしたさまざ

まな課題すべてにわたって、イスラーム的価値観を含む既存の政治的な指導理念が、新た

な形で権力に透明性を求める新世代の大衆運動に如何に向き合っていくかが問われること

になっている。それは、冷戦末期からポスト冷戦初期（1980 年代～90年代）において世界

各地で経済的開放・成長や技術突破・進展に支えられた民主化要求運動の高まりのなかで、

権威主義支配が次々に崩壊していった時代から遅れること四半世紀を経て、中東もまた漸

くそうしたグローバルな流れに追いつきつつあることを意味している。 

もとより、このような流れは未だ緒に就いたばかりであって、体制転換があったところ

でも自由化や民主化が定着に向かうかどうかは予断を許さない。今後の展開は、内政的に

は軍やイスラーム勢力の動向によって左右されよう。しかし同時に、各国における一連の

政治変動は、それぞれの社会でのアイデンティティ政治上の主要契機を前景化させ、それ

が個々の社会に内在する亀裂や軋轢を噴出させるにとどまらず、国家社会の領域を超えて

諸国家相互の越境的な混乱を創出しつつある事実にも注目しておく必要がある。そのよう

な混乱は、徐々に中東の域内国家および非国家主体間の連携・対立関係の組み替えを導出

しつつあり、これに伴って地域のパワーバランスの変化を惹き起こす可能性を帯びている。
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基底部分に中東域内の国民国家的統合に対するアイデンティティ政治からの越境的アンチ

テーゼという原理的契機を孕んでいるだけに、その趨勢が帰するところには深甚な変動も

予期しなければならないであろう。シリア内戦とその波及とを注視せねばならない所以で

ある。 
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第８章 体制移行期における内戦と「保護する責任」：リビアとシ

リアの比較 

 

立山 良司 

 

はじめに 

 アラブ諸国で起きた一連の政治変動、いわゆる「アラブの春」の高まりの中で、リビア

では 2011 年、42 年続いたムアンマル・カッダーフィ政権が崩壊した。この過程で、国際

連合安全保障理事会は初めて「保護する責任」（Responsibility to Protect、以下、基本的に

R2P と略述する）に具体的に言及した決議を成立させ、北大西洋条約機構（NATO）加盟

国を中心とする連合軍がリビアに軍事介入した。他方、国連人権高等弁務官の発表によれ

ば、シリアでは 2013年初頭現在、6万人以上の死者が出ている。しかし、国連安保理を含

む国際社会はシリアにおける殺戮を停止させる有効な手段をとれないまま、ほとんど傍観

の状態を続けている。 

 リビア、シリア両国とも同じような経路をたどり、R2P 論に基づく対応の必要性が議論

されている。にもかかわらず何故、国際社会の対応はこれほど違っているのだろうか。最

大の要因は、リビアとそれに続くコートジボワールにおいて、R2P 論に基づく軍事介入が

体制転換を引き起こしたことにある。このことに対するロシアや中国などいわゆる BRICS 

5 カ国やその他の国は、「文民保護の名を借りた内政干渉である」と激しく反発している。 

 確かに R2P 論はその展開されてきた経緯から見て、体制転換を含む内政干渉を排除する

ことを重要課題に掲げてきた。しかし他方でリビア、コートジボワール、さらにシリアの

ケースは、外部アクターがある国において「文民保護」を実現しようとした場合、最終的

には体制転換を図るしかないという状況もあり得ることを示している。体制の側が生き残

りを唯一の目的として弾圧を続けている場合、国際社会の説得や非軍事的手段によって、

民間人を含む反体制派に対する殺戮を停止するとは容易に考えられないからである。そこ

にはオーストラリアの R2P 研究者アレックス・ベラミーがいう、R2P と体制転換との間の

「根本的なジレンマ」
1
が存在している。 

 本章ではR2P論に基づき国際社会がいかに対応したかをリビアとシリアの事例で比較す

る。その上で、R2P と体制転換問題を検討し、さらに国際社会が軍事介入をする場合の軍

事力の問題、アラブ・イスラーム世界における米国などに対する不信感について言及する。 
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１．リビア問題と R2P論 

（１）事態の急速な展開と軍事攻撃容認安保理決議の成立 

リビアでは 2011年 2月 15日以降、東部の都市ベンガジを中心に反体制デモが拡大した。

これに対しカッダーフィ政権が激しい武力弾圧を加えたため、国際社会では当初から R2P

論に立脚した「文民保護」のための措置を求める声が相次いだ。例えばインターナショナ

ル・クライシス・グループ（ICG）は 2月 22日に早くも国際社会に対し、国連憲章第 7章

に基づく飛行禁止空域設定計画の立案などを求める声明を発表した
2
。また同じ日、アラブ

連盟はリビアの加盟資格を停止し、イスラーム諸国会議機構（OIC）
3
もカッダーフィ体制

による暴力の停止を求める声明を出した。 

こうした動きを背景に国連安保理は 2 月 26 日、暴力の即時停止、国際刑事裁判所への

捜査付託、武器禁輸、カッダーフィやその家族、側近の渡航禁止及び資産凍結などを盛り

込んだ決議 1970号を採択した。同決議は前文で、リビア政府が文民を保護する責任を有し

ていることを明記しており、R2P を発動した初の国連安保理決議といわれている
4
。同決議

は全会一致で採択されており、この時点で安保理はリビア問題に関し歩調をそろえていた。

安保理が歩調をそろえていた背景には、アラブ連盟など地域機構の強い非難に加え、カッ

ダーフィ自身が力で反体制運動を抑え込むことを公然と続行したこと、さらにカッダー

フィ体制そのものが長年、国際的に孤立していたなど特殊な事情が作用していた。 

カッダーフィ体制は安保理決議 1970 号採択後も反体制運動に対する弾圧を続け、国際

社会では飛行禁止空域を設定するなど武力介入の必要性に関する議論が拡大した。特にア

ラブ連盟が 3月 12日に飛行禁止空域設定を国連安保理に求めた決議を採択したことは、武

力介入に向けた大きな推進力となった。ただ、シリアとアルジェリアは飛行禁止空域設定

を求める決議に反対しており、アラブ連盟加盟国も一枚岩ではなかった。一方、アフリカ

連合（AU）は 3月 10日の平和・安全保障理事会で「いかなる形であれ、国外からの軍事

介入には反対する」として、アラブ連盟とは対照的な対応をしている
5
。 

こうした動きを背景に国連安保理は 3 月 17 日、文民保護および飛行禁止空域を樹立す

るために「すべての必要な措置をとる」ことを加盟国に授権する決議 1973号を採択した。

同決議は同じアラブの国であるレバノン、および英国とフランスが共同提案した。採決で

はロシア、中国、インド、ブラジル、ドイツの 5 カ国が棄権したが、反対はなかった。同

決議に基づき米国、英国、フランスなど NATO 加盟 14 カ国とヨルダン、カタール、アラ

ブ首長国連邦（UAE）のアラブ 3 カ国、さらにスウェーデンの計 18 カ国が参加した対リ

ビア軍事作戦が 3月 19日から開始され、空爆と海上での武器輸送阻止を主体とする軍事作

戦が実施された
6
。当初は米国が指揮を執ったが、3月末から指揮権は NATO に移った。 
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その後もカッダーフィ体制派と反体制派の戦闘は一進一退を続けたが、空爆の影響で反

体制派が次第に攻勢を強め 8月下旬には首都トリポリを制圧した。反体制派が組織した暫

定国民評議会（TNC）も、日本を含む多数の国から承認された。この結果、カッダーフィ

体制は 8 月末には崩壊し、10 月 20 日にはカッダーフィ本人の死亡が確認され、10 月 31

日に軍事作戦は終了した。 

 

（２）対リビア軍事作戦の評価 

（ａ）肯定的評価 

 作戦に参加した国の関係者は当然ながら、対リビア軍事作戦を高く評価している。例え

ば米国の駐 NATO 大使 I. H. ダールダーと欧州連合軍総司令官兼在欧米軍司令官ジェーム

ズ・スタヴリディスは連名の寄稿で、「（作戦は）文民を保護しカッダーフィを打倒するた

めに、各地の軍事勢力に必要な時間と空間を提供することに成功した」と自賛している
7
。

また国際関係論の論点から J. ウエスターンらは、国際社会は 1990 年代のソマリア、ルワ

ンダ、ボスニアの経験を経て、必要であれば力の行使を伴うR2Pの概念を発展させた結果、

リビアでの成功に至ったと評価している
8
。 

 国際法学者の J．D．メイヤーは 2001 年に出された「干渉と国家主権に関する国際委員

会（ICISS）」の報告書が打ち出した軍事干渉を行うための 6つの基準を、リビアのケース

はすべてを満たしていると論じている
9
。すなわちメイヤーは①正当な権限：安保理決議に

基づく、②正当な理由：大規模な人命の損失が予想された、③正当な意図：領土的意図に

基づくものでも、1 カ国の不正な意図に基づくものでもない、④最終手段：外交的、非軍

事的努力は尽くされた、⑤比例的な手段：空爆の規模、期間ともにリビアの軍事力に比べ

不釣合いだったとの証拠はない、⑥合理的な期待：軍事介入が成功する見込みがあった、

と論じている。 

 また ICISS の共同議長を務めた G・エヴァンスは、①甚大な危害の恐れ、②正当な意図、

③他に手段がない、④比例的な手段、⑤妥当な結果への期待、という軍事介入を行うため

の 5つの基準をあげ、2011年 3月に安保理がベンガジにおける虐殺を防止するために行動

した際、これらの基準はすべて適用されていたと評価している。ただ、「軍事介入が続行さ

れるにつれて、一部の基準、特に比例に関する基準の適用は不明瞭になった」と一部留保

の姿勢を示している
10
。R2P の提唱者であるエヴァンスが比例の問題を指摘しているのは、

後に述べるように、対リビア攻撃が安保理の授権の範囲を逸脱していたとの批判が絶えな

いからであろう。 
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（ｂ）批判的評価：民間人の犠牲者 

 他方、当然ながらリビアへの軍事介入に関してはきわめて厳しい批判がある。主に①過

剰な武力の行使によって民間人に犠牲者が出た、および②軍事介入は結局、体制転換のた

めだった、という 2点についてだ。このうち体制転換をめぐる議論については後述する。 

 民間人に犠牲者が出ているとしてきわめて早い段階で批判の声を上げたのは、当時のア

ラブ連盟事務局長のアムル・ムーサだった。ムーサは軍事作戦開始翌日の 3月 20日に、軍

事作戦は飛行禁止空域設定という目的から逸脱し、民間人を爆撃していると批判した
11
。

対リビア空爆が本格化するにつれて、武力行使に対する批判は拡大した。特にブラジル、

ロシア、インド、中国、南アフリカのいわゆる BRICS 5 カ国の批判は強かった。もともと

南アフリカを除く BRICS各国は安保理決議 1973号採択の際、軍事力行使のエスカレート

への懸念を理由に棄権していた。例えばロシアの国連代表は棄権理由を、①飛行禁止空域

設定に係る問題（禁止空域樹立の方法、交戦規定、武力行使の制限）が明確ではない、②

アラブ連盟が求める飛行禁止空域設定という目標以上に、大規模な軍事介入に発展する危

険がある、などと説明していた
12
。空爆開始から約 3週間後の 4月 14日に中国の三亜で開

催された BRICS5 カ国首脳会議では、決議に賛成した南アフリカも加わって、政治解決と

軍事力行使の中止を呼びかける声明を発表している
13
。 

 ただ、NATO 加盟国などの空爆によって民間人にどの程度の犠牲者が出たかははっきり

しない。『ニューヨーク・タイムズ』紙は独自の調査に基づいて、少なくとも 40人、おそ

らく 70人以上が NATO の空爆で死亡したと報じている
14
。またヒューマン・ライツ・ウォッ

チが 2012 年 5月に出した報告書によれば、少なくとも 72人が死亡した
15
。 

 

２．シリア危機の拡大と R2P 

（１）アラブ連盟の働き掛けと挫折 

 シリアでは 2011年 3月中旬、南部の都市で政府を批判するデモが起き、4月初めには全

国に拡大した。バッシャール・アサド政権は同年夏ごろまで、政治犯の釈放、非常事態法

の廃止、新政党法の導入など政治改革の姿勢を少しは示したが、基本的には反体制運動を

「テロリスト」として徹底的に弾圧し続けた。そのため事態は悪化の一途をたどった。 

 犠牲者が増大するにつれて、国連人権機関の動きが活発化し、4月 29日には国連人権理

事会がシリア当局による暴力の行使を非難する決議を採択した
16
。これ以降、国連人権理

事会と国連人権高等弁務官は繰り返しシリア政府による人権侵害を非難し、安保理にシリ

ア政府関係者を国際刑事裁判所に付託するよう求める決議や報告書を出している。また、

R2P担当国連事務総長特別顧問のエドワード・ラックとジェノサイド防止担当特別顧問の
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フランシス・デンは 6月 2日に連名で、シリアが国民を保護する責任を有していることを

再確認し、シリア軍などによる「意図的な攻撃を強く憂慮する」との声明を出した
17
。両

者はその後も繰り返し連名で声明を出している。国連総会も数回にわたりシリアを非難す

る決議を採択している。 

また 2011年 4月以降、米国や EU、日本などが制裁や経済協力の見直しなどの措置をとっ

ている。このように国際社会全体からみるとより多くの国が、シリア政府による反体制運

動への暴力的な弾圧を厳しく非難し、バッシャール・アサド政権は統治の正統性を失った

との立場をとるようになった。 

 一方、リビア問題への迅速かつ比較的統一的な対応に比べ、アラブ連盟のシリアへの対

応は不統一で行動に時間がかかった。例えば 2011年 4月末に国連安保理でシリア政府を非

難する議長声明を出すことが議論されたが、ロシア、中国、インドとともにレバノンも反

対し、議長声明発出は見送られた。レバノンはリビアへの軍事力行使を認めた決議 1973

号の提案国であり、同国のシリア問題への対応はきわめて対照的だった。レバノン国連代

表は反対理由について、レバノンはシリアと「特別な関係」を持っており、シリア政府の

改革への努力を評価すると述べている
18
。 

 しかし 2011 年 8 月 6 日に湾岸協力会議（GCC）が、翌 7 日にはアラブ連盟が、それぞ

れシリア政府を非難する声明を出し、アラブ世界での潮流の変化が明確になった。アラブ

連盟は 10月 30日、暴力の停止、囚人の釈放、反体制派との対話などを呼びかける和平案

を提示し
19
、シリア政府もこれを受け入れた。だが、シリア政府が弾圧をやめなかったた

め、アラブ連盟は 11月 12日にシリアの加盟資格を停止し、同月 27日にはシリアが同連盟

の和平案実施状況を検証する停戦監視団を受け入れないことを理由に経済制裁を科すこと

を決定した。こうした圧力を受けシリアは監視団の受け入れを表明し、同月下旬から監視

団がシリアに入った。しかし実際の状況に変化はなく、アラブ連盟は 2012 年 1月 28日、

監視団撤退を決定した。このようにアラブ連盟は一時的にシリア問題への積極的な対応を

試みたが、結局、問題解決の糸口を見いだすことは出来なかった。 

 

（２）国連安保理の機能不全 

 他方、国連安保理はシリア問題では当初からほとんど機能不全状態を続けている。すで

に述べたように 2011年 4月下旬には安保理で、シリアを非難する議長声明発出が検討され

たが、ロシアなどの反対で議長声明は出されなかった。事態がさらに悪化した 8月 3日に

は、何とか議長声明発出に漕ぎつけ、安保理として初めてシリア政府による人権侵害と市

民に対する力の行使を非難した。しかし一方で「全当事者」に自制を求めるなど、妥協の
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産物であることがわかる
20
。なお、レバノンはこの声明を出す際の協議を欠席している。 

これ以降も安保理内の対立は解消されなかった。10月 4日には英仏などが共同提案した

決議案が採決に付されたが、ロシアと中国の拒否権行使によって成立しなかった。決議案

はすべての当事者による暴力行為の即時停止、シリア政府による人権侵害の停止と基本的

自由の回復、包括的政治プロセスの開始などを呼びかけていたが、R2P には言及していな

い。決議案に反対した理由についてロシアの国連代表は、シリアの国家主権と領土の一体

性の尊重、中立的な仲介などが必要であるにもかかわらず、決議案はシリア政府に対し「対

立的」かつ「一方的」であると述べ、中国代表は内政不干渉原則の重要性を強調している
21
。

なおブラジル、インド、南アフリカ、及びレバノンは棄権した。 

安保理では 2012 年 2 月に再び決議案が審議された。この決議案は欧米諸国のほかアラ

ブの 11カ国も共同提案国となっており
22
、暴力の即時停止、軍の都市部からの撤退などか

らなる 2011年 11月 2日のアラブ連盟の行動計画を直ちに実行するよう求める内容だった。

しかし、再びロシアと中国の反対で決議案は成立しなかった。ロシア代表は安保理メンバー

の一部が危機の当初から体制転換を画策していると非難し、中国代表は解決策の押し付け

は問題をさらに複雑にすると反対の理由を説明した
23
。なおこの時の採決では 2011 年 10

月の採決の際に棄権したインドと南アフリカも賛成し、13 カ国が支持した
24
。 

 こうした安保理の機能不全状態を打破するために 2012年 2月 23日、国連前事務総長コ

フィ・アナンが国連とアラブ連盟のシリア問題担当共同特使となり、停戦実現のための工

作を始めた。同特使は 3月、①戦闘停止と国連監視メカニズムの確立、②人道的支援物資

の供与、③拘束者の釈放、④集会の自由や平和的デモの権利尊重、などを骨子とした 6項

目和平案を提示し
25
、シリアも同案に前向きの姿勢を示した。これを受け安保理は 3月 21

日、6項目和平案を支持する旨の議長声明を出した。安保理はさらに 4月 14日に決議 2042

号を、同 21日に決議 2043号を採択し、両決議に基づき最大 300 名からなる非武装の国連

シリア監視団（United Nations Supervision Mission in Syria: UNSMIS）がシリアに展開した。 

しかし武力衝突はいっこうに収まらず、7月 19日には住宅地からシリア政府軍が撤退し

なければ経済制裁もあり得るとの決議案が上程されたが、再びロシアと中国の拒否権で否

決された
26
。安保理は唯一 7月 20日、90日間とされていた UNSMIS の活動期間を 30日間

延長する決議 2059 号を成立させた。だが UNSMIS の現地での活動はきわめて限られてお

り、シリア政府軍による妨害行為にもたびたび遭遇した。結局、安保理は活動期間を再延

長せず、UNSMIS は 8月 19日、活動を終了した。 

このように安保理はシリア問題に関してはまったく機能しておらず、8 月末にアナンは

共同特使を辞任し、後任にはラフダル・ブラヒミが就任した。ブラヒミは「シリアのため
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の行動グループ」が 2012 年 6月末に出した最終コミュニケ
27
をベースに、シリアのアサド

体制および反体制双方と協議するとともに、米国とロシアの立場の相違を埋めることでシ

リアの内戦を終結させ、体制移行を何とか実現しようと努力している。しかし、2013 年 1

月にジュネーブで行われた米ロ政府高官とブラヒミとの 3回目の 3者協議においても、仲

介は成功しなかった。また同じ 1月、国際司法裁判所への付託を求める書簡が 57カ国の共

同署名で提出されたが、ロシア、中国は姿勢を変えていない。 

安保理、さらに共同代表であるアナン、その後任のブラヒミがシリア問題に関し突破口

を見いだせず、国連が機能不全状態を続けている背景には、いくつかの理由がある。第 1

にリビアへの軍事介入が「文民保護」を掲げながらも体制転換に結びついたことに対する

ロシアや中国の不信感がある。この点は後述する。 

第 2 は第 1の要因と密接に関係しているが、軍事介入以前の問題として、内戦終結のた

めバッシャール・アサドの退陣を求めるか否かで、国際社会に越えがたい亀裂が生じてい

ることだ。米国や EU 諸国、アラブ諸国などはすでにバッシャール・アサドに統治の正統

性はないとして退陣を求めている。他方、ロシアはシリアの将来はシリア人自身によって

決定されるべきであり、外部の介入による解決策の押し付けには断固反対するとの姿勢を

貫いている
28
。 

第 3 は ICG が 2012 年 8月に出した報告書で「シリアは外部からの干渉の場になってい

る」と指摘しているように
29
、さまざまな勢力がすでにシリア問題に介入していることだ。

ロシア、イランは体制側に資金や武器を供与しているといわれ、逆にサウジアラビアやカ

タール、トルコは反体制勢力に協力しているといわれる。また、米国も中央情報局（CIA）

が反体制勢力に対し密かに武器を供与していると報じられている
30
。アナンが共同特使辞

任の意向を発表した直後の寄稿で、政治的な問題解決のためには国際社会のコンセンサス

が必要であるにもかかわらず、全当事者は軍事的な手段で自分たちの利益を追求している

と強く批判したように
31
、介入による自国の利益確保を優先し国連の場での合意形成がな

いがしろにされているという現実がある。 

第 4 にシリアの反体制勢力が統一されておらず、外部との関係についての立場も一様で

はないことが指摘できる（第 2章参照）。 

 

３．R2Pによる軍事介入のジレンマ 

（１）R2Pと体制転換をめぐる議論 

 安保理がシリアへの対応で機能不全状態に陥っている最大の原因は、リビアに対する軍

事介入の結果、R2P と体制転換の関係をめぐり国際社会内で深刻な対立が生じていること
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である。リビアに対する NATO などによる攻撃の拡大・長期化と、コートジボワールにお

ける国連コートジボワール活動（UNOCI）による武力行使
32
に疑義が呈される中、安保理

は 2011年 5月 10日、「武力紛争における文民保護」をテーマとする討議を行った
33
。 

討議では、欧米各国代表はリビアやコートジボワールでの事例を積極的に評価している。

他方、中国代表が文民保護を装って体制転換を試みることに強い懸念を表明したほか、ブ

ラジルと南アフリカ代表も文民保護が体制転換や干渉の名目になっているという懸念を表

明した。また、ロシア代表は「文民保護という崇高な目標は、他の無関係な問題を解決す

るための試みに従わされるべきではない」と軍事作戦を批判した。 

 このようにリビアとコートジボワールのケースは、文民保護のための武力行使と体制転

換との関係について、BRICS 諸国を中心に強い懸念を引き起こした。軍事的に優位にある

NATO などが文民保護を理由に軍事力を恣意的に行使して内政干渉やさらに体制転換を試

みる恐れがあると考えているからであろう。特にロシアと中国の不信感は強く、前節で述

べたように安保理ですでに 3回、拒否権を行使した。 

 研究者からも R2P と体制転覆の問題についての指摘は多い。例えばベラミーはコートジ

ボワールとリビアの 2つの事例について「安保理そのものは体制転換を授権していないに

もかかわらず、決議実行者は（体制転換という）結果を意図していた」と批判している
34
。

その意味では R．コリンズがいうように、リビアへの武力行使を認めた安保理決議 1973

号そのものが曖昧だったといえるだろう。コリンズは、「すべての必要な措置」の意味は不

明瞭で幅広い解釈が可能であり、「決議 1973号によって体制転換は特定されても、除外さ

れてもいなかった」としている
35
。 

しかし現実の状況を見る限り、R2P と体制転換との関係は必ずしも簡単ではない。R2P

担当の国連事務総長特別顧問 E．ラックはインタビューで、R2P の目的は民衆を保護する

ことだと強調する一方で、場合によって民衆を守る唯一の方法は体制転換かもしれないと

認めている
36
。ベラミーもまたこのラックの発言を引用し、国家が虐殺や戦争犯罪、民族

浄化などを行っている状況において、国際社会が体制転換を押し付けることなく民間人を

保護するという責任を現実に果たすことができるのだろうかという「根本的なジレンマ」

を指摘している
37
。ICISS報告も「体制を転覆させること自体は正当な目的ではないが、民

衆を傷つける体制の能力を無力化することは、保護するというマンデートを果たすために

必須かもしれず、無力化達成に必要なものは、ケースによって異なるだろう」と体制転換

の可能性を一義的に排除できないジレンマを認めている
38
。 

こうしたジレンマは政策決定者の間にもある。米大統領オバマはリビアへの軍事介入が

開始されてから約 10日後の 2011 年 3月 28日の演説で、「我々の軍事的な使命に体制転換
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を含めることは誤りである」と述べている
39
。アフガニスタン、イラクへの軍事介入が泥

沼状態に陥ったことへのアンチテーゼであろう。しかし、4月 14日になるとオバマは英首

相キャメロン、仏大統領サルコジと連名で、「リビアの平和への道」と題する文を『ニュー

ヨーク・タイムズ』紙などに寄せた。その中で 3 人は、安保理決議 1973号の目的は文民保

護であり、力によってカッダーフィを退陣させることではないとしつつも、「自らの国民を

虐殺しようとしている人物が将来の政府で一定の役割を果たすということは考えられな

い」として、カッダーフィが権力に留まっている限り NATO は軍事作戦を続行しなければ

ならないと記し、体制転換の必要性を示唆している
40
。3 人の連名の文が掲載された 4 月

14 日は、先に述べたように BRICS 首脳会議が NATO などによるリビア攻撃を批判する三

亜宣言を出した日である。 

 シリアの場合も、同様なことがいえるだろう。反体制側の多くはバッシャール・アサド

体制がすでに統治の正統性を失っているとしており、体制側が呼びかけた政治対話も拒否

している。一方、バッシャール・アサドも権力を手放す考えをいっさい示していない。こ

のように体制側と反体制側の武力対立が続き、問題解決への糸口が見いだせない場合、

ICISS 報告がいう「民衆を傷つける体制の能力を無力化する」ためには結局、体制転換し

かないという議論も一定の説得力を持っている。ただシリア問題に関しきわめて重大な問

題は、たとえ「無力化する」ために力を行使したとしても、一定の成果が期待できるとい

う合理的な判断ができないことである。このことは次に述べるように、介入する側の軍事

能力と表裏一体の問題でもある。 

 

（２）軍事介入する側の軍事能力 

 リビアに対する NATO の軍事作戦が終了した直後の 2011 年 10 月 31 日、リビアの首都

トリポリを訪問したアナス・フォー・ラスムセン NATO 事務総長は、リビア国民を保護す

るという安保理決議履行にあたり「我々は効果的で、柔軟で、かつ的確であった」と自画

自賛した
41
。また、米国の NATO 大使ダールダーと欧州連合軍総司令官兼在欧米軍司令官

スタヴリディスも、複数国が連合軍として協力し介入をする場合、NATO だけが複雑な作

戦計画を立案・実行できる共通の指揮構造と能力を持っていると指摘している
42
。 

 しかしダールダーらはその一方で、作戦に参加した NATO 加盟国が十分な軍事能力を保

有していなかった故に、米国は指揮権を NATO に移譲した後も、情報や偵察のデータ、空

中給油機、さらに人的な貢献をし続けなければならなかったと述べ、他の NATO 加盟国の

軍事力の不十分さを強く批判している
43
。ヨーロッパ加盟国の軍事能力の低さに対する批

判はほかにも多く、「こうした限定的な飛行作戦においても、ヨーロッパ加盟諸国の軍事能
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力は必要とされるレベルにほど遠かった」とまで酷評されている
44
。さらに NATO 加盟国

のうち対リビア軍事作戦に参加したのは半数の 14カ国だけだったことから、NATO 加盟国

は自国の責任をより選択的なアプローチで果たそうとしているとの指摘もある
45
。 

NATO 内における米国とその他の加盟国との間の軍事能力の格差は 1990 年代のボスニ

ア・ヘルツェゴビナやコソボでの軍事作戦の際に指摘され、米国抜きに軍事作戦は遂行で

きないのではないかとの指摘は以前からあった。その意味で R2P に基づく最後の手段とし

てたとえ軍事作戦が安保理決議で容認されたとしても、それが自動的に効果的な軍事作戦

遂行を保証することにならないことは留意する必要がある。 

 

（３）アラブ諸国の「支持」 

 リビアに関する安保理決議 1970号と 1973号が成立し、NATO などが即座に軍事介入に

踏み切った大きな要因の一つとして、アラブ世界の支持が高かったことがよく指摘されて

いる。ベラミーらは飛行禁止空域設定を求めるアラブ連盟決議がなければ、安保理決議

1973号は採決にかけられなかっただろうとすら述べている
46
。  

しかし他方ですでにみたように、NATO などによる軍事作戦開始の翌日には、アラブ連

盟のムーサ事務局長が民間人を爆撃していると強く批判する発言をしている。ギャッラプ

が 2012 年 2月から 4月にかけてアラブ諸国で行った調査によれば、リビアへの軍事介入へ

の支持はモロッコ 12％、エジプト 13％、アルジェリア 14％、チュニジア 22％と非常に低

い
47
。その意味では、シリアへの軍事介入が実際に議論の俎上にのぼったとしても、アラ

ブ諸国の世論がそれを支持しない可能性は高い。 

 

結び 

 藩基文国連事務総長が 2009 年 1月に国連総会に提出した文書『保護する責任の実施』48

においても、軍事力の行使が検討されている。しかし、その多くは被介入国政府の治安維

持機能強化のための援助や、平和維持のため被介入国の同意を得た上での軍の展開の問題

が検討されているにすぎない。パラグラフ 56で唯一、強制力をそれほど伴わない文民保護

のための国際社会の対応が奏功せず、ある国家が国民に対する暴力行為を継続した場合、

国際社会は集団的な対応を検討する必要があると述べるにとどまっている
49
。なお、この

パラグラフは 2005年の R2P に関する国連総会決議 A/60/1のパラグラフ 139に言及してい

るが、同総会決議もまた平和的対応が不十分な場合、ケース・バイ・ケースで第 7 章を含

む国連憲章に基づく国連としての対応を検討する必要があると述べているにすぎず、具体

性はない
50
。 
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すでに述べたように 2001 年の ICISS 報告は、体制転覆を R2P の正当な目的ではないと

しながらも、ある体制が国民の保護を果たさないどころか、国民を殺戮する側に回った時、

その体制の殺戮能力をどのようにして無力化するかという問題を提起している。まさにベ

ラミーがいう R2P と体制転換との間の「根本的なジレンマ」の問題である。しかし、2005

年の国連総会決議も 2009 年の国連総長報告もこの根本的な問題を十分に検討せず、その後

も等閑視されてきた
51
。そうした状況の中で国際社会はリビアとコートジボアールにおけ

る体制転換の事例に直面し、結果として国際社会内の亀裂が鮮明になり、シリア危機に対

し有効な措置をとれないでいる。 

なお、軍事力行使に伴うジレンマは、必ずしも無力化や体制転換問題に限定されない。

シリアに関しては、人道物資搬入や避難民保護のために安全回廊や安全地帯の設置案も提

唱されている。しかしロシアのラブロフ外相が、一部諸国が反体制側を支援している中で、

人道目的のために安全回廊を設けることに何の意味があるのかと反論しているように
52
、

安全回廊設置案についても国際社会にはコンセンサスが成立していない。加えてシリアの

情勢を考えると、もし安全回廊や安全地帯を樹立するとなれば、相当規模の兵力と兵站に

よる介入が必要であることは想像に難くない。その結果、たとえ安全回廊設置の方向に国

際社会が動き出したとしても、どの国ないし国家連合が十分な軍事力を提供する能力と意

思を持っているのかという新たな問題が生起することになり、R2P 論のジレンマは続くこ

とになる。 
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